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様式３－自己点検・評価報告書 
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様式４－自己点検・評価の基礎資料 

１. 自己点検・ 評価の 基 礎資料  

 

(１) 学 校法 人 及 び 短期 大 学 の 沿 革  

 

（1938 年 ～1960 年 ） 

1938(昭 和 13)年 3 月  財団法 人東洋 罐詰 専修 学校認 可  

1938(昭 和 13)年 4 月  東洋罐 詰専修 学校 創設  

1958(昭 和 33)年 10 月  同窓会 （アッ ペー ル会 ）発足  

（1961 年 ～2000 年 ） 

1961(昭 和 36)年 3 月  学校法 人東洋 食品 工業 短期大 学認可  

1961(昭 和 36)年 4 月  
東洋食 品工業 短期 大学 開学  

「缶詰 製造科 」設 置  

1962(昭 和 37)年 4 月  研究部 門を分 離独 立、 東洋食 品研究 所設 立  

1965(昭 和 40)年 4 月  図書館 完成  

1971(昭 和 46)年 7 月  男子寮 （斉志 寮） 完成  

 9 月  学生会 発足  

2000(平 成 12)年 10 月  
食品衛 生課程 （食 品衛 生管理 者・監 視員 ）  

の養成 施設に 指定  

（2001 年 ～ 現在 ） 

2006(平 成 18)年 3 月  短期大 学士（ 食品 工学 ）の学 位授与 開始  

2007(平 成 19)年 4 月  
学科名 を「包 装食 品工 学科」 に改称  

密封技 術コー スと 食品 製造技 術コー スの 2 コ ース制 導入  

 9 月  本館及 び図書 館全 面リ ニュー アル  

2008(平 成 20)年 2 月  新体育 館及び 食堂 完成  

 3 月  短期大 学基準 協会 によ る認証 評価で 適格 認定 （1 回 目） 
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 4 月  男女共 学化開 始  

 9 月  外国人 向け短 期研 修開 始 

2010(平 成 22)年 2 月  海外短 期研修 プロ グラ ム開始  

2011(平 成 23)年 10 月  社会人 育成コ ース （現 社会人 育成講 習会 ）開 始  

 11 月  
短期大 学開 学 50 周 年 記念講 演会開 催  

高碕芳 郎教育 支援 基金 創設  

2012(平 成 24)年 9 月  
社会人 育成コ ース （現 社会人 育成講 習会 ）で 履修証 明プ

ログラ ム開始  

2013(平 成 25)年 

 

7 月  

 

新教育 実習棟 （南 館） 完成  

1F：飲 料実習 室  

2F：教 員室  

 10 月  アセプ ティッ ク飲 料充 填設備 の運用 開始  

2015(平 成 27)年 3 月  短期大 学基準 協会 によ る認証 評価で 適格 認定 （2 回 目） 

 12 月  

社会人 育成講 習会 （包 装食品 工学総 合コ ース ）が、 文部

科学大 臣より 「職 業実 践力育 成プロ グラ ム」（ＢＰ ）の

認定 

2017(平 成 29)年  4 月  包装食 品工学 科の 2 コ ース制 を廃止  
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(２) 学 校法 人 の 概 要 

 学校 法人 が設 置 する 全て の教 育機 関 の名 称、 所在 地、 入 学定 員、 収容 定員 及 び在

籍者 数 

 平成30年5月1日 現在 

教育 機関 名 所在 地 
入学 定員 

（ 人 ）  

収容 定員 

（ 人 ）  

在籍 者数 

（ 人 ）  

東洋 食品 工業 

短期 大学 

兵庫 県川 西市  

南花 屋敷 ４丁 目  

２３ 番２ 号 

35 70 75 

 

 

(３) 学 校法 人 ・ 短 期大 学 の 組 織 図  

 組織 図 

 平成30年5月1日 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 立 地地 域 の 人 口動 態 ・ 学 生 の 入 学 動向 ・ 地 域 社 会 の ニ ーズ  

東洋 食品 工業 短 期大 学は 、 Ｊ Ｒ川 西 池田 駅西 方 約 1 キロ の 川 西市 南花 屋敷 に 所在 す

る。川 西市 は大 阪府 と兵 庫県 の県 境 に位 置し 、東は 大阪 府池 田市 、西は 兵庫 県宝 塚市 、

南は 伊丹 市、北は 猪 名川 町に 隣接 し てい る。人 口 は約 16 万人 であ り、阪神 間を 通 勤圏

とす るベ ッド タ ウン であ る。中南 部 は閑 静 な住 宅街 が広 が る一 方、弥生 時代 の 暮ら し を

物語 る加 茂遺 跡 や栄 根遺 跡、清和 源 氏発 祥 の地 とし て有 名 な多 田神 社、源満 仲 が開 発 し

たと 伝え られ る 多田 銀山 等、数多 く の名 所 旧跡 が点 在し て いる 。北部 は山 や河 川 など 豊

かな 自然 に恵 ま れて おり 、一 庫 ダム 周辺 地域 には 兵庫 県 立一 庫公 園が 整備 さ れて いる。 

大 学 が 所 在 す る 南 花 屋 敷 の 北 側 は 、 大 正 時 代 に 開 発 さ れ た 阪 神 間 で も 屈 指 の 歴 史 あ
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る住 宅地 とな っ てお り、大正 文化 を 象徴 す る洋 館が 階段 状 に建 築さ れ、景観 形 成建 築 物

とし て宝 塚市 の 指定 を受 けた 住宅 が 多数 ある 。その 中で も 、本 学の 創設 者 、高 碕達 之助

が住 居と して 使 用し てい た「高 碕 記念 館」が、ウ ィリ ア ム・Ｍ・ヴォ ーリ ズの 設 計し た

唯一 の残 存す る 建物 （ひ ょう ごの 近 代住 宅 100 選 選定 ） とし て名 高い 。  

大学 は、高碕 達 之助 の 私邸 のあ った 雲 雀丘 の近 傍に 設置 す ると いう 前提 のも と 、南 花

屋敷（ 旧 川西 町大 字 寺畑 字落 掛）を建 学 の地 とし た。創設 当 時、大 学周 辺 は田 畑 が広

がる 田園 地帯 で あっ たが 、現 在 は 、マ ン シ ョン や低 層住 宅 が立 ち並 ぶ閑 静な 住 宅街 とな

って おり 、男子 寮 、女 子学 生に 提供 し てい る賃 貸マ ンシ ョ ンも 、大 学 から 徒歩 5 分 前後

の住 宅街 にあ る 。学 びと 学生 生活 の 環境 は良 好で ある 。  

 

 立 地 地 域 の 人 口 動 態（ 短 期 大 学 の 立 地 する 周 辺 地 域 の 趨 勢 ） 

川西 市は 、高 度 経済 成長 期に 、い わ ゆる 大都 市圏 衛星 都 市の 典型 とし て発 展 し、 ニ

ュー タウ ンの 開 発が 相次 いで 行わ れ る等 、住 宅都 市と し て目 覚ま しい 発展 を 遂げ た。

人口 は、 昭 和 30 年代 中頃 から 急増 し 、平 成 12 年 まで は増 加傾 向に あっ たが 、 平成 12

年以 降は 16 万人 前後 で推 移し てい る 。年 齢別 に見 ると 、 15 歳 未満 の年 少人 口 が減

少、65 歳 以 上の 高齢 者人 口が 増加 、 少子 高齢 化が 急速 に 進行 して おり 、今 後 、人 口の

減少 が予 測さ れ る。  

 

①  川西 市の 人口 推 移  
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②  川西 市と 周辺 市 町(兵 庫県)の15～19歳 人口 推移 

地 域 

平 成 25年 度  平 成 26年 度  平 成 27年 度  平 成 28年 度  平 成 29年 度  

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

川西 市 7703 4.8 7905 4.9 7985 5.0 8111 5.1 8084 5.1 

宝塚 市 11517 4.9 11625 5.0 11851 5.1 12042 5.1 11997 5.1 

伊丹 市 4996 2.5 5050 2.6 4990 2.5 4977 2.5 5011 2.5 

猪名 川町 1741 5.5 1724 5.4 1729 5.5 1749 5.5 1770 5.6 

 

 学 生 の 入 学 動 向 

本学 には 、全 国 の専 門高 校（ 農業 ・ 水産 ・工 業） の生 徒 及び 食品 系企 業の 社 員が 多

く進 学し てき て おり 、短 期大 学と し ては 珍し い全 国区 の 大学 であ る。 一方 、 所在 県の

兵庫 県は 普通 高 校の 生徒 が主 体と な って おり 、入 学者 は 全体 の 2 割弱 にと ど まる 。本

学が 所在 する 川 西市 に至 って は、 入 学者 は過 去 5 年間 で 僅か 2 名 とな って いる 。  

 

①  学生 の出 身地 別 人数 及び 割合 （全 国 ） 

地 域  

平 成  

25 年 度  

平 成  

26 年 度  

平 成  

27 年 度  

平 成  

28 年 度  

平 成  

29 年 度  

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

人 数  

(人 ) 

割 合  

(%) 

北 海 道  1 3.3 1 2.6 0  0  0  

東 北  4 13.3 1 2.6 2 5.6 4 9.8 3 8.1 

関 東  0  0  5 13.9 0  4 10.8 

中 部  7 23.4 3 7.9 6 16.6 10 24.4 8 21.7 

大 阪 府  2 6.7 6 15.8 5 13.9 3 7.3 10 27.0 

兵 庫 県  5 16.7 5 13.2 6 16.6 11 26.8 2 5.4 

近 畿 他  0  3 7.9 2 5.6 4 9.8 1 2.7 

中 国  4 13.3 6 15.8 1 2.8 0  1 2.7 

四 国  1 3.3 2 5.3 2 5.6 2 4.9 1 2.7 

九 州  

沖 縄  
6 20.0 11 28.9 7 19.4 7 17.0 7 18.9 

そ の 他  0  0  0  0  0  

合  計  30  38  36  41  37  

 

 

 

 

 

 



東洋食品工業短期大学 

7 

②  学生 の出 身地 別 人数 及び 割合 （兵 庫 県）  

地  域  

平 成  

25 年 度  

平 成  

26 年 度  

平 成  

27 年 度  

平 成  

28 年 度  

平 成  

29 年 度  

平 成  

25～ 29 年 度 計  

人 数

(人 ) 

人 数  

(人 ) 

人 数  

(人 ) 

人 数  

(人 ) 

人 数  

(人 ) 

人 数

(人 ) 

割 合  

(%) 

川 西 市  0 0 0 2 0 2 6.9 

宝 塚 市  0 0 1 1 0   2 6.9 

伊 丹 市  1 0 2 2 0 5 17.2 

猪 名 川 町  0 0 0 0 0 0  

そ の 他  4 5 3 6 2 20 69.0 

兵 庫 計  5 5 6 11 2 29  

 

 地 域 社 会 の ニ ー ズ 

本学 は、 川西 市 に本 拠地 を置 く唯 一 の大 学で あり 、平 成 21 年 に川 西市 と包 括 的 連

携協 力に 関す る 協定 を締 結 し 、以 後 、市 とは 一層 協力 関 係を 強め てい る。 ま た、 地域

住民 から も、 住 民の 教養 向上 、文 化 振興 の充 実な どを 常 に求 めら れて いる も のと 考

え、 学校 運営 を 行っ てい る。  

その よう な要 請 ・要 望に 対し 、川 西 市、 川西 市商 工会 及 び宝 塚市 の後 援で 、 食の 安

全等 をテ ーマ に した 定例 講演 会、 出 前講 座等 を行 い、 地 域住 民か ら好 評を 博 して い

る。 また 、川 西 市通 水 60 周 年記 念に 当た って は、「き んた くん の力 水」（500ml ペッ ト

ボト ル水 ）の 製 造依 頼が あり 、 協 力 した 。 

 

 地 域 社 会 の 産 業 の 状況 

川西 市は 、高度 経済 成長 期に 住宅 都 市と して 発展 して き た経 緯か ら 、産 業は 、サー ビ

ス業 及び 卸売・小 売 業 、不 動産 業が 、事 業 所数 の 8 割 、総 生 産 額の 6 割 以上 を 占め てい

る。 

産業 分野 別の 状 況は 、下 記の 通り で ある 。  

・商 業  高 度 経 済 成 長 期 に 市 内 タ ー ミ ナ ル 駅 付 近 の 再 開 発 等 が 進 ん だ こ と で 第 3

次 産 業 が 大 き く 発 展 し た も の の 、 現 在 は 、 近 隣 都 市 へ の 相 次 ぐ 大 規 模 小

売 店 進 出 、 店 主 の 高 齢 化 や 後 継 者 不 足 に よ り 、 地 域 に 根 ざ し た 商 業 が 衰

退傾 向に ある 。  

・工 業  小・ 中規 模の 事 業所 数の 割合 が高 い 傾向 にあ り、 景気 低 迷 期 に廃 業や 移

転が 相次 いで い る。 それ によ り空 地 とな った 土地 では 住 宅開 発が 進み 、

住工 混在 が顕 著 とな った こと で操 業 環境 の更 なる 悪化 が 進む など 、工 業

も衰 退傾 向に あ る。  

・農 業  農林 産物 の大 消 費地 であ る阪 神間 に 近接 して いる こと も あり 、「 キク

ナ」 や「 ホウ レ ンソ ウ」 など の軟 弱 野菜 、米 、い ちじ く 、桃 、切 り花 や

切り 枝、 北摂 栗 など 、数 多く の農 産 物が 生産 され 、市 場 へ出 荷さ れて い

る。 また 、里 山 のク ヌギ やコ ナラ な どを 活用 した 「菊 炭 」や 「原 木シ イ

タケ 」の 生産 も 行わ れて いる など 、 農業 は盛 んで ある 。  
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 短期 大学 所在 の 市町 村の 全体 図  

①  全体 図（ 兵庫 県 ）  

 

 

②  周辺 図(川西 市) 
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(５) 課 題等 に 対 す る向 上 ・ 充 実 の 状 況  

① 前回 の評 価結 果 にお ける 三つ の意 見 の「 向上 ・充 実の た めの 課題 」で 指摘 さ れ

た事 項へ の対 応 につ いて  

(a)改善 を要 する事 項  

（向上・充 実の ため の 課題） 

①  自己点 検・評 価報 告書 の内容 充実  

②  講義、 演習、 実技 の区 分明記  

③  学生に よる授 業評 価ア ンケー トの実 施  

④  ＦＤ研 修の受 講率 向上  

⑤  ＳＤ活 動実施 規程 の制 定 

(b)対策 ①  平成26年度の 報告 書作 成にお いて 、 マニ ュア ル に

沿い充 実を図 る。  

②  平成27年度シ ラバ ス(講義要 項)よ り実施 す る。  

③  平成26年度よ り実 施す る。  

④  新任教 員の受 講を 図る 。 

⑤  平成26年度に 制定 する 。 

(c)成果 ①  平成26年度報 告書 作成 におい て不十 分で あっ た。平

成27年 度以降 継続 的に 充実化 を推進 中。  

②  平成27年度に 実施 済み 。 

③  平成26年度に 実施 済み 。授業 改善へ つな げた 。  

④  研修受 講率が 向上 した 。 

⑤  平成26年度に 制定 済み 。 

 

② 上記 以外 で、 改 善を 図っ た事 項に つ いて  

(a)改 善 を要 する 事項  特に なし 

(b)対 策 なし 

(c)成 果 なし 

 

③ 評価 を受 ける 前 年度 に、文部 科 学省 の設 置 計画 履行 状況 等 調査 にお いて 改善 意 見

等が 付さ れた 短 期大 学は 、改 善意 見 等及 びそ の履 行状 況 。  

(a)改 善 意見 等 該当 なし 

(b)履 行 状況 なし 
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(６) 短 期大 学 の 情 報の 公 表 に つ い て  

 平成30年5月1日 現在 

①  教育 情報 の公 表 につ いて  

   No. 事 項 公表 方法 等 

1 大学 の教 育研 究 上の 目的 に関 する こ と  本学 ウェ ブサ イ ト※  

大学 ポー トレ ー ト  

2 卒業 認定 ・学 位 授与 の方 針  本学 ウェ ブサ イ ト※  

大学 ポー トレ ー ト  

3 教育 課程 編成 ・ 実施 の方 針  本学 ウェ ブサ イ ト※  

大学 ポー トレ ー ト  

4 入学 者受 入れ の 方針  本学 ウェ ブサ イ ト※  

大学 ポー トレ ー ト  

5 教育 研究 上の 基 本組 織に 関す るこ と  本学 ウェ ブサ イ ト※  

6 教員 組織 、教 員 の数 並び に各 教員 が 有す

る学 位及 び業 績 に関 する こと  

本学 ウェ ブサ イ ト※  

 

7 入学 者の 数、 収 容定 員及 び在 学す る 学生

の数 、卒 業ま た は修 了し た者 の数 並 びに

進学 者数 及び 就 職者 数そ の他 進学 及 び就

職等 の状 況に 関 する こと  

本学 ウェ ブサ イ ト※  

大学 ポー トレ ー ト  

 

8 授業 科目 、授 業 の方 法及 び内 容並 び に年

間の 授業 の計 画 に関 する こと  

本学 ウェ ブサ イ ト※  

9 学修 の成 果に 係 る評 価及 び卒 業又 は 修了

の認 定に 当た っ ての 基準 に関 する こ と  

本学 ウェ ブサ イ ト※  

 

10 校地 、校 舎等 の 施設 及び 設備 その 他 の学

生の 教育 研究 環 境に 関す るこ と  

本学 ウェ ブサ イ ト※  

大学 ポー トレ ー ト  

11 授業 料、 入学 料 その 他の 大学 が徴 収 する

費用 に関 する こ と  

本学 ウェ ブサ イ ト※  

入学 試験 要項 

大学 ポー トレ ー ト  

12 大学 が行 う学 生 の修 学、 進路 選択 及 び心

身の 健康 等に 係 る支 援に 関す るこ と  

本学 ウェ ブサ イ ト※  

大学 ポー トレ ー ト  

※ http://www.toshoku.ac.jp/outline/disclosure.html 

 

②  学校 法人 の財 務 情報 の公 開に つい て  

事  項 公 表 方 法 等 

財産 目録 、貸 借 対照 表、 資金 収支 計 算書 、 

事業 報告 書及 び 監査 報告 書  

本学 ウェ ブサ イ ト ※ 

本学 掲示 板 

※ http://www.toshoku.ac.jp/outline/disclosure.html 
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(７) 公 的資 金 の 適 正管 理 の 状 況 （ 平 成 29年 度 ） 

公的 資金 の取 り 扱い につ いて は、 「 研究 活動 上の 不正 防 止に 関す る規 程」 に 基づ

き、 学長 を最 高 管理 責任 者、 事務 室 長を 統括 管理 責任 者 、 各 部署 にコ ンプ ラ イア ンス

推進 責任 者を 置 き、 研究 活動 及び 研 究費 等の 適正 な運 営 及び 管理 を行 う体 制 を構 築し

てい る。 

 

(８) 学 生デ ー タ 

①  入学 定員 、入 学 者数 、入 学定 員充 足 率、 収容 定員 、在 籍 者数 、収 容定 員充 足 率  

事  項  
平 成  

25 年 度  

平 成  

26 年 度  

平 成  

27 年 度  

平 成  

28 年 度  

平 成  

29 年 度  
備  考  

入 学 定 員  35 35 35 35 35   

入 学 者 数  30 38 36 41 36   

入 学 定 員  

充 足 率 (%) 
85 108 102 117 103   

収 容 定 員  70 70 70 70 70   

在 籍 者 数  65 68 74 76 75   

収 容 定 員  

充 足 率 (%) 
92 97 105 108 107   

 

②  卒業 者数 （人 ） 

区 分 
平 成  

25年 度  

平 成  

26年 度  

平 成  

27年 度  

平 成  

28年 度  

平 成  

29年 度  

包 装 食 品  

工 学 科  
33 28 37 33 37 

 

③  退学 者数 （人 ）  

区 分 
平 成  

25年 度  

平 成  

26年 度  

平 成  

27年 度  

平 成  

28年 度  

平 成  

29年 度  

包 装 食 品  

工 学 科  
2 2 2 4 0 

 

④  休学 者数 （人 ）  

区 分 
平 成  

25年 度  

平 成  

26年 度  

平 成  

27年 度  

平 成  

28年 度  

平 成  

29年 度  

包 装 食 品  

工 学 科  
0 0 0 0 0 
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⑤  就職 者数 （人 ）  

区 分 
平 成  

25年 度  

平 成  

26年 度  

平 成  

27年 度  

平 成  

28年 度  

平 成  

29年 度  

包 装 食 品  

工 学 科  
31 28 35 33 36 

 

⑥  進学 者数 （人 ）  

区 分 
平 成  

25年 度  

平 成  

26年 度  

平 成  

27年 度  

平 成  

28年 度  

平 成  

29年 度  

包 装 食 品  

工 学 科  
0 0 0 0 0 

 

(９) 短 期大 学 設 置 基準 を 上 回 っ て い る 状況 ・ 短 期 大 学 の 概 要  

①  教員 組織 の概 要 （人 ）              （平 成30年5月1日 現在 ） 

 

 

②  教員 以外 の職 員 の概 要 （ 人）   （ 平成30年5月1日現 在 ） 

  専 任 兼 任 計 

事務 職員 8 0 8 

技術 職員 0 0 0 

図書 館 

専門 事務 職員 
1 0 1 

その 他の 職員 2 0 2 

計 11 0 11 

 

 

教授 准教授 講師 助教 計

包装食品工学科 7 2 7 3 19 7 3 12
農学
関係

小　計 7 2 7 3 19 7 3 12

（その他の組織等） 1 1

短期大学全体の入
学定員に応じて定
める専任教員数

（ロ）

2 1

合　計 8 2 7 3 20 4 129

学科等名 備考

専任教員数

助手
非常勤
教員

設置基準
で定める
教授数

設置基準
で定める
教員数
（イ）

短期大学全
体の入学定
員に応じて
定める専任

教員数
（ロ）

① ③

② ④

①＋② ③＋④
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③  校地 等（ ㎡） 

区  分  専  用  共 用  

共 有 す る

他 の 学 校

等 の 専 有  

計  

基 準 面 積  

[注] 

在 籍 学 生  

一 人 当 た り

の 面 積  

備 考 (共 有

の 状 況 等 ) 

校 舎 敷 地  9,594 0 0 9,594 

700 193 

 

運 動 場 用 地  5,100 0 0 5,100  

小  計  14,694 0 0 14,694  

そ の 他  0 0 0 0  

合  計  14,694 0 0 14,694  

〔注 〕 ：短 期大 学設 置基 準上 必要 な 面積  

 

④  校舎 （㎡ ） 

区分 専用 共用 計 
基準 面積 

[注] 

備考 （共 有

の状 況等 ） 

校舎 3,856 0 3,856 2,000  

〔注 〕 ：短 期大 学設 置基 準上 必要 な 面積  

 

⑤  教室 等（ 室） 

講義 室 演習 室 実験 実習 室 
情報 処理 

学習 室 

語学 学習 

施設 

2 1 15 1 0 

 

⑥  専任 教員 研究 室 （室 ）  

専任 教員 

研究 室 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東洋食品工業短期大学 

14 

⑦  図書 ・設 備 

学科 
図書 

（冊 ） 

学術 雑誌 視聴 覚 

資料 

（点 ） 

機械 

器具 

（点 ） 

標本 

（点 ）  

電子 ジ

ャー ナ

ル 

包装 食品 

工学 科 
29,752 17,705 3 262 63 0 

合計 29,752 17,705 3 262 63 0 

 

 

(11) 理 事 会 ・評 議 員会 ご と の 開催 状 況 (27 年 度 ～29 年 度) 

理事 会開 催状 況  

 

区

分  

開 催 日 時 点  

の 状 況  
開 催 年 月 日  

開 催 時 間  

出  席  者  数  
 

欠 席  

者 数  

 

監 事 の  

出 席 状 況  

定員 
現 員

(a) 

出 席  

理 事 数

(b) 

実 出

席 率  

(b/a) 

意 思 表 示

出 席 者 数  

 

 

 

 

 

 

 

 

理

事

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7～ 10人  

8名  
平 成 27年 4月 2日  

11:30～ 12:00 
6名  75.0% 2名  0名  2/2 

8名  
平 成 27年 5月 19日  

10:00～ 12:00 
6名  75.0% 2名  0名  2/2 

8名  
平 成 27年 11月 20日  

10:00～ 12:00 
6名  75.0% 2名  0名  2/2 

8名  
平 成 28年 3月 10日  

15:00～ 17:00 
5名  62.5% 3名  0名  2/2 

8名  
平 成 28年 5月 19日  

10:00～ 12:00 
6名  75.0% 2名  0名  2/2 

8名  
平 成 28年 5月 19日  

15:00～ 15:30 
6名  75.0% 2名  0名  2/2 

8名  
平 成 28年 11月 25日  

10:00～ 12:00 
5名  62.5% 3名  0名  2/2 

図書 館 
面積 （㎡ ） 閲覧 席数 収納 可能 冊数  

531 30 50,000 

体育 館 

面積 （㎡ ） 体育 館以 外の ス ポー ツ施 設の 概要  

1,149 

グラ ウン ド 

テニ スコ ート  

トレ ーニ ング ル ーム（体 育 館に 併設 ） 
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8名  
平 成 29年 2月 3日  

15:00～ 15:30 
6名  75.0% 2名  0名  2/2 

8名  
平 成 29年 3月 9日  

13:00～ 15:00 
7名  87.5% 1名  0名  2/2 

8名  
平 成 29年 5月 18日  

10:00～ 12:00 
5名  62.5% 3名  0名  2/2 

8名  
平 成 29年 11月 24日  

10:00～ 12:00 
6名  75.0% 2名  0名  2/2 

8名  
平 成 30年 3月 8日  

13:00～ 15:00 
6名  75.0% 2名  0名  2/2 

 

評議 員会 開催 状 況  

 

区

分  

開 催 日 時 点  

の 状 況  
開 催 年 月 日  

開 催 時 間  

出  席  者  数  
 

 

欠 席  

者 数  

 

監 事 の  

出 席 状 況  

定員 
現員

(a) 

出 席 評

議 員 数

(b) 

実 出

席 率  

(b/a) 

意 思 表 示

出 席 者 数  

 

 

 

 

 

 

評

議

員

会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21～ 28

人  

 

 

 

 

 

22名 
平 成 27年 5月 19日  

13:00～ 15:00 
12名 54.5% 10名 0名 2/2 

22名 
平 成 27年 11月 20日  

9:00～ 9:40 
11名 50.0% 11名 0名 2/2 

22名 
平 成 28年 3月 10日  

10:00～ 12:00 
14名 63.6% 7名 1名 2/2 

22名 
平 成 28年 5月 19日  

13:00～ 15:00 
14名 63.6% 8名 0名 2/2 

22名 
平 成 29年 3月 9日  

10:00～ 12:00 
13名 59.0% 9名 0名 2/2 

22名 
平 成 29年 5月 18日  

13:00～ 15:00 
12名 54.5% 9名 1名 2/2 

22名 
平 成 29年 11月 24日  

13:00～ 14:00 
5名 22.7% 17名 0名 2/2 

22名 
平 成 30年 3月 8日  

10:00～ 12:00 
14名 63.6% 8名 0名 2/2 
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２ ． 自 己 点 検 ・ 評 価の 組 織 と 活 動 

 

 自 己 点 検 ・ 評 価 委 員会 （ 担 当 者 、 構 成 員） 

自己 点検 ・評 価 につ いて は、 ＩＲ ・ 評価 セン ター がそ の 任に 当た って いる 。 その 構

成員 は、 以下 の 通り であ る。  

 

東洋 食品 工業 短 期大 学 ＩＲ ・評 価 セン ター  (平 成 29 年度) 

セン ター 長 学長 後藤 弘 明 

セン ター 員 包装 食品 工学 科 長・ 教授  福島 博 

〃 事務 室長 岡内 孝 靜 

〃 総務 部長 西田 裕 人 

〃 
短期 大学 基準 協 会Ａ ＬＯ  

図書 館長 、包 装 食品 工学 科教 授  
末松 伸 一 

〃 
短期 大学 基準 協 会評 価員  

包装 食品 工学 科 教授  
八木 謙 一 

運営 事務 
ＩＲ ｅｒ 

事務 室付 課長  
高野 要 

 

 自 己 点 検 ・ 評 価 の 組織 図 

 

 

 

      セン ター 長 

      学科 長（ 包装 食 品工 学科 ）  

      事務 室長 

      総務 部長 

      ＡＬ Ｏ 

      評価 員 

      運営 事務 （事 務 室職 員） 

 

 組 織 が 機 能 し て い るこ と の 記 述 

ＩＲ ・評 価セ ン ター は、 「東 洋食 品 工業 短期 大学 学則 」 及び 「東 洋食 品工 業 短期 大

学Ｉ Ｒ・ 評価 セ ンタ ー規 程」 に基 づ き、 教職 員が 一体 と なっ た自 己点 検・ 評 価シ ステ

ムを 構築 する こ とを 目的 に、 平 成 29 年に 組織 した 。当 セ ンタ ーは 、自 己点 検 ・評 価

の企 画・ 立案 及 び実 施に 関す るこ と はも ちろ ん、 報告 書 の公 表、 認証 評価 受 審時 にお

ける 対応 組織 と して の役 割も 担っ て いる 。  

平成 29 年度 の「 自己 点検 ・評 価報 告 書」 は、 平成 28 年度 に引 き続 き、 教授 及 び事 務

職員 が執 筆し た 。執 筆に あた って は 、多 くの 教職 員に ヒ アリ ング を行 い、 そ の内 容を

自己 点検 ・評 価 報告 書の 記述 に反 映 させ て い る。 

ＩＲ ・評 価セ ン ター  
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自己 点検 ・評 価 を毎 年実 施す るこ と によ り 、 本学 の現 状 把握 が的 確に 行わ れ 、問 題

点が 顕在 化さ れ 、改 善の 方向 性が 明 確に なっ てき てい る 。  

 

 自 己 点 検 ・ 評 価 報 告書 完 成 ま で の 活 動 記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 30 年 4 月 16 日 平成 29 年度 自 己点 検・ 評価 報告 書 作成 方針 並び に

執筆 担当 者及 び スケ ジュ ール の決 定  

平成 30 年 4 月 17 日 執筆 者に 報告 書 作成 の依 頼  

平成 30 年 5 月 31 日 報告 書原 稿〆 切  

平成 30 年 9 月 21 日 報告 書原 稿の 精 査  

平成 30 年 9 月 28 日 報告 書完 成、 公 表  
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様式５－基準Ⅰ 

【 基 準 Ⅰ 建 学 の 精神 と 教 育 の 効 果 】 

［ テ ー マ 基 準 Ⅰ －Ａ 建 学 の 精 神 ］ 

 

＜ 根 拠 資 料 ＞ 

(1) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学 財団 法人 東洋 食品 研究 所 「５ ０年 のあ ゆみ 」 

５０ 年史 編集 委 員会 靑柿 堂 P24（1988） 

(2) 2017 学生 便 覧 P4 

(3) 本学 ウェ ブサ イ ト Ｕ ＲＬ http://www.toshoku.ac.jp/ 

(4) 大学 案内 2018 P22 

(5) 第 577 回 教授 会 審議 事項 １資 料 新入 教員 教育 プラ ン  

(6) 2017 年度 第 6 回 大学 運営 会議 議事 録 （審 議事 項 1） 

(7) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 3-01 大 学 運 営会 議規 程 

(8) 2016 年 11 月 理 事会 議事 録 

(9) 兵庫 県立 農業 大 学校 との 連携 協定 書  

(10) 川西 市と のま ち づく りに 関す る 包 括 的な 連携 協定 

(11) 川西 商工 会議 所 担当 者等 との 会議 議 事録  

(12) 公益 社団 法人 日 本缶 詰び ん詰 レト ル ト食 品協 会レ トル ト 食品 製造 講習 会案 内  

(13) 産業 技術 短期 大 学と の連 携協 定書  

(14) タイ 王国 ラン シ ット 大 学 との 連携 協 定書 

(15) タイ 王国 チュ ラ ロン コ ン 大学 との 連 携協 定書  

(16) タイ 王国 カセ サ ート 大学 との 連携 協 定書 

(17) 平成 29 年度 奈良 女子 大学 食品 製造 実 習 プ ログ ラム 

(18) 平成 29 年度 「保 育園 での 科学 遊び 」 報告 書 

 

［ 区 分 基 準 Ⅰ － Ａ－ １ 建 学 の 精 神 が確 立 し て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅰ － Ａ－ １ の 現 状 ＞  

本学 は、昭 和 13 年 に 高碕 達之 助 が 東 洋罐 詰専 修学 校を 創 立し たこ とに 始ま る 。達 之

助は 、昭和 初期 から 、欧米 諸国 の缶 詰 産業 の視 察を 通じ て 、欧 米の 缶詰 と我 が 国の 缶詰

の技 術格 差を 痛 感し てい た 。特 に 、日 本に おけ る当 時の 缶 詰の 品質 問題 は 、避 けて 通れ

ない 大き な課 題 であ った 。その ため 、缶詰 の基 本原 理を 科 学的 側面 から 分析・研究 し直

す必 要が ある こ とを 説い てい た 。一 方 、国 内の 缶詰 産業 が 急速 に発 展・拡 大し たこ とに

より 、缶 詰業 界 は慢 性 的な 技術 者不 足 の状 態に あり 、こ れ に対 す る養 成機 関も 脆 弱を 極

め た 状 況 に あ っ た 。 こ れ ら の 実 情 を 鑑 み 、 達 之 助 は 一 企 業 の 経 営 者 と い う 立 場 を 超 え

て 、 缶 詰 技 術 者 の 養 成 と 缶 詰 技 術 の 研 究 を す る た め の 教 育 機 関 と な る 東 洋 罐 詰 専 修 学

校を 創設 した 。 

同校 は、「 缶詰 業を 通 じて 社会 に奉 仕 し、国 益を 伸長 する 」と いう 達之 助の 理想 と「 缶

詰技 術の 向上 へ の燃 える よう な情 熱 」を 若 者に 鼓吹 し、健 全な 精 神と 優れ た能 力 を持 つ

人材 を育 成す る こと に教 育の 重点 を 置 き 、「理 論と 実 際技 術を あわ せ修 め 、勤 労を 尊ぶ
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優秀 な技 術者 を 育成 する 」こ とを 目 的と し て「 誠実 と勤 労 の精 神 を根 底に おい た 人格 教

育」 に力 を注 い だ (1） 。 

昭和 36 年に 東洋 罐 詰 専修 学校 を 母 体 とし て設 立さ れた 本 学に もこ の精 神は 引 き継 が

れ て い る 。 上 述 し た よ う に 本 学 で は 、 東 洋 罐 詰 専 修 学 校 創 立 時 の 理 念 を 引 き 継 い で お

り、 平成 18 年に 建学 の精 神と 教育 理 念を 下記 のよ うに 明 記し た。 

 

建学 の精 神:「誠 実と 勤労 の精 神を 根 底に おい た人 格教 育 」 

教育 理念 ：「理 論と 実際 の 技 術を あ わせ 修め 、勤 労を 尊 ぶ優 秀 な技 術者 を育 成 する 」 

 

平 成 28 年 度ま で、 上記 の建 学の 精 神と 教育 理念 を 掲 げ てい たが 、大 学改 革 の中 で、

建学 の精 神 、教 育 理 念 、教 育目 的 、教育 目 標に つい ても 検 討を 行っ た 。検 討を 進 め る中

で 、 東 洋 罐 詰 専 修 学 校 創 設 の 目 的 で あ る ｢缶 詰 技 術 者 の 育 成 ｣を 建 学 の 精 神 の 中 に 盛 り

込 む 方 が 、 本 学 の よ う な 単 科 短 期 大 学 の 特 徴 と 社 会 に 対 す る 貢 献 内 容 を よ り 明 確 に 示

すこ とが 可能 で ある と判 断し 、平成 28 年 11 月 25 日に 開催 し た 理事 会の 審議 を 経て 建

学の 精神 を下 記 のよ うに 改定 した 。  

 

建学 の精 神： ｢心 正し く、 誠実 と勤 労 の精 神を 尊び 、 包 装 食品 工学 の理 論と 技 術を 

あわ せ修 めた 包 装食 品業 界の 担い 手 を育 成す る｣ 

 

新し い建 学の 精 神に は、本学 が目 指 す教 育 の理 念・理想 が 明確 に 示さ れて いる こ とか

ら 、教 育理 念に つ い ては 廃止 した 。既 に 述べ てき たよ う に 、建学 の精 神に は 、本 学が目

指す 教育 の理 念 ・理 想が 明確 に示 さ れて いる 。 

本学 の建 学の 精 神に は、 「心 正し く 、誠 実と 勤労 の精 神 を尊 び 」 との 文言 に より 、

人格 的に 優れ て いる 人材 の育 成を 謳 って おり 、 更 に後 半 の「 包装 食品 工学 の 理論 と 技

術を あわ せ修 め た包 装食 品 業 界の 担 い手 を育 成す る」 の 部分 によ り、 大学 と して の専

門性 を明 確に 表 して いる 。 し たが っ て、 本学 の建 学の 精 神は 、 例 えば 教育 基 本法 第一

条に ある 「教 育 は人 格の 完成 を目 指 し」 と高 い整 合性 が あ り 、更 に第 七条 に 記さ れた

「大 学は 、学 術 の中 心と して 、高 い 教養 と専 門的 能力 を 培う 」と の記 載を 満 たし てい

る。 また 、本 学 は、 包装 食品 工学 と いう 生活 に欠 くべ か らざ る学 問分 野を 教 育・ 研究

する 高等 教育 機 関で あり 、 そ のこ と が建 学の 精神 に明 記 され てい る 。 した が って 、建

学の 精神 によ り 、本 学の 公共 性と 独 自な 位置 付け が、 第 三者 にも 理解 しや す く 示 され

てお り、 本学 の 建学 の精 神は 、 私 学 の独 自性 や公 共性 を 重視 する 私立 学校 法 に適 合し

てい る。 

本学 が存 在す る 意義 を建 学の 精神 に 盛り 込み 、建 学の 精 神を 学生 に周 知さ せ 、何 の

ため に学 ぶの か 、何 を目 指し て学 ぶ のか 、を 常に 意識 さ せる ため 、学 内に お いて は、

学生 便覧 (2） で 明確 に 記載 し、 入学 時 のオ リエ ンテ ーシ ョ ンで 説明 を行 って い る。 ま

た、 学外 に対 し ても 、本 学ウ ェブ サ イト (3） に上 記内 容を 掲 載し てい る ほ か、 大 学案 内
(4） には 建学 の 精神 を 示す とと もに 、 本学 の特 色を 明記 し てい る。 更に 、学 内 の教 職員

及び 学生 が集 ま る主 な場 所に は、 建 学の 精神 を記 した パ ネル を掲 示し てい る 。  

新た に教 職員 を 採用 した 場合 には 、 着任 か ら 2 週間 以内 に 学 長も しく は学 科 長 が 建
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学の 精神 や教 育 方針 を説 明す るこ と を平 成 29 年 度よ りル ール 化 (5）して お り、建学 の精

神を 学内 にお い て共 有化 でき てい る 。  

建学 の精 神の 周 知方 法に 関し ては 、平成 28 年 度と 同様 に 、入 学 後の オリ エン テ ーシ

ョ ン を 活 用 す る ほ か 、 少 人 数 教 育 の 良 さ を 活 か し た 教 職 員 と の 個 別 面 談 等 の 機 会 を 捉

えて 、理解 を深 めさ せる よう 指導 徹 底を 図っ た 。ま た 、新 入学 生対 象に 入学 前 の事 前学

修の 一環 とし て 、配 付 資料 の中 に本 学 建学 の精 神を 掲載 し 、そ れ ぞれ の 感 想や 考 えを 求

め、課 題レ ポー トと して 全員 に提 出 させ てい る 。こ のほ か 、事 前学 修の 課題 の 一つ とし

て 本 学 の 創 設 者 で あ る 高 碕 達 之 助 に 関 す る 調 査 レ ポ ー ト を 課 し て 、 そ の 人 物 像 の 感 想

を求 め、 創設 時 より 本学 が目 指し て いる とこ ろを 理解 さ せる よう 努め てい る 。  

理事 長室 、学長 室 、教 員室 、事務 室に は 建 学の 精神 等を 記 した パネ ルを 、本館 内 の学

生 が 集 ま る 場 所 に は 本 学 の 一 連 の 特 徴 を 示 す パ ネ ル を 掲 示 し 、 そ の 中 に 建 学 の 精 神 以

下を 記載 し、常 に周 知 でき るよ うに す ると とも に、広く 教 職員 並 びに 学生 が共 有 でき る

よ う に し た。 学 外 に お い て は 、本 学 ウ ェ ブ サ イ ト (3） に 建 学 の 精 神 を 記 載・ 表 明 し てい

るほ か、 大学 案 内 (4） にも 建学 の精 神 と本 学の 特色 を明 記 して いる 。  

本学 では 、建学 の精 神、教 育研 究上 の目 的 と 目標 につ い ては 、大 学 運営 会議 に諮 り、

現 状 は １ 年に １ 回 の 頻 度 で 見 直し を 行 っ て い る (6） 。 建 学 の 精 神 、 教 育 研究 上 の 目 的と

目 標 の 点 検・ 見 直 し に 関 し て は、 大 学 運 営 会 議 規 程 (7） に 明 記 さ れ て い る。 既 に 述 べた

よう に、本学 の建 学 の精 神、教育 研究 上 の目 的 と 目標 は、平 成 28 年 度中 に改 定し たも

ので あり 、その 点検・見直 し を 施行 よ り１ 年程 度で 実施 す る必 要は 本来 ない が 、改 定の

審議 を行 った 平 成 28 年 度 11 月 の理 事会 (8） にお いて 、「 現 在の 建学 の精 神よ り も簡 潔

で覚 えや すい も のが ない か 」と の意 見が あり 、平 成 31 年 度 を 目処 に定 期的 に 見直 しを

行う こと とし た 。こ のよ うに 、建学 の 精 神に つい ては 、本学 創設 時の 社会 に 対す る大 義

と熱 い思 いを 踏 襲し つつ も、時代 の 要請 な ど、必要 性が 生 じた 場 合 に は改 定を 加 えら れ

る仕 組み が整 備 され 、実 施さ れて い る。  

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅰ － Ａ－ ２ 高 等 教 育 機 関と し て 地 域 ・ 社 会 に貢 献 し て い る 。］  

＜ 区 分 基 準 Ⅰ － Ａ－ ２ の 現 状 ＞ 

（１ ）公 開講 座 、生 涯学 習事 業、 正 課授 業の 開放 等  

本学 では、年 １回 11 月、市 民対 象 の「定 例講 演会」を 2 名 の 外部 講師 を招 き 実施 し

てい る。この 定 例講 演 会は 、地 元自 治 体の 川 西市 と宝 塚市 か ら後 援を いた だい て いる 。

平成 29 年度 講演 会の 参加 者は 175 人 であ り、質疑 応 答も 活発 に行 われ 、例年 同様 盛況

であ った 。 

オー プン キャ ン パス は 年 2 回 （8、2 月 ） 開催 し、 受験 予 定の 高校 生の みな ら ず 、 そ

の保 護者 や親 戚 、地 域 住民 の方 に本 学 を知 って いた だく た めの 公開 行事 とし て いる 。本

学 の 特 長 で あ る 実 学 重 視 の 教 育 方 針 を 理 解 し て い た だ く た め 、 食 品 製 造 実 習 、 密 封 実

習 、微 生物 実験 、食 品 分析 実験 を模 し た体 験実 習を 実施 し てい る 。市 民か らは「 本 学 が

何を 教育 して い るの かが わか った 。容 器 詰め 食品・飲料 の 大 切さ を再 認識 し た 。」との

声を いた だい て いる 。  

生涯 学習 の事 業 化は 行っ てい ない が 、依 頼 があ れば 、講 演 や密 封 体験 学習 を実 施 して
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いる 。平 成 29 年度 に は、 神戸 市シ ル バー カレ ッジ 総合 芸 術コ ース 食文 化専 攻第 22 期

生に 食品 製造 の 実習 体験 を行 った 。 

社会 人教 育に つ いて は、教育 基 本法 第 7 条及 び学 校教 育 法第 83 条 の規 定に 定め ら れ

た履 修証 明制 度 に基 づき 、社 会人 等 の学 生 以外 の者 を対 象 とし た学 習プ ログ ラ ム（ 履 修

証明 プロ グラ ム ）を「 社会 人育 成講 習 会 」の名 称で 、学生 の 夏 季休 講期 間中 に 実施 して

いる 。本 学の 社会 人 育 成講 習会 は、1 週 間の「密 封技 術コ ース 」「 食品 製造 技術 コ ース 」

「食 品分 析技 術 コー ス」の 3 コ ー ス、2 週 間の「 密封 総 合コ ース 」「食品 総 合コ ース」、

更に 2 週 間コ ー スを 組み 合わ せ 、平 成 27 年度 に文 部科 学 省の 職業 実践 力育 成 プロ グラ

ム（ ＢＰ）に 認定 さ れた 4 週 間の「包 装 食品 工学 総合 コ ース 」が ある。4 週 間 コー スで

は、講習 会の 最 後に 筆 記試 験を 行い 、その 合 格者 に対 して 履 修証 明 書 を付 与し て いる 。

4 週 間コ ース は 前 半 2 週間 の「 食品 総 合コ ース 」の みを 先 に受 講し 、次 年度 以 降に「包

装食 品工 学総 合 コー ス」 の 3 週 目に 編 入 する パタ ーン も 準備 して おり 、社 会 人の 学修

時間 を配 慮し た コー ス設 計を 行っ て いる 。各種 コー スを 準 備し てい るこ とか ら 、社 会 人

が日 常業 務で 抱 えて いる 問題 解決 、スキ ルア ップ 、学び 直し に利 用さ れて い る。した が

って 、「 社会 人 育成 講 習会 」は公 開講 座 、生 涯学 習の 側面 を 持ち 合わ せて いる と 考え て

いる 。 

正課 授業 の開 放 は、講義 室に 余裕 が なく 、ま た 、本 学 のカ リキ ュラ ムが 実習 や 実験 主

体で ある ため 開 放し てい ない 。講 義 室の 定 員を 増や せ ば 、実習 や 実験 を除 く 講 義 は公 開

でき る可 能性 は ある が、建物 の大 幅 な増 改 築が 必要 であ り 、資 金 面の 関係 もあ っ て当 面

のと ころ 対応 は 困難 であ る 。 

 

（２ ）地 方公 共 団体 、企 業、 教育 機 関及 び文 化団 体等 と の連 携  

本学 は、 兵庫 県 立農 林水 産技 術総 合 セン ター が進 めて い る県 産品 の 6 次 産業 化 の 推

進に 協力 して い る。同セ ンタ ー管 轄 の兵 庫県 立農 業大 学 校と は平 成 28 年 7 月 に「 大学

間 連 携 協 定」 を 締 結 (9） し て 、 教 育 研 究 の 連 携 、 教 員 及び 学 生 の 交 流 、 地 域 社会 へ の 貢

献を 行っ てい る 。こ の連 携協 定に 基 づい て 、平 成 29 年度 は 兵 庫県 立農 業大 学 校 の 1 年

次生 が 、本 学の 実習 設備 を利 用し て 、容 器詰 めカ レー や ジャ ムの 製造 実習 を 行っ た。ま

た、本学 から は 教授 を 派遣 し、兵庫 県 立 農 業 大学 校に おけ る 食品 製造 実習 の指 導 や講 義

を実 施し た。 こ の交 流は 平成 28 年 から 継 続し てお り、 平成 30 年度 も実 施に 向 けて 担

当教 員間 での 調 整を 行っ てい る。  

地元 川西 市と は、平 成 21 年 から「 ま ちづ くり に関 する 包 括的 な連 携協 定」を締 結 し
(10)、 市 と 大 学 相 互 の 人 的 ・ 知 的 資源 の 交 流 と 活 用 を 行っ て い る 。 ま た 、 本学 は 川 西市

商工 会議 所の 会 員に なっ てお り、商 工会 議 所と は不 定期 で ある が情 報交 換し 、食品 ロ ス

の 観 点 か ら 規 格 外 の 農 産 物 に 価 値 を 付 け ら れ る 加 工 法 が で き な い か 検 討 し て い る (11） 。 

協 定 等 は 締 結 し て い な い が 、 地 元 の 包 装 食 品 製 造 会 社 か ら の 技 術 的 な 相 談 に 応 じ た

ほか 、地 元外 の 企業 と 1 件 の受 託研 究及 び 2 件 の共 同研 究を 実施 し 、 包装 食 品業 界の

発展 に寄 与す る 様々 な研 究を 行っ て いる 。また 、公 益社 団 法人 日 本缶 詰び ん詰 レ トル ト

食 品 協 会 と は 協 力 関 係 に あ り 、 レ ト ル ト 食 品 製 造 技 術 主 任 技 術 者 講 習 会 に 対 し て 年 2

回、 教員 を講 師 とし て派 遣し てい る 。  

企 業 主 催 の 包 装 食 品 を 啓 蒙 す る 試 み で は 、 ㈱ 万 代 ・ は ご ろ も フ ー ズ ㈱ 殿 の 共 同 企 画
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「夏 休み ！家 族 でつ くろ うシ ーチ キ ン」で、学 校設 備の 貸出 し、缶 詰製 造 体 験の 補助 を

行い 、地 域・ 社 会貢 献に 寄与 して い る。  

教育 機関 との 協 定は 、兵 庫 県立 農業 大学 校以 外に 、産業 技術 短期 大学 、タイ 国の ラン

シッ ト大 学 、チ ュラ ロ ンコ ン大 学及 び カセ サー ト大 学 と 締 結 (13), (14), (15), (16)し て おり 、

教員 及び 学生 の 交流 を図 って いる 。協定 は 締結 して いな い が、奈 良女 子大 学か ら は毎 年

3 年 次学 生が 来学 し 、加工 食品 に関 す る講 義と 缶詰 の製 造 実習（巻 締体 験含 む ）を 受 講

し て い る (17)。 ま た 、 兵 庫 県 立 三 田 祥雲 館 高 校 の 正 課 授 業「SS 探 究 Ⅰ （ 総 合 的な 学 習）

に 対 し て は 、 本 学 食 品 製 造 グ ル ー プ の 教 授 が 定 期 的 に 出 前 講 義 を 行 っ て い る 。 こ の ほ

か 、 未 就 学 児 を 対 象 と し た 活 動 と し て 、 本 学 微 生 物 の 担 当 教 員 が 地 域 の 保 育 園 を 訪 問

し、科学 に 親し んで もら う取 り組 み も行 って おり 、平成 29 年 度は 5 歳 園児 が 持参 した

物を 実体 顕微 鏡 で観 察し ても らう 「 保育 園で の科 学あ そ び」 を実 施し た (18)。 

 

（３ ）ボ ラン テ ィア 活動 等を 通じ た 地域 ・社 会へ の貢 献  

本 学 は 、 川 西 市と の 「 ま ち づ く り に関 す る 包 括 的 な 連 携協 定 」 (10)に 基 づ き 、 災 害 対

策用 品の 保管 や 地震 ・事 故時 の避 難 場所 等に 協力 して い る。  

ま た 、 寮 生 を 主 体 と す る 近 隣 自 治 会 の ク リ ー ン キ ャ ン ペ ー ン へ の 参 加 や 学 生 有 志 に

よる 地元 神社 秋 季大 祭へ の 参 加（神 輿を 担ぐ ）等の 活動 を通 じて 、地域 社会 に貢 献し て

いる 。 

この 他、 毎 年 10 月に 日本 赤十 字社 に 献血 会場 を提 供し 、 団体 献血 を行 って い る 。 

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅰ －Ａ 建 学 の 精 神 の 課題 ＞  

建学 の精 神に 関 して は、平 成 28 年度 に 改 定を した が 、理 事会 にお ける 審議 過 程で 一

部 の 理 事 か ら 、 創 設 者 で あ る 高 碕 達 之 助 の こ と ば に 基 づ い た 覚 え や す く 簡 潔 な 文 章 が

望ま しい ので は ない かと の意 見が 出 され た。この 意 向を 受け 、平 成 31 年 度ま で に その

よう な表 現に つ いて 検討 する 旨 、 返 答し てい る。  

平成 31 年度 まで に 、現在 の建 学の 精 神よ り更 に本 学の 特 色 と 設立 の理 念を 表 現 す る

文章 があ れば 、見 直 しを 行う 。見 直し の 検討 は、平成 29 年度 に設 置し た大 学 運営 に関

する 重要 事項 を 審議 、検 討す る大 学 運営 会議 にお いて 、 年１ 回実 施し てい る 。平 成 29

年度 の時 点で は 、特 に 良 い表 現は 見 出さ れて おら ず 、変 更 は して いな い 。引 き 続 き 、平

成 30 年 度も 見直 しを 行う 。 

高碕 達之 助の 研 究者 で、本学 歴史 学 の授 業 も受 け持 って い る 非 常勤 講師 に も 、高碕 達

之 助 の 東 洋 罐 詰 専 修 学 校 創 設 に 関 連 し た こ と ば や 文 書 の 調 査 を 依 頼 し て い る 。 こ れ ら

の中 で 、本 学に 相応 し い 、覚え やす く簡 潔な 表現 があ れ ば 、現在 の建 学の 精 神 と 比較 検

討し 、改 定が 必要 か 否 かを 判断 して い く予 定で ある 。た だ、本学 は単 科短 期大 学 であ り、

多 く の 総 合 大 学 の よ う な 漠 然 と し た 表 現 で は な く 、 本 学 の 存 在 意 義 を 明 確 に 伝 え る 表

現も 必要 であ る と考 えら れ 、 その 点 も加 味し て検 討を 進 める 。  

本 学 の 前 身 で あ る 東 洋 罐 詰 専 修 学 校 が 、 日 本 の 缶 詰 技 術 の 底 上 げ を 図 る と い う 当 時

の 重 要 な 社 会 的 課 題 に 対 応 す る こ と を 目 的 と し て 創 設 さ れ た こ と を 考 え る と 、 包 装 食

品 業 界 の 次 世 代 を 担 う 学 生 を 輩 出 す る だ け で は な く 、 包 装 食 品 に 関 す る 知 識 や 技 術 の
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重 要 性 を 広 く 社 会 に 伝 え て い く こ と も 重 要 な 役 割 で あ る 。 基 準 Ⅰ － Ａ － ２ に お い て 記

載 し た よ う に 、 地 域 や 社 会 に 向 け て 包 装 食 品 工 学 に 関 連 す る 知 識 や 技 術 を 実 習 や 講 義

を通 して 伝え て いる が、更に 多く の 情報 発 信を 行う べく 、若年 層 への 体験 学習 を 含め た

出前 講義 の充 実 や 社 会人 教育・生涯 教育 の充 実を 図る 必 要が ある 。また 、現場 に直 結す

る 実 践 的 な 研 究 を 通 し た 業 界 や 地 域 社 会 へ の 貢 献 も 本 学 の 重 要 な 役 割 で あ り 、 研 究 を

通じ た地 域・ 社 会貢 献に も更 に注 力 する 必要 があ る 。 

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅰ －Ａ 建 学 の 精 神 の 特記 事 項 ＞ 

本学 は 、実 機（ 実際 に 食品 企業 で製 造 に使 用し てい る機 器 ）レ ベル の教 育・研 究 用包

装食 品の 実習 設 備を 有し てお り、兵 庫県 立 農業 大学 校や 奈 良女 子大 学等 に対 し て、本 格

的 な 包 装 食 品 の 製 造 体 験 を 提 供 し て い る 。 こ の よ う な 体 験 は 他 学 で は で き な い 内 容 で

あり 、非 常に 有 意義 な体 験と して 継 続的 に実 習の 依頼 を 受け てい る。  

また、平 成 29 年度 に 実施 した「 保 育園 で の科 学遊 び 」は好 評 であ り、幼 児 期に 科学

に対 する 好奇 心 を 植 え付 ける 重要 な 取り 組み と考 えて い る。  

 

 

［ テ ー マ 基 準 Ⅰ －Ｂ 教 育 の 効 果 ］ 

 

＜ 根 拠 資 料> 

(1) 2017年度 生 カリ キュ ラム 案内 (履 修の 手引 き) P10 

(2) 2017年度 生 カリ キュ ラム 案内 (履 修の 手引 き) P4～P5 

(3) 2017学生 便覧 P5～P6 

 

［ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｂ－ １ 教 育 目 的 ・ 目標 を 確 立 し て い る 。］  

＜ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｂ－1 の 現 状 ＞ 

本学 は、 昭和 13 年 に高 碕達 之助 が 創設 した 東洋 罐詰 専 修学 校を 母体 とし て 昭和 36

年に 設立 され た が、短期 大学 への 改 組後 は、時 代の 要請 から 、缶詰 技術 のみ に とど まら

ず、 内容 品も 含 めた 広大 な食 品科 学 分野 に及 ぶ技 術の 修 得が 必要 とな った 。  

そこ で本 学は 、「誠 実 と勤 労の 精神 を 根底 にお いた 人格 教 育」を 建学 の精 神と し、「 理

論と 実際 の技 術 をあ わせ 修め 、勤 労 を 尊 ぶ 優秀 な技 術者 を 育成 する 」と いう 教 育理 念 の

もと 、教 育目 的 ・目 標を 定め 、教 育 研究 活動 を行 って き た 。 

平 成 28 年 度に 実施 した 大学 改革 で は 、 建学 の精 神（ 教 育理 念） を改 定し て いる が、

建学 の精 神と 併 せて 教育 研究 上の 目 的と 目標 の検 討を 行 った 。その 結果 、本 学 の特 徴 を

活か しな がら 、 時代 の要 請に 応え る ため 、以 下に 示す 内 容に 改定 した 。  

 

＜教 育研 究上 の 目的 ＞  

包 装 食 品 製 造 に 関 わ る 理 論 と 技 術 の 教 授 な ら び に 研 究 を 行 い 、 包 装 食 品 業 界 の 発 展

を支 える とと も に、 人々 の豊 かな 暮 らし の創 出に 貢献 す る。  
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＜教 育研 究上 の 目標 ＞  

・ 包装 食品 製造 を 支え る「食 材」「 容器」「 食品 加工」「充 填」「 密封」「 殺 菌」 「 輸

送・保管 」の 各工 程 に関 連し た専 門 知識 や技 術を 身に つ ける とと もに 、包 装食 品 製

造全 体を 見通 す 視野 と応 用力 を養 う 。  

・ 包装 食品 製造 に 深く 関係 する 各種 資 格の 取得 を奨 励し 、資 格に 裏打 ちさ れた 高 い技

術力 を養 う。 

・ 人格 教育 に基 づ き、 包装 食品 製造 を 担う こと がで きる 人 間性 を醸 成す る 。 

・ 包装 食品 業界 の 発展 に寄 与す る実 践 的な 研究 を行 う。  

 

平成 29 年度 は、 この 改定 内容 を踏 ま えた 教育 研究 活動 を 行っ た。  

 

教育 研究 上の 目 的と 目標 は学 生便 覧 (Ⅰ -A 2)や本 学ウ ェブ サ イト (Ⅰ -A 3)等に 明記 し た。

入学 時の オリ エ ンテ ーシ ョン では 十 分な 時間 を費 やし 、学生 に説 明を 行っ た 。ま た、少

人 数 教 育 の 利 点 を 活 か し て 、 教 職 員 が 学 生 に 普 段 か ら 教 育 研 究 上 の 目 的 と 目 標 に 沿 っ

た指 導を 行っ て いる 。そ の ほか 、教育 研究 上の 目的 と目 標 を記 載し たパ ネル を 、学 生、

教職 員が 常に 目 につ く場 所に 掲示 し 、そ れら が浸 透す る よう 努め てい る 。ま た 、学 外に

対し ても 、本学 ウェ ブサ イト や自 己 点検・評価 報告 書に よっ て、内 容を 広く 表明 して い

る。なお 、平成 29 年 度末 に開 催し た 大学 運営 会議 にお け る教 育研 究上 の目 標 の見 直し

にお いて 、シ ラバ ス 等と の整 合性 の 観点 から「 輸 送・保 管」を「保管 」に 修正 する こと

に決 定し た。  

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｂ－ ２ 学 修 成 果 を 定め て い る 。 ］  

＜ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｂ－ ２ の 現 状 ＞  

本 学 は 単 科 短 期 大 学 で あ る た め 、 学 科 の 教 育 課 程 の 学 修 成 果 が そ の ま ま 大 学 と し て

の機 関レ ベル の 学修 成果 とな る。ま た、教 育課 程を 構成 す る各 科目 の学 修 成 果 とし て、

科目 の修 得目 標 が存 在す る。つま り 、本 学 の学 修成 果は 教 育課 程の 学修 成果 と 教育 課程

を構 成す る各 科 目の 学修 成果 （修 得 目標 ）で 成り 立っ て いる 。  

先に 述べ たよ う に、平 成 28 年 度に 建学 の 精 神、教 育 研究 上の 目的 と目 標を 改定 し た。

また、基 準Ⅱ －Ａ で述 べる よう に、卒業 認定・学位 授 与の 方針（ デ ィプ ロマ・ポ リシ ー）

と教 育課 程編 成・実施 の方 針（ カリ キュ ラム・ポリ シ ー）の 改定 も 行っ た。学修 成果 は、

卒業 認定・学位 授与 の方 針 に 対応 す る形 とし てお り 、平 成 29 年度 の 1 年次 生 向け シラ

バス には 、各科 目と 卒業 認定・学位 授与 の方 針 と の関 係 を明 記し た 。新 しい 学修 成果 を

用い て平 成 29 年 度 1 年次 生の 学修 成 果に つい て、達 成 度 の測 定・評価 を 行う こと とし

た。 

平成 29 年度 は、 新た な学 修成 果に 関 し、 カリ キュ ラム 委 員会 にて 、Ｄ Ｐ（ 卒 業認

定・ 学位 授与 の 方針 ） を 科目 ごと に より 具体 的な 学修 成 果に 落と し込 み、 学 修成 果と

科目 との 対応 表 の作 成、 その 対応 科 目 の 成績 点に より 学 修成 果、 ＤＰ の到 達 点を 評価

する こと を目 標 に活 動を 行っ た 。 あ わせ て、 平成 30 年度 のシ ラバ スに 明記 す べく 準

備を 進め た。 具 体的 には 、平 成 29 年 度に 行っ たＤ Ｐ１ ～ ＤＰ ４の 4 項 目 (1)に 対し 、
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学修 成果 を合 計 9 項 目に 細分 化し た 。 

この 活動 によ り 、Ｄ Ｐ 及び ＤＰ に紐 づ く学 修成 果は 、科 目 ごと に 設定 され てい る 修得

目 標 と の 関 連 づ け が 明 確 に な り 、 あ わ せ て 、 学 修 成 果 の 測 定 方 法 と 開 示 方 法 に 関 し て

は、「 ＤＰ １に 関連 す る成 果」「 ＤＰ ２に 関 連す る成 果」「 ＤＰ ３ に関 連す る成 果」に 対

応す る「必 修 」科 目 及び「 選択 」科目 の 平均 点を 算出 し（各 科目 最大 100 点）、棒 グラ

フ化 して 、前 期 末試 験 並び に 後 期末 試 験の 結果 とと もに 開 示す る仕 組み を構 築 した 。こ

れら の実 施事 項 に関 して は、 平 成 30 年 度 シラ バス に明 記 し、 平成 30 年 度 1 年次 の 学

修成 果に 反映 さ せる こと とし た 。 

学修 成果 の量 的・質 的 デー タと して は 、個 々 の科 目で 行わ れ てい る成 績評 価が 学 修 成

果の 主要 な量 的・質 的 デー タと なっ て いる 。成績 評価 の方 法 は授 業形 態に よっ て 違い が

見ら れ 、講 義に お い ては 試験 によ る もの が多 い 。実 験・実習 で は 、習 熟度 やレ ポ ー トに

よ っ て 評 価 す る 場 合 が 多 い 。 本 学 の 建 学 の 精 神 に も 関 わ る 重 要 な 学 修 成 果 で あ る 人 間

性を 評価 する た めに 、受 講態 度等 を 評価 する 科 目 もあ る 。何 れに して も成 績 は全 て 100

点満 点で 算出 さ れ、定 量的 に学 修 成 果 の達 成度 を測 定可 能 であ る。本学 の場 合 は科 目 レ

ベル の学 修成 果 と教 育課 程の 学修 成 果が 直接 対応 して い る。し たが って 、科 目 レベ ル の

学 修 成 果 の 定 量 デ ー タ を 集 積 す る こ と で 教 育 課 程 に お け る 学 修 成 果 の 達 成 度 も 定 量 的

に測 定す るこ と が可 能と なっ てい る 。こ れら の関 係は 、平成 25 年 度に カリ キュ ラ ム 委

員会 で審 議を 行 い、両者 の対 応関 係 を明 確に した 。この こと で、教 育課 程の 学修 成果 に

つい て、達 成 度測 定 の定 量性 が増 し た。全て の成 績評 価 は「 成績 の連 絡」に記 載 し、前

記Ｄ Ｐと 学修 成 果の 結果 とあ わせ 、学生 本 人と 保護 者に 通 知し てお り、学生 と 保護 者 が

本人 の学 修成 果 の修 得状 況を つか め るよ うに なっ てい る 。  

なお 、本学 のカ リキ ュラ ムは 実験・実習 を重 視し てい る ため 、単 位 数の 違い を考 慮せ

ず、各 科目 とも 100 点満 点の 成績 評 価を 基本 とし てい る が、参考 比較 のた め 、単 位数 当

たり の成 績評 価 であ るＧ ＰＡ も算 出 し 、 比較 して いる 。 

教育 課程 の学 修 成果 につ いて は、学 生の 成 績デ ータ や資 格 取得 状況 、あ るい は 社会 全

体や 食品 業界 の 情勢 を念 頭に 置き つ つ、カリ キュ ラム 委 員会 、学 修 支援 委員 会 、そ して

教授 会で 検討 し た。各 科目 の学 修 成 果 につ いて は、教育 課 程の 学 修 成 果を 念頭 に 置き な

がら 、担 当教 員 がシ ラバ ス作 成時 に 点検 を行 った 。  

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｂ－ ３ 卒 業 認 定・学 位 授 与 の 方 針 、教 育課 程 編 成・実 施 の 方 針 、入

学 者 受 入 れ の 方 針 （三 つ の 方 針 ） を 一 体的 に 策 定 し 、 公 表 して い る 。］  

＜ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｂ－ ３ の 現 状 ＞  

文部 科学 省か ら 、「 卒業 認定・学位 授与 の方 針」（ ディ プロ マ・ポリ シ ー）、「教 育

課程 編成・実施 の方 針」（ カリ キュ ラ ム・ポリ シー ）及び「 入 学者 受入 れの 方 針」（ア

ドミ ッシ ョン・ポリ シー ）の策 定及 び運 用に 関す るガ イ ドラ イン（ 平成 28 年 3 月 31 日  

大学 教育 部会 ） が発 表さ れた 。  

同 ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ き 、 三 つ の ポ リ シ ー の 改 定 作 業 を 早 急 に 進 め る 必 要 が あ っ た

ため、平 成 28 年 度は 、改定 作 業を カリ キ ュラ ム委 員会 、入 試 委員 会か ら 就 業 力育 成支

援委 員会 が引 き 継ぎ 、学 長 が中 心と なっ て 行 った 。その 結果 、本学 が 定 める 三 つの ポリ
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シー は学 校教 育 法 施 行規 則に 適合 し たも のに なっ た。ま た、改 定後 の三 つの ポ リシ ー に

基 づ き 、 カ リ キ ュ ラ ム を 包 装 食 品 工 学 の 基 礎 と な る 必 修 コ ア 科 目 と 資 格 取 得 に 関 係 す

る ス テ ッ プ ア ッ プ 選 択 科 目 に 再 編 成 し 、 包 装 食 品 工 学 全 体 の つ な が り を 明 確 に す る た

め、包装 食品 工 学を 、食品 製造 工程 を 構成 する 七つ の分 野 と食 品製 造工 程全 体 を支 える

五つ の分 野に 分 けた 概念 図及 びカ リ キュ ラム マッ プ (2)を 作成 した 。 

平成 28 年度 の この よ うな 取り 組み を もと に、 平成 29 年 度は 三 つの ポリ シー を 、大

学ウ ェブ サイ ト Ⅰ -A（ 3)上で の公 開、学生 便 覧（ 3)へ の記 載 等に よ り、広く 周知 する よ うに

取り 組ん でい る 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅰ －Ｂ 教 育 の 効 果 の 課題 ＞  

研究 教育 上の 目 的と 目標 は、平 成 29 年度 に開 催さ れた 大 学運 営会 議（ 平 成 30 年 3 月

開催 ）に て、 そ の点 検・ 見直 しを 実 施し た。  

審議 の結 果 、教 育研 究上 の目 的に 関 して は、現 状の まま とし 、教育 研究 上の 目 標に つ

いて は、 下記 の よう に決 定し た。  

すな わち 、「輸 送・保 管」と いう 工 程名 は 、カリ キュ ラ ムの 見 直し の過 程で 当 初使用

して いた 名称 だ が 、最終 的に は「保 管 」と いう 工程 名に 決 定し てお り 、教 育研 究 上 の目

標も「 保管 」に る。決定 が 3 月で あ り、平成 29 年度 中に は学 内外 に掲 載さ れ てい る教

育研 究上 の目 標 にお ける 文言 を修 正 でき てい ない 。平成 30 年 度に 学内 外に 掲 載さ れて

いる 教育 研究 上 の目 標を 改定 する 必 要が ある 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅰ －Ｂ 教 育 の 効 果 の 特記 事 項 ＞  

食品 業界 を取 り 巻く 国内 外の 社会 ・ 技術 状勢 は、 近年 大 きく 変化 して いる 。 これ ら

の変 化に 対応 す るよ うに 、本 学で は ＤＰ と学 修成 果の 点 検・ 見直 しを 行い 、 科目 ごと

に設 定さ れて い る修 得目 標と の関 連 付け を行 った 。学 修 成果 の継 続的 な点 検 ・見 直し

は、 引き 続き 、 カリ キュ ラム 委員 会 にて 定期 的に 行う 。 

 

 

［ テ ー マ 基 準 Ⅰ ―Ｃ 内 部 質 保 証 ］ 

 

＜ 根 拠 資 料 ＞ 

(1) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 3-03 Ｉ Ｒ・ 評価 セン ター 規 程  

(2) 2018 年度 第 1 回 Ｉ Ｒ ・評 価セ ンタ ー 会議 議事 録  

(3) 2017年度 第6回 ＦＤ 委員 会議 事録  

(4) 2017年度 第6回 大学 運営 会議 議事 録  
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［ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｃ－ １ 自 己 点 検 ・ 評価 活 動 等 の 実 施 体 制を 確 立 し 、 内 部 質 保証 に

取 り 組 ん で い る 。 ］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｃ－ １ の 現 状 ＞  

本学 では 、平成 29 年 2 月 に自 己点 検・評 価 活動 を 担 う組 織 とし て、ＩＲ・評価 セン

ター を設 置し 、ＩＲ・評 価セ ンタ ー 規程 (1)を 作成 した 。平成 29 年 4 月 から 運用 を 開 始

した。セ ンタ ーの メ ンバ ーは 学長 、学 科 長、事 務 室長、総務 部長、Ｉ Ｒ担 当職 員 、その

他学 長が 必要 と 認め た者 で 構 成さ れ てい る。こ の 構成 メン バー に教 授 を 加え た 12 名 で、

平成 29 年度 の自 己点 検・評価 報告 書 の作 成作 業を 行う (2)。こ れら のメ ンバ ー には 、本

学の 委員 会に お いて 委員 長を 務め て いる もの が ほ とん ど 含ま れて おり 、自 己 点検・評価

の結 果が すぐ に 各 委 員会 で検 討さ れ 、大 学改 革に 役立 つ よう 配慮 され てい る 。  

自 己 点 検 ・ 評 価 活 動 は 定 期 的 に 行 わ れ て お り 、 セ ン タ ー 会 議 の 議 事 録 に よ っ て 活 動

内容 を記 録し て いる 。日常 にお いて も 、組 織レ ベル では 、各 種 委員 会が 中心 と なり 、自

己点 検・評価 報 告書 で 抽出 され た課 題 に対 し 様 々な 提案 が なさ れ、改善 を行 っ てい る 。

個人 でも 、教育 や 研 究 、事 務等 に関 し て 日々 自己 点検・評 価 を試 みて おり 、そ れ らを も

とに して 年 2 回 、嘱 託を 除く 全教 職 員が「 目標 管理 シー ト 」を 作成 し 、Ｐ ＤＣ Ａ サ イク

ルを 回す こと に よっ てス テッ プア ッ プで きる よう にな っ てい る。  

自己 点検・評価 報 告 書は 、毎年 製本 後 、図 書館 閲覧 室 の 書 架に 配架 し 、誰 でも 閲 覧で

きる 状態 にし て いる 。「平 成 23 年度 自 己 点検・評価 報 告書」から は本 学ウ ェ ブサ イト

に掲 載し 、よ り 多く の人 へ情 報提 供 でき るよ う努 めて い る。  

各種 委員 会の 委 員長 は、ほ とん どが 自己 点検・評価 活動 の構 成メ ンバ ーで あ り、自己

点 検 ・ 評 価 で 挙 げ ら れ た 課 題 に 対 し て 、 各 委 員 会 が 迅 速 に 対 応 で き る 体 制 と な っ て い

る。本学 教職 員 は少 な くと も一 つ以 上 の委 員会 に所 属し て いる こと から 、全 て の教 職 員

が自 己点 検・ 評 価活 動に 関与 して い ると いえ る。  

しか しな がら 、現段 階 では 自己 点検・評 価 活 動に 重要 なス テ ーク ホル ダー であ る 高等

学 校 等 の 関 係 者 の 意 見 聴 取 を 採 り 入 れ て い な い 。 各 教 職 員 は 評 価 に よ っ て 得 ら れ た 成

果を 自由 に活 用 し、 自ら の業 務改 善 に努 めて いる 。  

また、平 成 26 年 度は 第三 者機 関に よ る 認 証評 価を 受け た 結果 、本学 は、自ら の 掲 げ

る 教 育 理 念 の 実 現 及 び 教 育 目 標 の 達 成 に 向 け て 順 調 に 進 捗 し て お り 、 一 般 財 団 法 人 短

期大 学基 準協 会 が定 める 短期 大学 評 価基 準を 満た して い ると 判断 され た。  

しか しな がら 、この 認証 評価 にお い て、自己 点検・評価 報告 書に つい て記 載 ミス や全

体的 に内 容の 充 実が 必要 であ ると の 指摘 を受 けた 。平成 26 年 度以 降の 自己 点 検・評価

報告 書作 成の 際 、自 己点 検・評 価報 告書 作成 マニ ュア ル に従 い 、ミ スや 矛盾 箇所 が生 じ

ない よう 、執筆 者に は注 意を 促し 、内容 のチ ェッ クも 慎 重に 行っ てお り 、こ れを 継続 し

てい る。 

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｃ－ ２ 教 育 の 質 を 保証 し て い る 。 ］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅰ － Ｃ－ ２ の 現 状 ＞  

基 準 Ⅰ － Ｂ － ２ で 述 べ た よ う に 、 各 科 目 の 成 績 及 び 資 格 取 得 状 況 を も と に 学 修 成 果

を定 量的 に評 価 可能 であ る 。こ れを もと に、教 育課 程の 学修 成果 の 達 成度 を 評価 し、カ
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リ キ ュ ラ ム の 再 編 成 や 補 習 等 の 学 修 支 援 の 対 策 を 講 じ て い る 。 こ れ ら の 施 策 決 定 や 実

務を 担う 組織 と して 、平 成 29 年 1 月 に 学 生支 援委 員会 か ら改 組し た 学 修支 援 委員 会を

設置 する とと も に、 就業 力 育 成支 援 委員 会の 発展 系と し て大 学運 営会 議を 平成 29 年 4

月か ら運 用を 開 始し た。一 方、個 々の 教員 にお いて も 、成 績等 の結 果に 基づ い て指 導方

法や 指導 内容 の 検討 を行 って いる 。  

学外 の視 点で 教 育の 質を 保証 する た めに 、平 成 29 年 度も 就 職 先企 業に 対し て アン ケ

ート 調査 を行 い 、本 学 のカ リキ ュラ ム や卒 業生 が身 に つ け た学 修成 果、能力 を 評価 し て

もら った 。ま た、公 益 財団 法人 東洋 食 品研 究所 の構 成員 や 本学 のス テー クホ ル ダー 等で

構成 され る評 議 員会 や近 隣の 食品 会 社か ら、 教育 内容 に つい ての 評価 を聴 取 した 。 

これ らの 学内 外 にお ける 学修 成果 の 査定 の方 法は、Ｆ Ｄ委 員会 、カリ キュ ラ ム委 員会

にお いて 定期 的 に点 検 ・ 見直 しを 行 って いる (3） 。 

委員 会活 動や 、教員 個人 によ る教 育 の質 保証 の仕 組み と して 、本 学で は 年に 2 回 、前

期及 び後 期終 了 時に 各教 職員 が目 標 管理 と 自 己点 検・評 価を 行 って おり 、こ れ をも と に

学科 長あ るい は 事務 室長 、そし て学 長と の面 談を 行う 。また 、前期 及び 後期 終 了後 に 、

Ｆ Ｄ 委 員 会 主 催 で 学 生 に よ る 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト を 行 っ て お り 、 学 科 の 教 育 力 を 測 定

して いる 。授 業 評価 ア ンケ ート の結 果 は 各 担当 教員 にフ ィ ード バッ クさ れ、各 教員 は そ

れを もと にし て 授業 改善 計画 を立 て、Ｆ Ｄ委 員会 に提 出 して いる。更 に、平 成 27 年度

から ＦＤ 委員 会 主催 で授 業参 観制 度 をス ター トし た。教 員は 同 僚の 授業 を参 観 し、優 れ

た取 り組 みが あ れば 自分 の授 業に 採 り入 れる よう にし て いる 。  

平成 29 年度 は全 学的 なＦ Ｄ活 動と し て、外部 講師 を招 い て 2 回の ＦＤ 研修 会 を開 催

した。ま た、Ｌ ＭＳ（ 学修 管理 シス テ ム）の一 種で ある Ｇ ｌｅ ｘａ（ グ レク サ）の 運用

を一 部の 科目 で 開始 した 。そ の ほ か に、関 西地 区Ｆ Ｄ連 絡 協議 会を 通じ て公 開 され る学

外ワ ーク ショ ッ プ の 情報 を、ＦＤ 委 員会 か ら教 員に 配信 し てお り、教員 はこ れ に 適 時 参

加し てい る 。特 に 、新 任教 員に は「授 業 の 基本 」ワー クシ ョ ッ プを 受講 する よ う指 導し

てい る。 平 成 25 年 度か らは 、 カ リ キュ ラム 委員 会が 学 修状 況把 握調 査を 行 って いる。

学 生 の 学 修 方 法 や 学 修 時 間 等 が 明 ら か に な り 、 こ れ を 各 教 員 が 授 業 計 画 や 学 修 指 導 方

法に フィ ード バ ック でき るよ うに な った 。 

また 、平 成 28 年 度 に実 施を 決定 し たス テー ジゲ ート と いう 名称 の仕 組み を 平成 29

年度 には 実施 し てい る。ステ ージ ゲ ート は 、本 学専 門科 目 で学 修 する 包装 食品 製 造に 関

する 総合 的な 学 修成 果の 到達 度を 、試験 等 とは 別に 測定 し 、不 足 して いる 分野 の 学修 を

深め させ る方 法 であ り、 平 成 29 年 度 1 年 次生 より 実施 し てい る。 平 成 29 年度 は 、 学

年末 に 1 年 次で 学 修 する 専門 必修 科 目の エッ セン スと な るキ ーワ ード が 、 ど の分 野の

キー ワー ドに な るか 問う 形式 で実 施 した 。 

各専 門科 目は 本 学で 学修 すべ き 12 の 分野 に紐 付い てお り 、各 科目 のキ ーワ ー ドの 理

解 は 学 修 す べ き 分 野 に 関 す る 学 修 成 果 そ の も の に 対 応 し て い る 。 そ の 結 果 に 基 づ い た

教 員 と の 面 談 を 通 し て 学 生 自 身 に 自 ら の 学 び の 不 足 部 分 を 認 識 さ せ 、 そ の 部 分 の 補 強

を 促 す 仕 組 み で あ り 、 こ れ に よ り 試 験 等 に よ る 一 過 性 の 評 価 で は 把 握 し 難 い 包 装 食 品

製造 プロ セス に おけ る応 用力 の測 定 と学 修 成 果の 質向 上 を達 成で きる 。  

面談 は全 員を 対 象に 行っ てい るが 、100％ 理解 して いる 学 生は いな いた め 、学 修成 果

の 到 達 度 が 高 い 学 生 に 対 し て も 、 不 足 し て い る 部 分 が 大 き い 学 生 に 対 し て も キ ー ワ ー
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ド の 分 類 を 完 成 さ せ 、 春 休 み 後 に 再 提 出 す る よ う に 指 示 す る こ と で 学 修 成 果 を 高 め る

機会 を与 え、1 年 次 の 総括 に繋 げて い る。また 、再 提出 時 にも 面談 を行 い、ス テー ジゲ

ート で認 識し た 自ら の学 修状 況を 踏 まえ た上 で、2 年 次に ど の よう な分 野の 科 目を 履修

する べき かを 指 導し てい る。  

この 他、平成 29 年度 から、新 入生 に対 し てプ レイ スメ ン トテ スト を実 施し 、学 力 に

応じ てリ メデ ィ アル 教育 を実 施し て いる 。リメ ディ アル 教 育に よっ て、短期 大 学入 学 以

前の 学習 が不 十 分で 、本学 専門 教育 に 追従 でき ない 可能 性 が高 い学 生に 対し て も 、本 学

の学 修内 容を 理 解す るた めの 下地 を 醸成 して いる 。  

この よう に新 し い仕 組み を採 り 入 れ るこ とで 、組織 とし て 、ま た 、当 該年 度の 目標 を

設定 する こと で 、個 々 の教 員が ＰＤ Ｃ Ａサ イク ルを 回す こ とに よっ て教 育の 向 上・充 実

を目 指す 仕組 み を設 けて いる 。  

学校 教育 法等 の 大学 関係 法令 、短期 大 学設 置基 準 、食 品衛 生 法等 の関 係法 令の 変 更や

資格 に関 する 情 報は 、通達 が あり 次第 、学 内の 関係 部署 に 回覧 して いる 。ま た、カリ キ

ュラ ムや 入試 制 度等 に変 更を 加え る 場合 は 、関 係法 令や 学 習指 導要 領 、他 大学 の 状況 等

を確 認し 、法 令 を遵 守し てい る。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅰ －Ｃ 内 部 質 保 証 の 課題 ＞  

自己 点検 ・評 価 活動 に高 等学 校等 の 関係 者の 意見 聴取 を 採り 入れ てい ない 。 

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅰ －Ｃ 内 部 質 保 証 の 特記 事 項 ＞  

ス テ ー ジ ゲ ー ト と 称 す る 本 学 独 自 の 仕 組 み を 導 入 す る こ と に よ り 、 一 過 性 の 試 験 等

に よ る 学 修 成 果 の 把 握 だ け で な く 、 本 学 で 修 得 す べ き 実 践 的 教 育 に お け る 不 足 部 分 を

学生 個々 人が 把 握で きる とと も に 、その 部 分を 復習 する よ う指 導す るこ とに よ り、本 学

の よ う な 特 殊 な 分 野 を 学 修 す る 学 生 に 対 し て 、 教 育 の 質 を 保 証 す る 仕 組 み が 構 築 で き

てい る。 

 

＜ 基 準 Ⅰ 建 学 の 精神 と 教 育 の 効 果 の 改善 状 況 ・ 改 善 計 画 ＞ 

（ ａ ）前 回 の 認 証（ 第三 者 ）評 価 を 受 け た際 に 自 己 点 検・評 価 報 告 書 に 記 述 し た 改善 計

画 の 実 施 状 況 

前回 の認 証評 価 を受 けた 際の 自己 点 検・評価 報告 書に 改 善計 画の 記述 はな い が、

平成 28 年度 の自 己点 検・評価 報告 書に 記 述し た改 善計 画 に対 する 実施 状況 は 以

下の 通り であ る 。  

①  建学 の精 神 、教 育研 究上 の目 的と 目 標に つい ては 、大学 運営 会議 に諮 り 、年 に 1

回の 頻度 で見 直 しを 行っ てお り (4）、 平成 29 年度 の 時点 では 、 変更 して いな い。

平成 30 年度 も見 直し を行 う。  

②  自 己 点 検 ・ 評 価 報 告 書 の 作 成 作 業 は 当 該 年 度 末 に ス タ ー ト し 、 公 開 を 可 能 な 限

り 早 め る 点 に 関 し て は 、 予 定 通 り 年 度 末 よ り 報 告 書 作 成 の 準 備 に 入 る こ と が で

きて いる 。 
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（ ｂ ） 今 回 の 自 己 点検 ・ 評 価 の 課 題 に つい て の 改 善 計 画 

①  建学 の精 神に 関 する 見直 し結 果を 平 成 30 年 11 月 の理 事会 にて 報告 し、 改定 の

必要 性に 関し て 審議 を行 う。   

②  包装 食品 に関 す る知 識や 技術 の重 要 性を 広く 社会 に伝 え てい くた めに 、更 に 多

くの 情報 発信 を 行う べく 、若 年層 へ の体 験学 習を 含め た 出前 講義 の充 実や 社 会

人教 育・ 生涯 教 育の 充実 を図 る。  

③   地域 特 産品 に関 する 研究 や 6 次産 業 化に 関連 した 研究 、 ある いは 包装 食品 製 造

現場 の課 題を 取 り上 げた 実践 的研 究 等、 を通 じて 地域 ・ 社会 貢献 を進 める 。  

④  教育 研究 上の 目 標中 で「 輸送 ・保 管 」と いう 工程 名は 、 カリ キュ ラム の 見 直 し

の過 程で 当初 使 用し てい た名 称で あ るが 、最 終的 には 「 保管 」と いう 工程 名 に

決定 して おり 、 教育 研究 上の 目標 中 の記 載も 「保 管」 に 変更 する 。  

⑤  自己 点検 ・評 価 活動 の充 実を 図る た め高 等学 校等 の関 係 者か らの 意見 取り 込 み

の方 法と して 、 広報 のた めの 高校 訪 問や 近隣 の専 門高 校 訪問 にお ける 聞き 取

り、 ある いは 指 定校 への アン ケー ト 調査 実施 等を 検討 す る。    
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様式６－基準Ⅱ 

 

【 基 準 Ⅱ 教 育 課 程と 学 生 支 援 】  

［ テ ー マ 基 準 Ⅱ －Ａ 教 育 課 程 ］ 

 

＜ 根 拠 資 料 ＞ 

(1) 2017 学生 便 覧 P5 

(2) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 1-01 学 則 別表 1(第 18 条・ 第 23 条 関係) 

(3) 2017 学生 便 覧 P26 

(4) 2017 年度 生 カリ キ ュ ラム 案内 (履 修の 手引 き)/シラ バス(講 義要 項) 

(5) 2017 年度 生 カリ キ ュ ラム 案内 (履 修の 手引 き) P12～P14 

(6) 2018 年度 入 学試 験要 項  

 

［ 区 分  基 準 Ⅱ － Ａ － １  短 期 大 学 士 の 卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ

リ シ ー ） を 明 確 に 示し て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ １ の 現 状 ＞  

本学 は、平 成 23 年 度 まで は、卒 業 認定・学位 授与 の方 針 を定 めて いな かっ た が、平

成 24 年 度に、本学 の 建学 の精 神、教育 理 念、教 育目 的、教育 目標 に沿 った 学 修成 果に

対応 する 卒業 認 定・学位 授与 の 方 針 を作 成し 、運用 して い た 。しか しな がら 、こ れ らは

中央 教育 審議 会 が示 す 卒 業認 定・ 学 位授 与の 方針 と 乖 離 して いる 部分 があ り 、 平 成 28

年 3 月 に中 央教 育 審 議会 大学 分科 会 大学 教育 部会 （以 下 「中 央教 育審 議会 」 とい う。）

が提 示し た三 つ のポ リシ ーに 関す る ガイ ドラ イン に沿 っ て、 平成 28 年度 に卒 業認 定・

学位 授与 の方 針 を改 定し た 。 

 

＜平 成 28 年 度新 たに 策定 した 卒業 認 定・ 学位 授与 の方 針 Ⅰ -B （ 1)＞ 

東洋 食品 工業 短 期大 学は 、建 学の 精 神に 基 づき 、以 下に 揚 げる 要 件を 充た した 学 生に

対し て、 卒業 を 認定 し、 短期 大学 士 （食 品工 学） の学 位 を授 与し ます 。  

 食の 安全 ･安 心を 支え る人 間力、す なわ ち、包装 食品 製造 に 従事 する 上で 欠か せ な

い、 責任 感、 誠 実さ 、及 び価 値観 を 身に つけ てい るこ と 。  

 包 装 食 品 製 造 ラ イ ン あ る い は 製 造 プ ロ セ ス に お い て 、 将 来 リ ー ダ ー と し て 活 躍 し

た い と い う 意 欲 を 持 ち 、 か つ 、 活 躍 で き る 資 質 （ 知 識 ･技 術･問 題 解 決 力 ） を 身 に

つけ てい るこ と 。 

 自 ら の 意 見 を 相 手 に 正 し く 伝 え ら れ る と と も に 、 相 手 の 意 見 を 傾 聴 で き る コ ミ ュ

ニケ ーシ ョン 能 力を 身に つ け てい る こと 。 

 すべ ての 必修 科 目 を 含む 62 単位 以上 を修 得し てい るこ と 。 

 

上述 した 卒業 認 定・学 位授 与の 方針 に は、包 装食 品業 界を 担 って いく ため に必 要 な本

学の 学修 成果 が 記載 され てい る 。特 に 、第 一項 、第二 項に 記 載 の内 容は 、基準 Ⅰ に 示し

た 建 学 の 精 神 と 深 く 関 わ っ て お り 、 本 学 の 前 身 で あ る 東 洋 罐 詰 専 修 学 校 の 創 設 者 で あ
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る高 碕達 之助 の 意志 を 反 映し たも の とな って いる 。 

本学 は包 装食 品 工学 科 の みを 有す る 単科 短期 大学 であ る こと から 、本 学の 卒 業認 定・

学位 授与 の方 針 は、す なわ ち包 装食 品 工学 科の 卒業 認定・学 位 授 与の 方針 でも あ るが 、

学位 を授 ける に あた って 、何 が必 要 とさ れ るか を平 易な 言 葉で 具体 的に 記し て おり 、卒

業の 要件 、成 績 評価 の基 準、 資格 取 得の 要件 を明 確に 示 して いる とい える 。  

食は 人の 命を 支 える 大切 なも ので あ るこ と か ら、食、特に 本 学 が教 育す る包 装 食品 の

分野 では 、定 めら れ た 保存 期間 、安 全に 美 味 しく 喫食 でき る こと が重 要で あり 、第 一 項 、

第二 項の 記載 は 、包 装 食品 業界 を支 え る人 間に とっ て欠 く べか らざ る 要 件で あ る。こ の

意味 にお いて 、本学 の卒 業認 定・学 位授 与の 方針 は 、包 装食 品工 学を 教授 す る本 学に 相

応し いば かり で なく 、社会 的・国 際 的に も 通用 する もの と いえ る 。ま た 、業 界 にお い て

多 く の 人 達 と 協 力 し て 業 務 を 成 し 遂 げ る 上 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 は 欠 か す こ と が

でき ない 要件 で あり 、した がっ て、第三 項 は一 人前 の社 会 人と して 修得 すべ き 社会 的・

国際 的に 通用 す る 要 件と 判断 され る 。 

卒業 認定・学位 授与 の方 針を 含む 三 つの ポリ シー につ い ては 、平 成 28 年 度に 大 学 運

営 会 議 の 前 身 で あ る 就 業 力 育 成 支 援 委 員 会 に お い て 検 討 し 、 中 央 教 育 審 議 会 の ガ イ ド

ライ ンに 基づ い て改 定し た。 就業 力 育成 支援 委員 会は 平 成 28 年 度で 発 展的 に解 散し、

平 成 29 年 度に 大学 運営 会議 を立 ち 上げ 、そ の活 動が 引 き継 がれ てい る。 し たが って、

三つ のポ リシ ー につ いて は 、大 学運 営会 議に おい て 定 期 的に 点検・見直 しを 実施 し、必

要が あれ ば教 授 会の 承認 を得 て改 定 する こと にな る 。た だ し 、卒業 認定・学位 授与 の方

針に つい ては 、改 定 して から 日が 浅 い こ とか ら、平成 29 年度 には 点検・見 直し は 行っ

てい ない 。 

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ２ 教 育 課 程 編 成・実 施 の 方 針（ カ リ キ ュ ラ ム・ポ リ シ ー ）を 明

確 に 示 し て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ２ の 現 状 ＞ 

平成 29 年度 に実 施し た 卒 業認 定・学位 授 与の 方針 と 、あわ せ て教 育課 程編 成・実 施

の方 針も 平 成 28 年度 に改 定し た 。 以 下に その 内容 を掲 載 する 。  

 

＜平 成 28 年 度新 たに 策定 した 教育 課 程編 成・ 実施 の方 針 (1)＞ 

東洋 食品 工業 短 期大 学は 、卒 業認 定・学 位 授与 の方 針に 記 載し た学 修成 果を 学 生が 獲

得で きる よう 、 以下 に示 した 方針 に 従っ て教 育課 程を 編 成・ 実施 しま す。  

 知 識 偏 重 に 陥 ら な い よ う に す る た め 、 演 習 、 実 験 ・ 実 習 を 主 体 と し た 科 目 編 成 を

実施 しま す。 

 自 立 的 な 学 修 を 促 す と と も に 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 高 め る た め 、 演 習 ・ 実

験・ 実習 にお い てグ ルー プ学 修の 機 会を 数多 く設 けま す 。  

 専任 教員 一人 当 たり の学 生数 を低 く 抑え 、懇 切丁 寧な 指 導を 行い ます 。  

 学 生 一 人 ひ と り が 各 科 目 間 の 繋 が り を 確 認 し 、 応 用 力 を 高 め る た め 、 学 年 末 に ス

テ ー ジ ゲ ー ト を 設 け ま す 。 こ れ に よ り 、 学 修 到 達 目 標 を 意 識 す る こ と が で き る と

とも に、 自ら の 応用 力の 進歩 を明 確 に把 握す るこ とが で きま す。  
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 学生 が主 体的 に 成長 して いく ため 、「 卒業 時の 目標 とす る 姿」を描 かせ 、そ の目 標

に向 かっ て努 力 する 過程 を教 職員 が サポ ート しま す。  

 2 年 間で 全て の必 修 科 目を 含む 合 計 62 単位 以上 の科 目を 修 得で きる よう 、カリ キ

ュラ ムを 設定 し ます 。  

 

（１ ）卒 業認 定 ・学 位 授 与の 方針 と の対 応  

本学 の教 育課 程 は伝 統的 に、体験・経 験 を通 した 学び を 大事 にし てき た。平成 28 年

度に 改定 した 卒 業認 定・学 位授 与の 方 針 にお いて も 、実 践 的 な知 識・技 術・問題 解 決能

力の 修得 を重 要 視し てい る。これ を 実現 す るた めの 教育 課 程編 成・実施 の方 針 とし て 、

演習 、実験・実 習を 主 体と した 科目 編 成を 謳っ た 。更 に 、食品 製 造現 場で 活躍 で きる リ

ーダ ーと して の 資質（知識・技 術・問 題解 決力）を養 う ため に、科目 間の つな が り を 確

認 し 、 応 用 力 を 高 め る た め の ス テ ー ジ ゲ ー ト と よ ば れ る 新 し い 制 度 を 設 け る こ と も 定

めた 。 

卒業 認定・学位 授与 の方 針で は 、食 の安 全・安 心を 支え る人 間力 や コ ミュ ニ ケー ショ

ン能 力を 重要 視 して いる 。これ に対 応 す るた め 、演 習 、実験・実習 では グル ー プ学 修の

機会 を多 数設 け るこ とを 方針 とし た 。  

この よう に 、演 習 、実 験・実 習の 体験 を 通 じた 学修 によ っ て 、将来 リー ダー と して活

躍し たい 意欲 と 資質 を身 につ ける こ とが 期待 でき る。ま た、学 生が 主体 的に 成 長し 人間

力を 高め てい け るよ う 、Ｓ ／Ｔ 比（ 教員 1 人当 たり の学 生 数 ）を抑 える こと 、教 職 員が

学生 をサ ポー ト する 体制 を整 える こ とを 明示 した 。この よう に、教 育課 程編 成・実 施の

方針 は、 卒業 認 定・ 学位 授与 の方 針 に沿 った もの にな っ てい ると 評価 でき る 。  

 

（２ ）短 期大 学 設置 基準 にの っと っ た体 系的 な教 育課 程 の編 成  

本学 では 、平成 28 年 度に 就業 力育 成 支援 委員 会 が 三つ の ポリ シー と教 育課 程 を見 直

し、 平成 29 年度 から 運用 を開 始し た 。 

教 育 課 程 の 編 成 は 、 一 般 教 育 科 目 を 四 つ の 分 野 （「 外 国 語 」「 専 門 基 礎 」「 教 養 原 論 」

「ス ポー ツ」）に編 成 した。他方 で、正課 科目 では ない が 、リ メデ ィア ル教 育 のた め の

数学・化 学・日 本語 文 章作 成技 術 、及び 正課 科目 の文 章作 成 技術（ 必修 科目 ）を 設け て、

プレ イス メン ト テス トの 成績 に応 じ て履 修（数 学・化 学・文章 作成 技術 ）する こ と で、

学生 が基 礎学 力 を養 える よう にも し た。  

専門 科目 につ い ては 、包装 食品 製 造工 程 を構 成す る 七 つ の分 野（「 食材」「容 器」「 加

工」「 充填 」「密 封」「 殺菌」「保 管」）と食 品製 造工 程全 体 を支 える 五つ の分 野（「 衛 生管

理」「品 質 管理」「 食 品衛 生」「 検査」「 関 係法 規」）を設 け 、各 分野 の基 礎と な る必 修科

目 と 応 用 的 内 容 を 扱 う 選 択 科 目 を 編 成 し た 。 各 分 野 と も 包 装 食 品 工 学 の 体 系 を 意 識 し

て学 修内 容を 抽 出し 、その 中で 学生 全 員が 学ぶ べき 事項 を 必修 科目 に 充 てて 、その 他 の

発展 的内 容は 選 択科 目に 充て た。 

包装 食品 工学 の つな がり を理 解で き たか どう かは 、 1 年 次終 わ り と 2 年 次 12 月 にス

テー ジゲ ート を 設け 、学 生 自ら が身 に つけ た学 修成 果を 把 握で きる よう にし た 。ス テ ー

ジゲ ート は平 成 29 年 度 1 年次 生か ら 実施 して いる 。  

なお、平 成 29 年度 に はＦ Ｄ委 員会 、カ リ キュ ラム 委員 会、教 授会、そし て 大学 運営
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会議 にお いて 議 論を 重ね 、学 修 成果 の改 定を 行っ た 。平 成 29 年度 から 運用 を 開始 した

新 し い 教 育 課 程 に よ っ て 学 生 が ど の 程 度 効 果 的 に 学 修 成 果 を 身 に つ け ら れ る の か 、 そ

のた めの カリ キ ュラ ム編 成に 改善 点 がな いか 、検 証 する 必要 があ る。平 成 29 年 度 は実

習科 目を 中心 に 、他 の関 連す る科 目 間の つな がり を検 証 した 。し か し、そ の結 果の 分析

はま だ十 分で な い。カ リキ ュラ ム委 員 会で 検証 を続 け、カ リキ ュ ラム の改 善に 役 立て る

必要 があ る。  

以上 のよ うに 、 本学 では 学修 成果 に 対応 した 授業 科目 の 編成 が行 われ てい る 。  

本学 の卒 業及 び 学位 取得 に必 要な 単 位は 、平成 29 年 度は 62 単位 、教 育課 程 の総 単

位数は 85 単 位で あ る （ 2)。改 定前 の 平成 28 年度は 67 単 位、 教 育課 程の 総単 位 数は 87

単位 であ った 。ま た、各期 に取 得で き る単 位の 上限 を、25 単 位（平成 28 年度）か ら 24

単位（平 成 29 年 度）に減 らし てい る 。し たが って 、全 体 に単 位数 を絞 り、単 位の 実質

化を 図る 素地 が でき たと い え る。た だし 、学修 行動 調査 の 結果 によ れば 学生 の 授業 外 の

学修 時間 は短 く 、ま だ単 位の 実質 化 を達 成し てい ると は 言え ない 。科目 編成 、時間 割編

成、各 科目 の授 業内 容構 成や 事前・事後 学修 の内 容な ど を総 合的 に検 討し 、改善 を図 る

必要 があ る。  

本学 にお ける 成 績評 価は 、 全 ての 科 目に おい て 100 点満 点 で 素点 を出 し、 こ れを も

とに 優・良・可・不 可 の 4 段階 評価 し てい る。100 点満 点算 出 の 内訳 はシ ラバ ス に明 示

し 、内 外に 公開 し た 。また 、半期 ごと に 教 授会 で 全 ての 学 生の 成績 評価 を検 討 した 。な

お、国際 的に 通 用す る ＧＰ Ａに よる 評 価や 学修 成果 の評 価 も行 って おり 、あ わ せて 利 用

し て い る （ 3)。 学 業 成 績 は 半 期 ご とに 学 生 に 開 示 し た 。こ の よ う に 、 本 学で は 客 観 性を

もっ た厳 格な 成 績評 価の 運用 に努 め てい る。  

シラ バス には 、科 目 名、担 当教 員、カリ キ ュラ ム体 系上 の 位置 付け、授業 形 態、開 講

時期 、必 修・選 択の 別、単位 数 、授 業の 目的 、受 講 上の 注意 、修 得目 標 、学 修成 果と の

対応 関係 、成績 評 価 方法 、テキ スト・副教 材 、オ フィ スア ワ ー、各回 の授 業内 容 、事 前・

事後 学修 の内 容 を記 載し た（ 4)。ま た、教 員 がこ れら の項 目 を適 切に 記述 でき る よう に、

ＦＤ 委員 会が シ ラバ ス作 成ガ イド を 策定 し 、教 員に 配付・説 明 した 。また 、全 ての 科 目

の シ ラ バ ス の 内 容 を カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会 が 査 読 し 、 必 要 に 応 じ て 内 容 の 加 筆 修 正 を 求

めた 。 

 

（３ ）適 切な 教 員の 配置  

本学 は、平 成 29 年 度 は 21 名 の専 任教 員 と 11 名 の非 常 勤教 員を 配置 した 。一般 教育

科目 のう ち専 門 基礎 科目 のほ とん ど は専 任教 員が 担当 し 、外 国 語科 目、教養 原 論科 目 、

スポ ーツ 科目 は 非常 勤教 員が 担当 し た。専 門教 育科 目に あ って は、一部 の科 目 を除 き 、

専任 教員 が担 当 した 。本学 が授 与す る 学位 は包 装食 品工 学 の分 野で ある 。こ の 分野 は 複

数の 専門 領域 か らな るの で 、農 学 、工学 、理学 、医学 の分 野 に おけ る博 士の 学 位を 有す

るも の（9 名）、 あ る いは 包装 食品 工 学の 各分 野に おい て 優れ た研 究業 績、 実 務上 の業

績を 有す るも の 、知 識及 び経 験を 有 する もの （ 12 名 ）を 専 任 教員 とし て配 置 した 。包

装 食 品 製 造 に 関 連 す る 企 業 に 在 籍 し て い る 、 あ る い は 在 籍 し た 経 験 の あ る も の も 多 い

（15 名）。 
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（４ ）教 育課 程 の見 直し  

教育 課程 編成・実 施 の方 針に つい て の継 続的 な点 検・見直 し は、平 成 28 年 度 の自 己

点検・評価 報告 書で も課 題と して い た。これ につ いて は 、就 業力 育成 支援 委 員会 のあ と

を受 けて 大学 運 営会 議が 担当 する こ とと なっ た。教育 課 程の 編 成は 、カ リキ ュ ラム 委 員

会が 毎年 見直 し を行 って いる 。  

平 成 29 年 度は 新し いカ リキ ュラ ム がス ター トし たと こ ろで あり 、変 更は な かっ た。

新し いカ リキ ュ ラム と、卒 業認 定・学 位授 与の 方針 及び 教 育課 程編 成・実 施 の 方針 との

整合 性、並び に 学修 成 果の 達成 に対 す る適 切性 に関 する 検 証と 、それ に基 づい た 教育 課

程の 改善 の必 要 性の 判断 は 、今 後実 施 す る 。ま た 、ス テ ージ ゲ ート につ いて は 、学 修支

援委 員会 が主 体 とな って 検討 を進 め てい るが 、ま だ緒 に 就い た ばか りで あり 、学生 の 実

践的 職業 力強 化 に向 けて 、効 果の 検 証と 継続 的な 改善 を 進め る 。 

 

 

［ 区 分  基 準 Ⅱ － Ａ － ３  教 育 課 程 は 、 短 期 大 学 設 置 基 準 に の っ と り 、 幅 広 く 深 い 教

養 を 培 う よ う 編 成 して い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ３ の 現 状 ＞ 

本学 は包 装食 品 製造 に関 連す る専 門 的な 知識 や技 術を 教 育し てい る。2 年 間で 専 門 的

な内 容を 体系 的 に扱 うた めに は、 教 育課 程の約 4 分の 3 を 要 する 。教 養教 育 につ いて

は、限ら れた 時 間の 中 で最 大限 の効 果 を得 られ るよ うに 、また 専 門教 育の 土台 と なる よ

うに 、1 年次 前期 に 多 くの 科目 を集 中 して 編成 して いる 。  

 

（１ ）教 養教 育 の内 容と 実施 体制 、 専門 教育 との 関連  

本学 では 、一般 教育 科目 を「外 国語 」「専 門基 礎」「教 養 原論」「 スポ ーツ 」の 四 つ の

分野 に分 けて い る。専門 基礎 科目 で は、専門 教育 の土 台 とな る自 然科 学の 基 礎や 、道 具

とし て必 要な Ｉ ＣＴ 技能 、文 章作 成 技術 を 身に つけ られ る よう な編 成と なっ て いる 。こ

れ ら 専 門 基 礎 科 目 は ほ と ん ど を 専 任 教 員 が 担 当 し 、 専 門 教 育 と の 連 携 を 取 り や す い 実

施体 制を 敷い た 。そ の 他の 三つ の分 野 では 、専門 教育 と直 接 的な 関連 は薄 くと も 人間 的

な深 みを 増す こ との でき る科 目を 用 意し てい る。この よ うに 、本学 の教 養教 育 はコ ンパ

クト なが らも 幅 広い 教養 を培 うこ と がで きる 内容 であ る 。  

 

（２ ）教 養教 育 の効 果の 測定 ・評 価 と改 善の 取り 組み  

教 養 教 育 の 効 果 の 測 定 に つ い て は 、 卒 業 生 及 び 卒 業 生 の 就 職 先 企 業 に 対 し て ア ン ケ

ート 調査 を行 い 、一 般 教養 科目 の必 要 性や 、学生 が一 般教 養 を身 に 付 けて いる か どう か

の調 査を 行っ た 。調 査結 果か らは 、 特に 大き な改 善の 必 要性 は認 めら れな か った 。 

 

 

［ 区 分  基 準 Ⅱ － Ａ － ４  教 育 課 程 は 、 短 期 大 学 設 置 基 準 に の っ と り 、 職 業 又 は 実 際

生 活 に 必 要 な 能 力 を育 成 す る よ う 編 成 し、 職 業 教 育 を 実 施 して い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ４ の 現 状 ＞ 

本 学 の 教 育 課 程 の 核 は 、 包 装 食 品 の 製 造 現 場 で 求 め ら れ る 実 践 的 な 知 識 と 技 術 で あ
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る。教 育課 程の 編成 にあ たっ て は 、基準 Ⅱ－ Ａ－ ２で 述 べた よう に 、包 装食 品製 造に 関

わる 分野 を 12 に 分け て科 目を 編成 し てい る。授 業形 態 は講 義 、 演習、実 験・実 習 を組

み合 わせ てい る が、特に 専門 教育 科 目の 演習 、実 験・実 習が 22 単 位と 、全 体の 約 26％

を占 める のが 特 徴で ある 。  

（１ ）職 業へ の 接続 を図 る職 業教 育 の実 施体 制  

本学 では 、専 門 教育 を 実践 的な 内容 と する ため に、連携 企 業が 持 つ知 見や 技術 を 可能

な限 り教 育内 容 に反 映さ せて いる 。また 、平 成 29 年 度は 専 任 教員 と非 常勤 教 員あ わせ

て 32 名 中、包装 食 品 製造 に 関 連す る 企業 に在 籍し てい る 、あ るい は在 籍し た 経験 のあ

る者を 15 名 配置 した 。ま た、1 年前 期終 了時 にイ ンタ ー ンシ ップ 科目 を設 け てい る。

これ は、 職業 体 験を 経る こと で、 1 年後 期に 本格 化す る 専門 科目 学修 への 動 機を 高め、

ま た 実 践 的 な 知 識 や 技 術 に 関 す る 具 体 的 目 標 を 見 つ け ら れ る よ う に 配 慮 し た も の で あ

る。 この よう に 、教 育内 容が 実践 的 な職 業教 育と なる よ うな 実施 体制 を整 え てい る。  

 

（２ ）職 業教 育 の効 果の 測定 ・評 価 と改 善の 取り 組み  

職業 教育 の効 果 の測 定は 、卒 業生 及び 卒 業 生の 就職 先企 業 に対 して アン ケー ト 調査 を

行っ てい る。企 業に 対 して は卒 業生 の 評価 もお 願い して お り、そ の意 見を 教育 課 程の 改

善等 に利 用す る のが 目的 であ る 。平 成 29 年度 も調 査を 行 った が、その 結 果を 十分 改善

に活 かせ たと は 言え ない 。ま た本 学 は、学 生が 食品 関連 の 国家 資格 及び 民間 資 格を 取得

する こと を奨 励 して いる 。特 に、「公 益 社 団法 人日 本缶 詰 びん 詰レ トル ト食 品 協会 が認

定 す る 缶 詰 巻 締 主 任 技 術 者 、 缶 詰 品 質 管 理 主 任 技 術 者 、 缶 詰 殺 菌 管 理 主 任 技 術 者 の 資

格、厚生 労働 省 が認 定 する 食品 衛生 管 理者 と食 品衛 生監 視 員任 用資 格 、食品 科 学教 育 協

議会 が認 定す る フー ドサ イエ ンテ ィ スト（食品 科学 技 術認 定 証）の 資格 (5)」を重 視 して

いる 。こ れら の 資 格 取 得状 況は 、職 業 教育 の 効果 の測 定指 標 とし ても 位置 づけ て いる 。

外部 有識 者か ら 教育 課程 改善 のた め の意 見聴 取も 行っ て いる 。平 成 29 年 度は 、資 格取

得 率 と 成 績 低 下 を 受 け 、 公 益 社 団 法 人 日 本 缶 詰 び ん 詰 レ ト ル ト 食 品 協 会 の 土 橋 専 務 理

事と 教育 課程 の 改善 点に つい て意 見 交換 を行 った 。  

本 学 で は 、 実 践 的 職 業 力 と し て 本 学 で 培 っ た 科 目 が ど の よ う に 現 実 の 包 装 食 品 製 造

工 程 と 結 び つ い て い る か を 学 生 が 正 し く 理 解 し 、 問 題 解 決 に 向 け た 応 用 力 を 身 に 付 け

るこ とを 重視 し てい る。この た めの 仕組 みと して 、平成 29 年 度 1 年次 生よ り ステ ージ

ゲー トと 称す る 仕組 みを 導入 した 。平成 29 年 度 1 年次 生か ら 適 用し てい る新 カ リキ ュ

ラム に対 応し た 内容 で、学生 の応 用 力を 把 握す ると とも に 、学 修 が不 足し てい る 部分 を

学生 に認 識さ せ 、復 習を 通じ て強 化 させ るよ う指 導し 、一定 の応 用力 、すな わち 包装 食

品製 造プ ロセ ス への 対応 力を 持っ た 学生 の育 成に 努め て いる 。  

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ５ 入 学 者 受 け 入れ の 方 針（ ア ド ミ ッシ ョ ン・ポ リ シ ー ）を 明 確

に 示 し て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ５ の 現 状 ＞  

平成 28 年 3 月に「学 校教 育法 施行 規 則の 一部 を改 正す る 省令 」が公 布 され、 全 て の

大 学 は 三 つ の ポ リ シ ー を 一 貫 性 あ る も の と し て 策 定 し 、 公 表 す る こ と が 義 務 づ け ら れ
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た。施 行は 平 成 29 年 4 月 1 日 であ る。本学 にお いて は、それ 以 前よ り、三 つ のポ リ シ

ーを 策定 し 、そ れら に基 づい て入 学 者受 け入 れ の 方針 や カリ キュ ラム を検 討 して きた。

しか しな がら 、必ず し も三 つの ポリ シ ーが 一貫 性あ るも の とは 言え なか った 。そこ で 、

平成 28 年度 は三 つの ポリ シー の見 直 しを 行い 、 入 学者 受 け入 れの 方針 を 改 定 した 。 

＜平 成 28 年 度に 改定 した 入学 者受 け 入れ の方 針＞  

東洋 食品 工業 短 期大 学は 、本学 で 学ぶ 目 的意 識・意 欲、知識、能力 を備 えた 、以 下 のよ

うな 人を 求め て いま す 。 

 

１． 本学 の求 め る学 生像  

 「 食 の 安 全 ・ 安 心 」 に 強 い 関 心 を 持 ち 、 「 包 装 食 品 製 造 」 の 理 論 と 技 術 の 両 方 を

持ち 合わ せた エ キス パー トを めざ す 意欲 のあ る人  

 自ら 積極 的に 学 習し 、考 え、 行動 し て、 課題 を解 決す る こと に興 味を 持て る 人  

 授 業 や 学 校 行 事 等 の 身 近 な 事 柄 に つ い て 、 周 り の 人 々 と 一 緒 に 取 り 組 む こ と が で

きる 人 

 理系 科目 （特 に 数学 と化 学） と英 語 の基 礎学 修に 取り 組 むこ とが でき る人  

 

２． 入学 者選 抜 の方 針  

◆ 本 学 の 教 育 課 程 に ふ さ わ し い 学 力 を 持 っ て い る か 否 か を 、 個 別 学 力 試 験 で 評 価 し

ます 。 

◆ 「 包 装 食 品 製 造 」 に 対 す る 学 習 意 欲 や 人 物 像 を 、 エ ン ト リ ー シ ー ト 、 小 論 文 、 面

接、 調査 書に お いて 評価 しま す 。 

 

この よう に、入学 者 受け 入れ の方 針 には、「食の 安全・安 心」に 強い 関心 を持 ち、「 包

装 食 品 製 造 」 の 理 論 と 技 術 の 両 方 を 持 ち 合 わ せ た エ キ ス パ ー ト を め ざ す 意 欲 の あ る 人

を第 一に 挙げ て おり 、こ れ は 卒 業認 定・学 位授 与の 方針 に 記載 され てい る食 の 安全・安

心を 支え る人 間 力 、すな わち 、包装 食 品 製造 に従 事す る 上で 欠か せな い 、責 任 感 、誠実

さ、及 び価 値観 を身 につ けて いる こ とに 対応 して いる 。この ほか にも 、本学 での 教育 課

程を 経て 、将 来 身に つ けら れる 力を 明 確に し、それ らを 達 成す る ため に大 学が 入 学者 に

求 め る 能 力 を 明 確 に し た 。 本 学 は 開 学 当 初 よ り 食 品 業 界 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 を 教

育目 的と して き たが 、今 回 、入 学 者受 け入 れの 方針 の改 定 によ って 、本学 での 学修 内容

に対 する 入学 者 の理 解が 深ま り 、将 来を 見据 えた 選択 が 可能 にな った 。この よう に、新

たに 策定 した 入 学者 受け 入れ の方 針 は 、本学 にお ける 学 修内 容に 的確 に対 応 して いる。 

入学 者受 け入 れ の方 針は 、大 学案 内 や本 学 ウェ ブサ イト Ⅰ -A（ 3)に 記載 され てい る ほか、

入学 試験 要項 (6)にも 明確 に記 載さ れ てい る 。 

本学 にお ける 入 学試 験の 選抜 方法 は 、指 定校 推薦 入学 試 験、公募 制推 薦入 学 試験 、一

般入 学試 験 、社 会人 推薦 入学 試験 、外国 人留 学生 入学 試 験、科目 等 履 修生 入 学審 査 が あ

る。 

受験 生の 学力 把 握・ 評価 につ いて は 、 入 学者 受け 入れ の 方針 の 第 4 項に 記載 し て い

る理 系科 目（特 に数 学と 化学 ）と英 語の 基礎 的学 力と し た。科目 等履 修生 の 審査 を除 く

入試 区分 にお い ては 全て 面接 を実 施 し、合 否判 定の 評価 に 反映 させ てい る。面 接試 験 で
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は、本 学の 入学 者受 け入 れの 方針 に 定め る「 包 装食 品製 造 」に 対す る 学 修意 欲 や人 物像

につ いて 評価 し てい る。 

指定 校推 薦入 学 試験 では 、平 成 29 年 よ り 本学 の教 育内 容 に関 わる テー マで 小 論文 を

課し てい る。小 論文 の 課題 は試 験当 日 に与 えら れる こと か ら、日 頃 の 食品 に対 す る関 心

の 高 さ を 測 る こ と が で き て お り 、 小 論 文 の 評 価 と 入 学 後 の 専 門 教 科 の 成 績 と は 高 い 相

関を 示し てい る 。ま た、公 募制 推薦 入学 試験 のエ ント リ ーシ ート に本 学を 志 す理 由・動

機、 将来 の目 標 など につ い て 400 字 以 内 で記 載さ せ、 面 接試 験に おけ る 学 習 意欲 や人

物像 の把 握に 役 立て てい る。  

本 学 で の 教 育 課 程 に 相 応 し い 学 力 を 持 っ て い る か 否 か は 、 公 募 制 推 薦 入 学 試 験 に お

いて は、数学 Ⅰ、コ ミュ ニケ ーシ ョ ン英 語Ⅰ、理 科（化 学基 礎、物 理 基礎 、生物 基礎 の

いず れか 選択 ）から 選択 した 2 教 科 の基 礎的 な適 性調 査 、一 般入 学試 験に お いて は、数

学Ⅰ 、コミ ュニ ケ ー ショ ン英 語Ⅰ 、理 科（ 化学 基礎 ＋化 学 ）か ら選 択し た 2 教 科の 学力

試験 を課 し、 調 査書 、面 接試 験と 併 せて 総合 的に 判定 し てい る。 

以上 のよ うに 、各 選 抜方 法は 入学 者 受け 入れ の方 針 に 対 応し てい る。また 、各 選 抜方

法に 対し て明 確 な 選 考基 準を 定め 、公正 かつ 適正 に実 施 して いる 。この 選考 基準 は 、選

考 結 果 を 客 観 的 に 数 値 化 し た も の で あ り 、 合 格 判 定 会 議 出 席 者 が 周 知 し て 適 正 に 運 用

して いる が、 外 部に は公 表し てい な い。  

入学 試験 要項 に は、授業 料や その 他 入学 に必 要な 経費 を 明示 して おり 、本学 の受 験希

望者 に適 切な 情 報を 提示 して いる 。  

入学 試験 選抜 方 法の 点検 や見 直し を 行う ため 、入 試 委員 会を 設置 し 、教 授よ り委 員長

を選 抜し てい た が、平成 28 年度 の教 育改 革の 中で 入試 委 員会 を廃 止し 、新た にア ドミ

ッシ ョン セン タ ーを 立ち 上げ た 。同 セン ター は 、専 任制 では ない が 、学 長が セン ター 長

とな り、 学科 長 、事 務室 長 並 びに 教 務課 長が メン バー と なっ て、  

 

①  入学 者選 抜方 法 の調 査・ 研究 及び 企 画・ 立案 に関 する こ と  

②  入学 者選 抜方 法 の 成 績評 価に 関す る こと  

③  入学 者選 抜試 験 結果 の分 析に 基づ く 選抜 試験 の妥 当性 の 検証 に関 する こと  

④  入学 前教 育の 企 画・ 立案 に関 する こ と  

⑤  学生 募集 に関 わ る広 報に 関す るこ と  

⑥  その 他、 セン タ ーの 目的 を達 成す る ため に 必 要な こと 

 

とい った 業務 を 遂行 して いる 。  

受 験 の 問 い 合 わ せ は 、 本 学 事 務 室 に 繋 が る た め 、 事 務 室 が 適 正 に 対 応 し て い る 。 ま

た、学校 訪問 等 にお い て、入学 試験 要 項を 用 いて 本学 の 入 学 者受 け入 れの 方針 を 高等 学

校関 係者 に説 明 して いる 。高 等学 校 には 定 期的 に訪 問し て お り 、その 際に 入学 者 受け 入

れの 方針 に関 す る意 見が あれ ば、報 告書 で 共有 化す る仕 組 みを 取っ てい るが 、現状 で は

入学 者受 け入 れ の方 針の 見直 しに 繋 がる 意見 はな い 。 

 

 

 



東洋食品工業短期大学 

39 

［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ６ 短 期 大 学 及 び学 科 ・ 専 攻 課 程 の 学習 成 果 は 明 確 で あ る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ６ の 現 状 ＞  

学修 成果 とは 、卒業 認 定・学位 授与 の 方針 の 下で 達成 すべ き 具体 的な 成果 を列 挙 した

もの であ り、入学 者 受け 入れ の方 針 とつ なが りが 強い 。平 成 28 年 度に は、教育 課程 編

成・実 施の 方針 と合 わせ 、三つ のポ リシ ーを 改定 した こ とで 、学 修 成果 につ いて も見 直

しを 行い 、新た なＤ Ｐと 対応 する 整 合性 の取 れた 形に 改 定し 、新 し い学 修成 果は 、平成

29 年 度１ 年 次生 より 適用 を 開 始し た 。 

新し い学 修成 果 は 、それ ぞれ の Ｄ Ｐ、す なわ ち、（ ＤＰ １）食 の安 全・安 心 を支 える

人間 力、す な わち 、包 装食 品製 造に 従 事す る上 で欠 かせ な い、責任 感、誠 実 さ、及 び 価

値観 を身 に付 け てい るこ と 、（ Ｄ Ｐ ２ ）包 装食 品製 造ラ イ ンあ るい は 製 造プ ロ セス にお

いて、将来 、リ ーダ ー とし て活 躍し た いと いう 意欲 を持 ち、か つ、活 躍で き る資 質（ 知

識・技 術・問題 解決 力）を 身 に付 けて い るこ と、（ ＤＰ ３）自 らの 意見 を相 手 に正 しく

伝 え ら れ る と と も に 、 相 手 の 意 見 を 傾 聴 で き る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 身 に つ け て

いる こと、（Ｄ Ｐ ４ ）全て の必 修 科目 を 含む 合計 62 単位 以上 を修 得し てい る こと 、こ

のう ち（Ｄ Ｐ１ ）、（ＤＰ ２）、（ ＤＰ ３）に それ ぞれ 関 連 する 学修 成果 と して 下記 9

つを 策定 した 。  

 

・ ＤＰ １に 関連 す る成 果  

1．  責任 感を 持っ て 、誠 実な 態度 で物 事 に取 り組 むこ とが で きる 。 

2．  食 の 安 全 ・ 安 心 を 実 現 す る た め の 要 素 を 理 解 し 、 幅 広 い 教 養 を 基 礎 に 置 い て 的 確

に判 断す るこ と がで きる 。 

 

・ ＤＰ ２に 関連 す る成 果  

3．  食品 製造 工程 を 構成 する「食 材」「容 器」「食 品加 工」「充 填」「密 封」「殺 菌」

「保 管」 に関 す る知 識と 技術 を備 え てい る。  

4．  食品 製造 工程 全 体を 支え る「 品 質管 理」「 衛生 管理 」「食 品衛 生」「検 査 」「 関係

法規 」に 関す る 知識 と技 術を 備え て いる 。  

5．  食 品 製 造 に 関 わ る 知 識 と 技 術 の つ な が り と 役 割 を 理 解 し 、 問 題 を 発 見 す る こ と が

でき 、そ の問 題 解決 にあ たる こと が でき る。 

6．  リー ダー を目 指 して 、意 欲的 に目 標 を設 定し 、遂 行で き る。  

 

・ ＤＰ ３に 関連 す る成 果  

7．  自分 の言 いた い こと を相 手に 伝え る こと がで きる 。 

8．  相手 の言 いた い こと を 理 解す るこ と がで きる 。 

9．  自分 と異 なる 考 えや 価値 観を 理解 し たう えで 、人 と 積極 的に 関 わる こと がで き る。 
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［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ７ 学 習 成 果 の 獲得 状 況 を 量 的 ・ 質 的デ ー タ を 用 い て 測 定す る

仕 組 み を 持 っ て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ７ の 現 状 ＞  

本学 のカ リキ ュ ラム は、「 一 般 教育 科目」「専門 教育 科 目」の 各 科目 にお ける 教 育の

目的・目標 を 直接 反 映し てい る。更に 入 学か ら 卒 業ま で の 4 期（各 前期・各 後期）にお

いて、各 科目 のつ な がり を表 した カ リキ ュラ ムマ ップ を 定め てい る。また、卒 業 認定・

学 位 授 与 の 方 針 に 対 応 し た 学 修 成 果 を 分 か り や す く 表 記 し た 対 応 表 を 定 め て い る 。 こ

れら カリ キュ ラ ムマ ップ や 各 科目 の 学修 成果 対応 表を も とに 、学生 が勉 学に 励 めば 、卒

業ま でに 所定 の 要件 を満 たし 、 学 修 成果 を達 成す るこ と が可 能で ある 。  

全 て の 科 目 の 成 績 は 定 量 的 な 評 価 を 行 っ て い る の で 、 学 修 成 果 の 達 成 度 を 測 定 で き

るよ うに なっ て いる 。  

学修 成果 の測 定 方法 と 開 示方 法は 、 以下 の通 りで ある 。  

1. 「 ＤＰ １ に 関 連す る 成 果」 「 Ｄ Ｐ ２に 関 連 する 成 果 」 「Ｄ Ｐ ３ に関 連 す る 成果 」

に対 応し てい る 「必 修 」 科目 の平 均 点を 算出 する （最 大 100 点） 。 

2. 「 ＤＰ １ に 関 連す る 成 果」 「 Ｄ Ｐ ２に 関 連 する 成 果 」 「Ｄ Ｐ ３ に関 連 す る 成果 」

に対 応し てい る 「選 択」 科目 の平 均 点を 算出 する （最 大 100 点） 。 

3. 上 記 1、2 を棒 グラ フ 化し て、 前期 末 試験 並び に後 期末 試 験の 結果 とと もに 送 付

する 。 

この 学修 成果 の 測定 方法 と開 示方 法 は、平成 29 年度 １年 次生 より 適用 を 開 始 した 。こ

れに より、平 成 28 年 度自 己点 検・評価 報 告書 で 挙 げて い た「 学修 成果 の査 定（ ア セス

メン ト） 方法 を 学生 に開 示し てい な い」 とい う 課 題に 対 応で きた 。 

一方 、平 成 29 年 度 に おい て 2 年次 の 学生 につ いて は 、旧 カリ キュ ラム での 履 修の た

め、 学修 成果 の 達成 度に つい ては 、 以下 の 6 つの 学修 成 果に より 評価 した 。  

 

・ 基礎 的な 素養 を 身に つけ 、 教 養高 い 人材 とな る 。 

1. 自 主的 、 継 続 的な 学 習 習慣 を 身 に つけ 、 科 学的 ・ 工 学 的素 養 、 思考 力 、 倫 理観 、

行動 力を 備え ま す。  

2. 一般 教養 並び に コミ ュニ ケー ショ ン 能力 など の基 礎を 学 習し 、国際 的な 交流 に も

対応 でき る幅 広 い視 野を 身に つけ ま す。  

3. 少人 数教 育を 生 かし 、礼 儀、協 調性 、責 任 感、忍耐 力を 備 えた 豊か な人 間性 を 身

につ けま す。 

 

・ 専門 性の 高い 技 術を 身に つけ 、実 践 性に 富む 技術 者と な る。 

1. 包装 食品 技術 に 関す る 幅 広い 知識 を 身に つけ た 、食 の安 全・安 心を 担え る技 術 者

にな りま す。 

2. 食品 加工 に関 す る幅 広い 知識 と 、充 填・密 封・殺 菌の 基礎 技 術 を身 につ けた 実 践

的な 技術 者に な りま す。  

3. 資格 に裏 打ち さ れた 、国 際的 に通 用 する 技術 者に なり ま す。  
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「科 学的 、工学 的な 素養 と思 考力 」は 、主 とし て一 般教 育 科目 の中 の自 然科 学 系の 科

目 に お い て 修 得 目 標 と し て 設 定 さ れ て お り 、 こ れ ら を 修 め る こ と で 学 修 成 果 が 達 成 さ

れる 。 

「一 般教 養 」を 身 に つけ るた めに 、人 文 社会 系の 科目 を 設け てい る 。ま た 、語学 教育

とし て英 語を 重 視す ると とも に、 年 1 回 、タ イ王 国ラ ン シッ ト大 学へ の短 期 研修 プロ

グラ ムを 設け て おり 、学 生 は「 国 際的 な交 流に 対応 でき る 幅広 い視 野 」を 養う こと がで

きる 。こ れら の 科目 の多 くが 1 年 次 の授 業科 目と して 設 定さ れて おり 、1 年間 の 学 修に

よ っ て こ れ ら の 学 修 成 果 が 達 成 で き る よ う 旧 カ リ キ ュ ラ ム で は 組 ま れ て い る 。 全 て の

科 目 の 成 績 評 価 は 定 量 的 な 評 価 を 行 っ て い る の で 、 学 修 成 果 の 達 成 度 を 測 定 で き る よ

うに なっ てい る 。  

その 他の 学修 成 果の うち、「 倫 理観、行動 力、コ ミュ ニ ケー シ ョン 能力、豊 かな 人 間

性（ 礼儀 、協調 性 、責 任感 、忍 耐 力）」につ いて は、毎 年 4 月初 旬に 行わ れる 新 入生 向

け学 外研 修オ リ エン テー ショ ン 、実 験・実 習・イ ンタ ーン シ ッ プ等 の授 業科 目 、更 に普

段の 学生 生活 に おい て獲 得で きる よ う指 導体 制を 敷い て おり 、平 成 29 年 度の 新 カ リキ

ュラ ムで も引 き 続き 実施 して いる 。これ らの 学修 成果 は すぐ に身 につ くも の では なく、

卒業 まで の 2 年 間 を かけ た修 得を 想 定し てい る。 学修 成 果に 直接 つな がる 科 目に つい

ては 必修 科目 と して 設定 し、 定量 的 な成 績評 価を 行っ て いる 。  

食品 加工 と包 装 技術 に関 する 幅広 い 専門 知識 は、 いず れ も 2 年間 をか けて 修 得す る

専門 教育 科目 を 通じ て身 につ ける こ とが でき る。その 内 容は 、旧カ リキ ュラ ム マッ プに

おい ては「 食品 」「 包装 材料 」「 食品 製 造」「 食 品包 装機 械 」「微 生 物制 御 」「品 質保

全」 の 6 領 域に 分 け られ 、各 領域 に 設け た科 目群 を修 得 する こと で 学 修成 果 が達 成で

きる 。特に 重要 な科 目に つい ては 必 修科 目と し 、事 実上 、学修 成果 を達 成す る こと が卒

業の 要件 とな っ てい る。 また 、全 て の科 目に つい て定 量 的な 成績 評価 を行 っ てい る。  

「充 填・密 封・殺菌 の基 礎技 術 」は 、先 に挙 げた 6 領 域 のう ち「 食品 製 造」と「食 品

包装 機械 」にお ける 科目 群を 履修 し 、修 得で きる 。これ らの 科目 も多 くが 全 ての 学生 を

対象 とし た必 修 科目 とな って いる 。  

技 術 の 修 得 を 目 標 と し た 学 修 成 果 に 対 し て は 、 実 習 科 目 を 中 心 と し た カ リ キ ュ ラ ム

編成 を行 って い る。実 習科 目で あっ て も成 績は 定量 的に 評 価し てお り、学修 成 果の 達 成

状況 を査 定す る こと が可 能で ある 。  

以上 の 6 つ の学 修 成 果を もと に平 成 29 年 度に おい て 2 年 次 の 学生 （平 成 30 年 3 月

卒業 ）の 達成 度 を評 価す ると 、表 Ⅱ －1 のよ うに なっ た 。平 成 28 年度 の 達成 度評 価と

ほぼ 同様 で、二 つの 学修 成果 でＡ 評 価で あっ た。Ｂ評 価 でも 78 点 、79 点と Ａ 評価 に僅

かに 足り ない 評 価で 、平 成 29 年 度の 卒 業 生は 比較 的高 い 学修 成果 を達 成で き たこ とが

分か る。 

 

 

 

 

 

 



東洋食品工業短期大学 

42 

表Ⅱ －1 6 つの 学修 成果 の達 成度 評 価 

学  修  成  果 
評 価 

（平 均点 ） 

自主 的継 続的 な 学修 習慣 を身 につ け、科学 的・工 学 的素 養、思考 力、

倫理 観、 行動 力 を備 える  

Ｂ(79) 

一般 的教 養並 び にコ ミュ ニケ ーシ ョ ン能 力な どの 基礎 を 学修 し 、国

際的 な交 流に も 対応 でき る幅 広い 視 野を 身に つけ る  

Ａ(82) 

礼儀 、協 調 性、責任 感 、忍 耐力 を 備え た豊 かな 人間 性を 身 につ ける  Ｂ(78) 

包装 食品 技術 に 関す る幅 広い 知識 を 身に つけ た食 の安 全・安心 を担

える 技術 者に な る  

Ｂ(78) 

食品 加工 に関 す る幅 広い 知識 と充 填・密 封・殺菌 の 基礎 技術 を身 に

つけ た実 践的 な 技術 者に なる  

Ａ(81) 

資格 に裏 打ち さ れた 、国 際的 に通 用 する 技術 者に なる  Ｂ(79) 

＊平 成 29 年 度卒 業生 の最 終成 績を も とに 算出  

 

この よう に、本 学の 学 修成 果の 達成 度 は定 量的 な評 価が 可 能で あり 、そ の結 果 をも と

に カ リ キ ュ ラ ム 編 成 や 教 育 体 制 の 改 善 へ ダ イ レ ク ト に つ な げ ら れ る 単 純 性 と 明 快 性 を

備え てい ると い える 。  

平成 28 年度 に三 つ の ポリ シー を改 定 し、 教育 課程 も 平 成 29 年 度 1 年次 生 から これ

ら 新 し い ポ リ シ ー に 基 づ い た も の に 変 更 さ れ た 。 こ れ に よ り 新 し く 策 定 さ れ た カ リ キ

ュラ ムに おい て も 、旧カ リキ ュラ ム 同様 、各 資 格認 定が 適用 でき るよ う に 調 整し 、取 得

可能 な状 況に な って いる 。具 体 的に は、平成 29 年度 1 年 次生 から 適用 され る 科目 群の

履修 によ り、公 益社 団 法人 日本 缶詰 び ん詰 レト ルト 食品 協 会認 定資 格で ある「 缶詰 巻 締

主任 技術 者」「 缶詰 品質 管理 主任 技 術者（１次 試 験免 除 ）」「 缶詰 殺菌 管理 主 任技 術者

（１ 次試 験免 除 ）」が 得ら れる ほか 、東 洋 食品 工業 短期 大 学認 定資 格で ある「 密 封 評価

技術 者 」（ キャ ッ ピ ング 、ヒー トシ ール ）、国 家資 格 で あ る「 食品 衛生 管理 者 」「 食品

衛生 監視 員」、また 食 品科 学教 育協 議 会認 定資 格で ある「フ ード サイ エン ティ ス ト」（ 食

品科 学技 術認 定 証） の 資 格を 取得 で きる 。 

こ れ ら の 資 格 は 、 包 装 食 品 業 界 に お け る 社 会 的 な ニ ー ズ を 直 接 反 映 し た 重 要 な 資 格

であ り、食品 製造 工 程を 構成 する「食 材 」「容 器」「食 品加 工」「 充 填」「 密封 」「殺

菌」「 保管 」に 関 する 知識 と技 術 、更 に食 品製 造工 程全 体 を支 える「品 質 管理 」「衛 生

管理 」「食 品衛 生 」「 検査 」「関 係法 規 」に 関す る知 識と 技 術 を 身に つけ ない と 取得 で

きな い。本学 に おけ る 実践 的な 知識 と 技術 の 学 修成 果を 証 明す るも のと して 、これ ら の

資格 取得 が位 置 づけ られ る。各資 格 は要 件 とさ れる 科目 の 取得 単位 数で 認定 さ れ、資 格

によ って は、そ れに 加 えて 筆記 試験 や 実技 試験 が課 され る 。い ず れも 定量 的な 成 績評 価

が行 われ 資格 が 付与 され る。また 、就 職 の 際に これ らの 資 格の 有無 が問 われ る こと もあ

り、 実際 的な 価 値が きわ めて 大き い 学修 成果 と位 置づ け られ る。  

平成 29 年度 は、1 年 次 37 名 中 1 名が 原級 留置 とな った 。残り の 36 名（97%）の学 生

は進 級し た。ま た、2 年次 37 名中 37 名（100%）の 学生 が卒 業し た。した がっ て 、年 度
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当初 の在 籍学 生 のう ち、98%以 上の 学生 が 各科 目の 学修 成 果（ 修得 目標）を 達成 し 、そ

の総 体と して 教 育課 程の 学修 成果 を 達成 した と評 価さ れ る。  

旧カ リキ ュラ ム を履 修し た 平 成 29 年 度 2 年次 学生 の各 資 格に 対す る合 格率 等 を表 Ⅱ

－2 に示 す。 

 

表Ⅱ －2 平 成 29 年 度本 学の 学修 成 果に 対応 する 資格 と その 合格 率* 

資 格 認 定 
 対象 者数 

(人) 

合格 者数 

(人) 

合格 率 

(%) 

缶詰 巻締 主任 技 術者   17 17 100 

缶詰 品質 管理 主 任技 術者  
一次 試験 37 37 100 

二次 試験 33 13 39 

缶詰 殺菌 管理 主 任技 術者  
一次 試験 37 37 100 

二次 試験 31 11 35 

密封 評価 技術 者 （キ ャッ ピン グ ）  6 6 100 

密封 評価 技術 者 （ヒ ート シー ル ）  4 4 100 

食品 衛生 管理 者・食 品衛 生監 視員   37 37 100 

フー ドサ イエ ン ティ スト   37 37 100 

＊ 資 格 取 得 の た め に 試 験 合 格 後 の 実 務 経 験 が 必 要 な も の や 、 申 請 手 続 き を 行 っ て 資

格 取 得 が 完 了 す る も の も あ る た め 、 資 格 取 得 者 と し て で は な く 、 合 格 率 と し て 示

した 。し たが っ て、 実際 の資 格取 得 者数 とは 必ず しも 一 致し ない 。  

 

資格 取得 状況 に つい ては 表Ⅱ － 2 にま と め たと おり 、多 く の資 格 で高 い合 格率 が 得ら

れて いる 。し た がっ て 、包 装食 品の 技 術者 に 求め られ る専 門 的な 知識 と技 術に つ いて 、

基 本 的 な 学 修 成 果 に つ い て は 高 い 達 成 率 が 得 ら れ た と 判 断 さ れ る 。 缶 詰 品 質 管 理 主 任

技術 者と 缶詰 殺 菌管 理主 任技 術者 の 一次 試験 は全 員が 合 格し たが 、二 次試 験 は平 成 28

年度 より 合格 率 が低 かっ た（ 平成 28 年度 合格 率は 、缶 詰 品質 管理 主任 技術 者が 70%、

缶詰 殺菌 管理 主 任技 術者 が 78%）。こ の 件 に関 して は、関 係授 業科 目の 担当 教 員が 対応

策を 検討 して い る。一方 、東洋 食品 工業 短期 大学 認定 資 格密 封評 価技 術者（ キャ ッピ ン

グ、ヒ ート シ ール）につ いて は 、受験 者 数が 平成 28 年度 より 減少 した が、合格 率 はい

ずれも 100%で 大き く 高ま った （平 成 28 年 度合 格率 は、 キ ャッ ピング 78％、 ヒー ト シ

ール 71％） 。こ れ ら 資格 試験 の内 容 がか なり 高度 であ り 、 学 修成 果と して は 「基 礎技

術」 を超 えた 発 展的 内容 を含 んで い る 。 

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ８ 学 生 の 卒 業 後評 価 へ の 取 り 組 み を行 っ て い る 。 ］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ａ－ ８ の 現 状 ＞ 

本学 は、平 成 24 年 度 より 卒業 後評 価 を開 始し 、卒 業 後評 価と して は主 に郵 送 によ る

アン ケー ト調 査 によ って 行っ てい る 。ア ン ケー ト調 査の 対 象は 、本学 卒業 生を 採 用し た

こと のあ る企 業 と、本 学卒 業生 自身 に 対し て行 って いる 。また こ れら アン ケー ト 調査 の
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結果 は、本 学に おけ る教 育の 質向 上 に係 る資 料と して 有 効活 用し てい る 。平 成 29 年度

は、両ア ンケ ー ト内 容 を見 直し 、郵 送 また は スマ ート フォ ン を使 用し た無 料通 信 アプ リ

「Ｌ ＩＮ Ｅ」 に より 実施 し、 その 結 果を 分析 した 。  

 

企業 に対 して は 、平 成 28 年 3 月 に卒 業し た学 生が 入社 し た企 業を 対象 とし 、以下 の

項目 を調 査し て いる 。  

・ 職場 で必 要と さ れる 知識 ・能 力・ 技 能  

・ 本学 卒業 生の 在 籍人 数  

・ 卒業 生の 勤務 部 門（ 過去 3 ヵ 年に 入 社し た卒 業生 対象 ）  

・ 本学 卒業 生の 優 れて いる とこ ろ  

・ 本学 卒業 生の 不 足し てい ると ころ  

・ 仕事 に必 要・ 有 利に なる 資格  

・ 学生 が身 につ け てお いて 欲し い能 力  

・ 企業 で必 要と し てい る人 物像  

・ 本学 に対 する 提 案・ 要望  

 

卒業 生に 対し て は、 平成 28 年度 は未 実 施 のた め、 平 成 27 年 3 月に 卒業 した 学 生及

び平 成 28 年 3 月 に卒 業し た学 生を 対 象と し、 以下 の項 目 を調 査し てい る。  

・ 本学 で学 んだ 内 容は 、 今 の仕 事に 役 立っ てい るか （科 目 の役 立ち 度） 

・ 特に 役立 って い ると 、今 にな って 思 える 内容 や科 目（ 任 意 回 答） 

・ こん な科 目が あ れば とい うア イデ ィ ア（ 任意 回答 ）  

 

以上 の内 容で ア ンケ ート 調査 を実 施 し、集計・分析 した 結果 は、今 後の 教育 や就 職活

動に 役立 てら れ るよ う、 教職 員へ 公 開し てい る。  

平成 29 年 度に おい て 、企業 を 対象 とし たア ンケ ート の回 収 率は 、平成 28 年 度が 54％ 、

平成 29 年 度は 55％ で例 年並 みの 回 答率 であ った 。 質 問 項目 に関 する 分析 結 果と して

は、「 企業 が求 める 人物 像」や「各 種資 格取 得」など にお い て、本 学 に対 する 期 待感 が

大き いこ とが 示 され た。  

それ に対 し、 卒 業生 を対 象と した ア ンケ ート の回 収率 は 、平 成 27 年度 が 17%と 低 か

った が、平 成 29 年 度 はス マー トフ ォ ンを 使用 し、無 料 通信 ア プリ「 ＬＩ Ｎ Ｅ」に より

実施 した ため か 、回 収率 が 28%と なり 向 上 を図 るこ と が で きた 。質 問項 目に 関 する 分析

結果 とし ては 、就 職 先の 企業 での 業 務内 容と 必ず しも 一 致し ない「 一般 教育 科 目 」「 卒

業研 究」に 対 する 評 価が 低く、業 務内 容 に近 い「イ ン ター ン シッ プ」「 食品 製造 関 連科

目」 「機 械関 連 科目 」に 対す る評 価 が高 かっ た。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅱ －Ａ 教 育 課 程 の 課 題＞ 

卒業 認定・学 位授 与 の方 針、教 育 課程 編 成・実 施の 方 針、入 学 者受 け入 れの 方 針は 、平

成 28 年 度に 改定 され た。新し い 三つ のポ リシ ーと 教育 課 程の 整合 性並 びに 運 用の 適切

性を 検証 する た めに 、現状 を調 査・分析 す る必 要が ある 。具 体 的に は 、学 生が ど の 程度



東洋食品工業短期大学 

45 

効果 的に 学修 成 果を 身に つけ たか 、その た め の 教育 課程 の 編成 は適 切で あっ た か、入 学

者は 求め られ る 資質 を持 って いた か 、等 の調 査が 必要 で ある 。ま た 、こ れ まで 実施 して

きた 地元 産業 界 だけ でな く 、対 象範 囲を 拡大 する ため 、在学 生、卒 業生 及び その 就職 先

企業 から も意 見 を聴 取し 、そ れら の デー タ をも とに 三つ の ポリ シー や教 育課 程 の点 検・

見直 し作 業を 行 う必 要が ある 。  

平成 29 年度 1 年 次生 より 適用 して い る新 カリ キュ ラム に つい ては 、ま だ 1 年 目で 十

分な 検証 がで き てい ない 。新カ リキ ュラ ムと 、卒業 認 定・学位 授与 の方 針及 び 教育 課程

編成・実 施の 方 針と の 整合 性、並び に 学修 成 果達 成に 対す る 適 切 性に 関し て今 後 検証 す

ると とも に、 教 育課 程改 善の 必要 性 につ いて も検 討す る 必要 があ る。   

単位 の実 質化 が 達成 でき てい ると は 言い 難く 、科目 編成 、時間 割編 成 、各 科目 の授 業

内容 構成 や事 前 ・事 後学 修の 内容 な どを 総合 的に 検討 し 、改 善し てい く必 要 があ る。   

ステ ージ ゲー ト につ いて は、まだ 緒 に就 い たば かり であ り 、内 容 の適 正化 や教 員 によ

る指 導の あり 方 等、 効果 の検 証と 合 わせ て継 続的 に改 善 を図 る必 要が ある 。   

資格 取得 は本 学 の教 育課 程の 効果 を みる 指標 の一 つで あ るが 、平 成 29 年 度は 例 年 に

比 べ 著 し く 取 得 率 と 成 績 が 劣 る 資 格 が あ っ た 。 関 連 す る 授 業 に お い て 既 に 対 応 策 は 検

討し たが 、こ れ が改 善に つな がる か どう か、 平成 30 年度 に検 証す る必 要が あ る。  

教育 課程 編成・実 施 の 方針 が大 学案 内 に掲 載さ れて いな い ため 、情報 公開 の観 点 から

も公 開が 必要 で ある 。  

卒業 生ア ンケ ー トの 回収 率が 低い 。ま た 、平 成 29 年度 は ＳＮ Ｓを 利用 した が、個 人情

報が 含ま れる こ とか ら 、 情報 漏洩 の リス クが 低い 方法 を 検討 する 必要 があ る 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅱ －Ａ 教 育 課 程 の 特 記事 項 ＞ 

平成 28 年度 より 推進 して いる 大学 改 革の 中で 、包 装 食品 工学 にお いて 学修 す る分 野

を明 確に した 。すな わち 、食 品 製造 工程 を構 成す る「食 材」「容 器」「 食品 加工 」「充

填」「 密封 」「 殺菌 」「保 管」の 7 分野 と 食品 製造 工程 全 体を 支え る「 品質 管理 」「衛

生管 理」「 食品 衛生 」「検 査 」「 関係 法 規」の 5 分野 を包 装 食品 工学 科に おけ る 学修 分

野と した 。こ れ ら 12 の分 野に 関し て は、 本学 ウェ ブサ イ ト Ⅰ -A（ 3） の 学長 メ ッセ ージ 、

大学 案内 2018、カ リ キュ ラム 案内 Ⅲ -A（ 1)に も明 記し て 、学 生を 始め とし て 、学 外へ の周

知を 図っ てい る 。 

 

 

［ テ ー マ 基 準 Ⅱ － Ｂ 学 生 支 援 ］ 

 

＜ 根 拠 資 料 ＞ 

(1) シラ バス 作成 ガ イド （平 成 29 年 度） 

(2) 授業 評価 アン ケ ート  

(3) オリ エン テー シ ョン 計画 表 （ 日程 ） 

(4) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集  4-03 文 書 保存 規定 

(5) 図書 館便 り 
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(6) 学修 支援 委員 会 議事 録  

(7) 2018 学生 便 覧 P4～P6 

(8) 国際 交流 委員 会 議事 録  

(9) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集  2-11 奨学 規程 

(10) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集  2-15 履修 証明 プロ グラ ム に関 する 規程  

 

［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ｂ－ １ 学 習 成 果 の 獲得 に 向 け て 教 育 資 源を 有 効 に 活 用 し て いる 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ｂ －１ の 現 状 ＞ 

（ １ ） 教 員 の 責 務 

教員 は、シラ バス 作 成 ガイ ド (1)に基 づ いて 成績 評価 基準 を 明確 に提 示し てい る。評 価

の方 法は 授業 形 態に より 異な って い る。講 義の 場合 、ほ と んど の 科目 で筆 記試 験 によ る

単位 認定 を行 っ てい るが 、授 業態 度 やレ ポ ート 等、筆記 試 験以 外 の方 法で 評価 を 行っ て

いる 科目 もあ る Ⅱ -A（ 4)。実験 及 び実 習科 目 は、レ ポ ート や実 技 試験 及び 実習 態 度等 によ

って 評価 を行 っ てい るが 、イ ンタ ー ンシ ッ プや 卒業 研究 は イン ター ンシ ップ 日 誌・報 告

書だ けで なく 、成果 発 表の 力量 等に つ いて も評 価の 対象 と して いる 。評 価方 法 及び 評 価

基準 は、各科 目担 当教 員に 一任 して お り、総 合点 60 点以 上の 評 価 で単 位認 定し て いる 。  

学修 成果 につ い ては 、シラ バス に採 点 基準 や配 分も 記載 さ れて いる ため 、教 員 は個 々

の学 生が 獲得 し た 学 修成 果を 詳細 に 把握 する こと がで き る。ま た、実習 等複 数 の教 員 が

担当 して いる 科 目に つい ては 、内容 の改 善に 関し 、適宜 、関係 教員 間で 打合 せ を行 って

いる 。 

学生 によ る授 業 評価 は、 平 成 26 年 度か ら、 ＦＤ 委員 会 が主 体と なり 実施 し てい る。

学生 の授 業評 価 アン ケー ト (2)は前 期 と後 期 の 2 度行 って い る 。全 ての 科目 を アン ケー

ト対 象と して い るた め、専任 教員 以 外に 非 常勤 講師 が 担 当 する 科目 も含 まれ る 。ま た 、

複数 教員 が担 当 する 科目 では 、教 員 ごと に 行っ てい る場 合 もあ る。公正 な結 果 が得 ら れ

るよ う、アン ケ ート の 回収 及び 結果 の 集計 に教 員は 関与 で きな い。アン ケー ト 結果 は 各

担当 教員 に示 さ れ、そ れに 基づ き教 員 が授 業改 善計 画を た て、次 年度 の授 業改 善 に取 り

組む 仕組 みを 構 築し てい る 。ま た 、ア ンケ ート 結果 が優 秀 な教 員に は 、優 秀教 育者 賞と

して 表彰 状と 記 念品 を授 与し てい る 。  

教員 の授 業改 善 につ いて は、毎年 、Ｆ Ｄ 委 員会 が外 部研 修 会の 情報 を教 員に 紹 介し 、

平成 29 年度 も数 名の 教員 が研 修に 参 加し てい る。ま た、学内 にお いて もＦ Ｄ 委員 会が

計画 的に 外部 講 師を 招い た研 修会 を 開催 して おり 、多 く の教 員 が参 加し 、授 業 改善 に 役

立て てい る。  

なお、本学 で は、講 義 に比 べて 実験・実 習 が占 める 割合 が 高い 。ほと んど の 実験・実

習が 複数 の教 員 で担 当し てい るた め 、週 に １ 回 程度 、実 習 内容 と 方法 につ いて ミ ーテ ィ

ング を行 って い る。また 、講義 にお いて も、複 数教 員で 担当 する 場合 は事 前 に何 回か ミ

ーテ ィン グを 行 い、 意思 の疎 通を 図 って いる 。  

教員 が担 当す る 科目 の教 育目 的・目 標 は 、シラ バス 作成 時 に本 学の 卒業 認定・学位 授

与の 方針 及び 教 育課 程編 成・実 施の 方針 に基 づき 、科目 ごと に定 めて おり 、達成 状況 も

把握 して いる 。担当 科 目に 応じ て評 価 の方 法は 異な るが 、各教 員 は担 当科 目で の 教育 目

的・ 目標 の達 成 度を 計る に適 した 手 法を 検討 し、 評価 を 行っ てい る。  
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学生 に対 する 履 修及 び卒 業に 至る 指 導に つい ては 、入学 時の オリ エン テー シ ョン で、

本学 のカ リキ ュ ラム 及び 履修 方法 に つい て時 間を かけ て 説明 を行 って い る 3)。ま た 、ほ

とん どの 教員 が 、初 回授 業の 際 、シ ラバ スに 記載 され て いる 内容 を学 生に 説 明し 、修 得

目標 や履 修上 の 注意 を伝 えて いる 。また 、１年 次生 を対 象 とし たＣ Ｈ（コ ミュ ニケ ーシ

ョン・アワ ー ）の時 間 を設 けて おり 、担 任 が中 心に なっ て 、学 生生 活に 必要 な 情報 を提

供す るほ か、授 業や 施 設設 備等 、大 学 に関 す る学 生の 意見 を 直接 ヒア リン グし て いる 。  

2 年 次に おい ても 、進 級時 のオ リエ ン テー ショ ンで 、カ リ キュ ラム 説明 と科 目 履修 上

の注 意な どを 全 員に 行っ てい る 。特 に 、卒 業要 件や 資格 取 得要 件に つい ては 、間違 いが

生じ ない よう 丁 寧に 指導 する とと も に、各 々の 学生 が修 得 目標 を持 って 、履 修 登録 す る

よう に指 導し て いる 。ま た、2 年 次で は 卒 業研 究が 始ま り 、全 ての 学生 は担 当 教員 の も

と、1 年 にわ たっ て 専 門的 な教 育の み なら ず 、社会 常識 に つい ての 指導 、卒 業 まで の支

援を 受け てい る。卒 業研 究は 、学 長・学 科長 を除 く教 員 を食 品製 造、密封、分析 、微生

物 の 4 グル ープ に 分 け、 グル ープ の 中か ら選 択さ せる と いう 形式 を取 って い る。 卒業

研 究 で 各 グ ル ー プ に 分 か れ る こ と に よ り 、 自 ら の 更 な る 学 び の 軸 足 を ど こ に 置 い て い

るか 、学 生一 人 ひと り が 意 識で きて お り、こ の点 でグ ルー プ 制の 導入 は有 意義 な 仕組 み

であ る 。な お 、学 科長 が卒 業研 究を 指 導す る場 合は 、学科 長も 上記 4 グ ルー プ のど れか

に関 連し たテ ー マで 学生 を指 導す る こと にな る。  

各 科 目 担 当 教 員 も 、 学 生 か ら の 相 談 は い つ で も 受 け 付 け る と い う の が 従 来 か ら の 体

制だ が、新た に平 成 25 年 度後 期か ら、学生 から の授 業に 関 する 質問・相 談に 必ず 応 じ

られ る時 間を オ フィ スア ワー とし て 設定 し、平 成 26 年度 か ら はそ の旨 をシ ラ バス に明

記し た。ま た、平成 26 年 度か ら授 業以 外 の 学修 時間 につ い ても シラ バス に予 習 復習 等

の必 要事 項を 明 記す るよ うに した 。平成 29 年 度に は、各 回に 予 習復 習内 容を シ ラバ ス

に具 体的 に記 載 し、 自発 的な 学修 が 行え るよ う指 導し て いる 。  

 

（ ２ ） 事 務 職 員 の 責務 

事務 職員 は 、カ リキ ュラ ム委 員会 、学修 支援 委員 会 、Ｆ Ｄ委 員会 の構 成員 と して 参画

し て お り 、 学 生 の 学 修 成 果 を 認 識 し 、 学 修 成 果 の 獲 得 に 貢 献 し て い る 。 ま た 、 Ｃ Ｈ や

個々 の相 談を 通 じて 適切 な支 援を 心 がけ てい る。  

事務 職員 は、学 生に 配 付さ れて いる 学 生便 覧や シラ バ ス の 内容 を熟 知し てお り 、教 育

目的 ・目 標の 達 成状 況を 把握 して い る。  

オリ エン テー シ ョン に お いて は 、学 生へ の履 修説 明を 教 員と とも に担 当し て いる (3)。

オリ エン テー シ ョン 後も 、職 務を 通 じて 履修 及び 卒業 に 至る 支援 を行 って い る。  

学生 の成 績記 録 につ いて は文 書保 存 規定 (4)に 基づ いて 適 切に 保 管し てい る。  

 

（ ３ ） 施 設 設 備 及 び技 術 的 資 源 の 有 効 活用 

①  図書 館の 専門 職 員に よる 学修 向上 の ため の支 援  

本学 図書 館は 学 長に 直属 した 機関 で あり 、館長 、図 書館 員各 １名 と図 書委 員 ２名

で管 理・ 運営 さ れて いる 。  

購入 図書 選定 及 び図 書等 廃棄 につ い ては 、図 書館 長 を中 心に 、選任 した 図書 委 員

によ り定 期的（ 毎月 ）に 図書 委員 会 を開 催し 、選 定し て いる 。ま た、図 書委 員会 よ
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り各 教員 に対 し 、学 生向 け推 奨図 書 の選 択、 購入 を呼 び かけ てい る。  

蔵書 につ いて は、教 員の 研究 分野 で ある 食品 の専 門分 野 に関 する 書籍 が多 く、図

書購 入も これ ら の分 野が 中心 であ る。し か し、図書 館 では 学 生に 幅広 い教 養 を身 に

つけ させ る役 割 を担 って いる こと も 認識 して おり 、学生 向け の 一般 教育 科目 に 類す

る書 籍や 一般 教 養図 書に つい ては 、学 生 から 希望 図書 を 募集 し、積 極的 に 購入 を 進

めて いる 。また 、学 生が 利用 しや す いよ うに 、話題 性の あ る 図書 の配 置を 検 討す る

など 、様 々な 取 り組 みを 行っ てい る (5)。 

平成 23 年 度 には 図書 貸し 出し シス テ ムを 導入 し、 より 利 用し やす い図 書館 と な

った 。 

図書 館に は 、本 学の 専門 分野 であ る 食品 関係 の蔵 書を は じめ 、学 生の 専 門教 育科

目、一 般教 育科 目に 関す る蔵 書 、並 びに 、教 育・自 然 科学・土木・建築・園芸 、そ

の他 学生 の必 要 とす る一 般の 蔵書 も 揃え てい るが 、改版 等 によ り内 容が 古く な った

蔵書 も多 い 。特 に本 学の 専門 教育 に おい て重 要な 領域 に 関し ては 、新 規 図書 を毎 年

揃え てい く必 要 があ り、 今後 、継 続 的に 新し い図 書を 購 入し てい く。  

近年 は授 業に Ａ Ｖ資 料を 利用 する こ とが 多く なっ てい る こと から 、Ｄ Ｖ Ｄ・ビデ

オテ ープ 等の 資 料の 保管 場所 を定 め 、館 内に ＤＶ Ｄ・ビ デオ テー プが 視聴 で きる 映

像機 器を 設置 し てい る。学生 の 図書 館の 利用 につ いて は 、入 学時 に図 書館 利 用ガ イ

ダン スを 実施 し 、授 業に 関係 する こ とだ けで なく 、広く 一般 的な 事柄 の調 査 にも 利

用す るよ う説 明 して いる 。  

本学 図書 館に は 、本 学の 特徴 でも あ る食 品関 係の 蔵書 が 多数 ある こと から 、食品

業界 関係 者の 利 用も ある 。学 内 外の 入館 者が 、ど の よう な分 野の 図書 を利 用 して い

るか を詳 細に 把 握す るた め、入 館 者の 氏 名・所 属・利用 時間・利用 図書 等の 図 書館

利用 状況 を記 録 して いる 。平 成 23 年 度に は自 動貸 し出 し シス テム を導 入し て 利用

拡大 を図 った 。 

本学 図書 館は 、近畿 地区 図書 館協 議 会、兵庫 県大 学図 書 館協 議会 、私 立 短期 大学

図書 館協 議会 に 加入 して おり 、各協 議会 を通 じて 情報 の 発信・収集及 び 連帯 を図 っ

てい る。また 、学内 につ いて は、図 書の 新着 情報 と図 書 館だ より（と もに 月 刊）を

発行 し、学 生 の利 用 を呼 びか けて い る。学外 者に も図 書 館を 開放 し、地 域 ・社会 貢

献に 取り 組ん で いる 。  

 

②  職員 によ る図 書 館の 利便 性向 上  

学生 のレ ポー ト 等に つい ては、イ ンタ ーネ ット で調 査し 作 成す るこ とも 可能 な 時

代で はあ るが 、教 員の 多く は図 書館 の 蔵書 を利 用し てレ ポ ート を作 成す るよ う 働き

か け て い る 。 ま た 、 蔵 書 に は 改 版 等 に よ り 内 容 が 古 く な っ た 書 物 が 多 い こ と か ら 、

分野 ごと に見 直 しを 図り 、担 当 教員 によ り要 否を 検討 の 上、順次 最新 の発 刊 書に 更

新を 図り 、利 用 頻度 を高 めて いる 。  

平 成 27 年 度に 私立 大 学 等 教育 研究 活 性化 設備 整備 事業 に てア クテ ィブ ・ラ ー ニ

ング 対応 とし て 図書 館の 閲覧 室内 の 設備（ 電子 黒板 、パソ コン 、ホワ イト ボー ド 等 ）

を導 入し た。 平 成 28 年度 は「 情報 処 理演 習」 の授 業で 活 用を 試み 、学 生全 員 が参

加 す る よ う な 規 模 の 講 義 に 利 用 す る 場 合 の 問 題 点 が 挙 げ ら れ た 。 そ こ で 、 平 成 29
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年度 は少 人数 で 利用 でき る実 習や 卒 業研 究な どに 利用 し てい る。しか し 、図 書 館で

の講 義は 、ラー ニン グ・コモ ン ズ化 が進 んで いな い現 状 にお いて は、他 の利 用者 に

迷惑 がか かる こ とも あり 、検 討が 必 要で ある 。  

 

③  教職 員に よる コ ンピ ュー タの 活用  

学生 への 情報 処 理教 育の 一環 とし て 、パ ソコ ン・ソ フト の習 熟を 目的 とし た 情報

処理 演習 の科 目 を設 けて いる 。また 、本 学に は、教 師用 及び 学生 用パ ソコ ン を設 置

した ＩＴ ルー ム があ り、情報 処 理演 習等 の講 義で 活用 し てい る。この パ ソコ ンは 常

時イ ンタ ーネ ッ トに 接続 可能 とし て いる 。ま た 、学 生談 話 室及 び図 書館 に設 置 され

てい るパ ソコ ン も随 時使 用で きる よ うに なっ てお り 、各 種 調査 や就 職活 動に 利 用で

きる よう にな っ てい る 。な お 、学 生寮（ 男 子寮 ）の談 話室 に パソ コン を 2 台設 置 し、

レポ ート の作 成 、イ ンタ ーネ ット 等 の利 用も でき るよ う にし てい る。ま た、寮生 の

各個 室に は 、イ ンタ ーネ ット 接続 用 のＬ ＡＮ ポー トが 設 置さ れて おり 、イン ター ネ

ット 利用 が可 能 とな って いる 。  

学生 が利 用可 能 な学 内Ｌ ＡＮ は構 築 され てい ない が、 平 成 29 年度 から アク テ ィ

ブ・ラ ーニ ン グの 一 環と して、市 販の ラ ーニ ング・マ ネジ メ ント・シス テ ムを 導入

した 。１ 年 次前 期の みの 運用 であ っ たが 、ア ンケ ー ト結 果か らも 学生 及び 教 員の 評

価は 高く 、特 に 復習 によ る知 識の 定 着に 効果 がみ られ た 。  

 

④  学内 ＬＡ Ｎ及 び コン ピュ ータ の利 用 促進  

学生 が利 用可 能 な学 内Ｌ ＡＮ は構 築 して いな いが、ラ ーニ ン グ・マ ネジ メ ント・

シス テム とし て 市販 のＧ ｌｅ ｘａ を 導入 する こと とし 、 平 成 29 年度 前期 に一 部 の

科目 で検 証を 行 った 。Ｇ ｌｅ ｘ ａに 関す る教 員へ のア ン ケー トか らも 、利用 が容 易

で教 育改 善に つ なが った とい う回 答 が多 かっ た。ま た、Ｇｌ ｅｘ ａで は 、学 生と メ

ール で直 接情 報 を提 供す るこ とが で きる ため 、連絡 や学 生 から の質 問に 迅速 に 対応

でき た。一 方で 、導 入効 果の 程度 は 教育 方法 や教 員に よ って 差が 見ら れ 、全 ての 科

目や 教員 がＧ ｌ ｅｘ ａの 機能 を十 分 使い こな せた 訳で は ない 。平 成 30 年度 は 本格

的に Ｇｌ ｅｘ ａ を導 入す るが 、機能 を十 分教 育活 動に 反 映で きる よう 、教員 一人 ひ

とり の意 識を 高 める こと も重 要で あ る。 

 

⑤  コン ピュ ータ 利 用技 術の 向上  

職員 には １台 以 上の パソ コン が供 さ れて おり 、授業 、各種 調査 や学 校運 営に 活 用

して いる 。教職 員は 業務 に必 要な Ｐ Ｃ利 用技 術は 十分 に 有し てお り、技 術向 上の た

めの 特別 な研 修 等は 実施 して いな い 。  
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［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ｂ－ ２ 学 習 成 果 の 獲得 に 向 け て 学 習 支 援を 組 織 的 に 行 っ て いる 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ｂ－ ２ の 現 状 ＞ 

（１ ）入 学手 続 者に 対す る 情 報提 供 

本学 では 、入学 手続 者に 対し て 、授 業や 学生 生活 につ い ての 情報 を提 供し て いる 。更

に、入学 する ま での 準 備学 習と して 、入学 前 課題 を課 して 提 出す るこ とを 義務 づ けて お

り、 入学 後に し っか りし た学 力と 心 構え で臨 める よう に 指導 して いる 。  

 

（２ ）学 修、 学 生生 活の ため の オ リ エン テー ショ ン等  

入 学 者 に 対 す る 指 導 に つ い て は 、 入 学 時 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 学 生 便 覧 を 配 付 し

て、大 学 生活 全般 につ いて の説 明 と 2 年間 の大 まか なス ケ ジュ ール 等を 周知 し てい る。

また 、この オリ エン テー ショ ンで は 、シ ラバ ス に 記載 さ れて いる 内容 を中 心 に、卒業 ま

での 科目 選択 や 資格 取得 につ いて の 説明 も実 施し てい る 。  

平成 29 年度 のオ リエ ンテ ーシ ョン か らは 、新た に 実験・実 習 体験 を設 け、新入 生 全

員 が 食 品 製 造 及 び 密 封 実 習 並 び に 微 生 物 及 び 分 析 化 学 実 験 を 行 っ た 。 初 め て 体 験 し た

学生 も多 いた め 、本 学 での 学修 に興 味 を持 ち、理解 を深 め るき っ かけ 作り とし て は十 分

な結 果が 得ら れ たと 思わ れる 。  

上記 のほ かに も 、学 生 会や クラ ブ紹 介 など 、学業 以外 につ い ても オリ エン テー シ ョン

のプ ログ ラム に 組み 込み 、新 入生 が 速 や か に学 校生 活に 適 応で きる よう にし て いる 。入

学式 後の 週末 に は、1 泊 2 日の 学外 研 修オ リエ ンテ ーシ ョ ンを 行い 、共 同生 活 、グ ル ー

プ活 動を 通し て 、新 入生 同士 、上級 生 、教 職員 との 親睦 を 図っ ても らう とと も に 、大学

生活 での 目的 ・ 目標 の明 確化 を促 し てい る。  

 

（３ ）学 修の 方 法や 科目 選択 のた め の ガ イダ ンス 等 

学修 成果 の獲 得 に向 けて 、まず 、入学 時の オリ エン テー シ ョン で、履 修科 目の 選択 に

関す るガ イダ ン スを 行い 、必修 科目 、選択 科目 、卒業 に必 要な 単位 数及 び各 種 資格 取得

に 必 要 な 科 目 等 の 関 連 を 明 確 に 説 明 し 、 計 画 的 で 効 率 よ く 学 業 に 専 念 で き る 履 修 計 画

を立 てる よう に 指導 して いる 。  

2 年 次生 に 対し ても 、進 級時 のオ リ エン テー ショ ンで 履 修科 目の ガイ ダン ス を行 い、

再度 、必修 科目 、選択 科目 、卒業 に必 要な 単位 数及 び各 種 資格 取得 に必 要な 科 目等 の関

連 を 明 確 に 説 明 す る と と も に 、 学 生 自 ら が 描 く 将 来 像 を 見 据 え た 履 修 計 画 を 立 て る よ

う指 導し てい る 。  

なお 、平 成 29 年度 から 新た に、 「 あり たい 姿」 「学 び の姿 勢」 を学 生に 考 えさ せ、

それ を教 授会 構 成員 が面 談を 通し て アド バイ スす る、と いう 取 り組 みを 始め た (6)。学 修

の動 機付 けと い う観 点か ら、 入 学 直 後の 5 月、 イン ター ン シ ップ 実習 前の 7 月、 就職

活動 準備 期 の 12 月 、 進級 直後 で履 修 登録 前 の 4 月、 そ して 卒 業前 の 12 月の 計 5 回 実

施す る予 定で あ り 、学 生自 らが 思い 描 く将 来像 を見 据え な がら 、学修 状況 等の ヒ アリ ン

グや アド バイ ス を行 うこ とで 、 2 年 間で 獲得 する 学修 成 果が 高ま るよ う支 援 して いる。 

 

（４ ）学 修支 援 のた めの 印刷 物の 発 行  

建学 の精 神 、教 育研 究上 の目 的 と 目 標、卒業 認定・学位 授与 の方 針 等 の三 つ のポ リシ
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ーに つい ては 、学 生 便覧 (7)及 びウ ェ ブサ イト (Ⅰ -A 3)に記 載し て いる 。学 生便 覧に つ いて

は 、 入 学 時 及 び 進 級 時 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン で 配 付 し 、 上 記 内 容 を 詳 し く 説 明 し て い

る。  

学修 成果 やカ リ キュ ラム マッ プ、 各 科目 のシ ラバ スに つ いて は、 カリ キュ ラ ム案 内

及び ウェ ブサ イ トに 記載 して いる 。 カリ キュ ラム 案内 に つい ては 、学 生便 覧 と同 様、

入学 時及 び進 級 時の オリ エン テー シ ョン で内 容を 詳し く 説明 して いる 。  

各科 目の シラ バ スに つい ては 、担 当 教員 や開 講時 期は も ちろ ん、 授業 の目 的 、受 講

上の 注意 事項 、 修得 目標 、成 績評 価 の方 法、 各講 義の 内 容及 び事 前事 後 学 修 の内 容な

どを 盛り 込ん で おり Ⅱ -A（ 4)、学 生が 各 科目 の 学 修計 画を 立 てや すく なる よう 配 慮し て

いる 。  

 

（５ ）基 礎学 力 が不 足す る学 生に 対 する 対応  

平 成 28 年 度ま では 、１ 年次 は、 入 学前 課題 の成 果及 び 基礎 学力 の把 握を 目 的に 、 2

年次 は、１年 次 の復 習 を含 めた 学修 成 果の 把握 を目 的に 、入学 時 のオ リエ ンテ ー ショ ン

にお いて 英語 、数 学 、化学 の基 礎学 力 確認 試験 を実 施し て いた 。しか しな がら 、単 位 と

無関 係な 試験 で ある こと から 、取 り 組み 方 も学 生に より 温 度差 があ り、正確 な 基礎 学 力

の測 定が でき て いな かっ た。  

そこ で、平 成 29 年 度 から は、入 学時 の基 礎学 力が 特に 不 足し てい る学 生に リ メデ ィ

アル 教育 を受 講 して もら うこ とで 、基礎 学 力の 早期 向上 に 努め るこ とを 目的 に 、入 学 時

の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 期 間 中 に プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 実 施 す る と と も に 、 前 期 期 間

中に リメ ディ ア ル授 業を 開講 する こ とと した 。科 目は 、本 学 の 学修 に欠 かせ な い数 学と

化学 、並び に 、レ ポー ト作 成や 就職 活 動等 に欠 かせ ない 文 章作 成技 術 、の 3 科 目と し、

その 実施 、運 営 につ い ては 、外 部業 者 及び 日 本リ メデ ィア ル 教育 学会 に所 属す る 非常 勤

講師 に委 託し て いる 。  

上記 以外 の取 り 組み とし ては 、各 科 目の 担 当教 員が 日々 の 講義 を 進 める 中で 、必要 に

応じ て、個々 に 補習 を 実施 する など の 支援 を行 って いる 。少人 数 を対 象と した こ のよ う

な補 習に より 、専門 科 目の 知識 修得 が 円滑 に進 んだ ケー ス もあ り、学生 の問 題 点を 正 し

く掴 んだ 指導 は 実を 結ん でい る。  

 

（６ ）指 導・ 助 言体 制  

本学 は、Ｓ／ Ｔ 比が 非 常に 低く 、学 修 上の 悩 みな どの 相談 に 乗り やす い環 境で あ ると

とも に、学生 個 々の 学 力把 握と 個別 指 導を 容易 に行 える 環 境で ある が、教職 員 の資 質 に

頼る こと なく 大 学と して 組織 的に 指 導助 言を 行え るよ う 体制 を整 備し てい る 。  

まず 、学 年ご と の担 任 制度 が基 本的 な 体制 で、担任 が主 体 とな り １年 次生 を対 象 にＣ

Ｈを 設定 して お り、こ の時 間帯 を使 っ て学 生の 悩み や改 善 要望 事項 等を 聞き 取 り、必 要

と判 断し た場 合 には 個別 指導 を別 途 行い 、様 々な 目的 で 活用 して いる 。  

次に 、卒業 研究 担当 教員 も学 修 、生 活全 般に 深く 関与 す るよ うに して いる 。もと もと

少人 数教 育で 学 修の 進捗 状況 を把 握 しや すく 、か つ 、事 務 室 、教員 室も 開放 的 で相 談し

やす い雰 囲気 に あり 、こ の状 況を 維 持継 続す るよ うに 努 めて いる 。  

なお 、い つで も 学生 か らの 相談 を受 け 付け ると いう のが 従 来か らの 体制 だが 、新た に
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平成 25 年度 後期 から は、学生 か らの 授業 に関 する 質問 、相談 に必 ず応 じら れ る時 間を

オフ ィス アワ ー とし て設 け、 平 成 26 年度 から はシ ラバ ス に明 記し てい る。  

更に 、平 成 29 年 度か らは 、入 学後 の 早い 段階 で学 生に 自 立的 な学 びを 意識 さ せ、  

そこ に向 かっ て 努力 する 学生 を育 成 する こと を目 的に 、「 卒 業 時の あり たい 姿 」「 学 び

の姿 勢」に つ いて、学生 と指 導担 当 教員（准教 授以 上 の教 員 が２ 人一 組と な り、6～７

人程 度の 学生 に 個別 で対 応）との 間 で面 談 を繰 り返 し、学 生の 学 修意 欲の 向上 と 学修 目

的の 明確 化を 図 るこ とと した 。  

担 任 制 度 や 少 人 数 教 育 を 活 か し た 学 修 支 援 の 仕 組 み は そ の ま ま 残 し 、 こ の よ う な 新

たな 取り 組み を 加え るこ とで 、よ り 強固 な指 導助 言体 制 が整 備さ れた 。  

 

（７ ）学 修支 援 体制 の整 備  

本学 には 通信 に よる 教育 を行 う学 科 ・専 攻課 程は 存在 し ない ため 、添 削等 に よる 指

導の 学修 支援 の 体制 はな い。  

 

（８ ）進 度の 遅 い学 生や 優秀 な学 生 に対 する 学修 上の 配 慮  

本学 は、 入学 定 員 35 名の 少人 数教 育 を実 践し てお り、 進 度の 遅い 学生 や優 秀 な学

生に 対し ては 、 可能 な限 り個 別に 配 慮・ 対応 して いる 。 

 

（９ ）留 学生 の 受入 れ及 び派 遣  

留 学 生 の 受 け 入 れ 及 び 留 学 生 の 派 遣 体 制 と し て は 、 海 外 か ら 短 期 研 修 の 学 生 や 社 会

人 の 受 け 入 れ を 行 っ て い る 。 タ イ 王 国 ラ ン シ ッ ト 大 学 等 と は 学 術 交 流 協 定 Ⅰ -A（ 15） （ 16）

（ 17)を 締結 し てい る。なお 、タ イ 王国 ラン シッ ト大 学に は 、本 学学 生の 短期 研 修派 遣も

実施 して いる (8)。タイ 王国 との 交流 に つい ては、今後 、更 に受 け 入れ の拡 大を 検 討し て

いる。ま た、外 国 人 留学 生入 学試 験 も設 定し てい るが 、平 成 29 年 度は 受け 入れ 実 績 が

無い 。 

 

（10）学 修成 果 の獲 得状 況に 基づ い た学 修支 援方 策の 点 検  

本学 では 、9 つの 学 修 成果 を設 定し 、 それ ぞれ の獲 得状 況 の量 的・ 質的 デー タ を教

授会 で報 告す る とと もに 、各 学生 に も開 示し てい る。 ま た、 学修 行動 調査 を 行っ てお

り、 各学 生の 学 修状 況を 科目 ごと に 把握 して いる 。  

しか しな がら 、 これ らの 関連 性の 分 析に つい ては 、現 時 点で は行 って おら ず 、 学 修

支援 方策 の点 検 にも 至っ てい ない 。 平成 29 年 度途 中か ら、 関 連 する 委員 会で 分 析手

法の 検討 を始 め てお り、 平成 30 年度 中に は、 ＩＲ ・評 価 セン ター が中 心と な って 分

析に 取り かか る 予定 であ る。  

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ｂ－ ３ 学 習 成 果 の 獲得 に 向 け て 学 生 の 生活 支 援 を 組 織 的 に 行っ て

い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ｂ －３ の 現 状 ＞ 

（１ ）教 職員 の 組織 （学 生指 導、 厚 生補 導等 ）の 整備  
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学生 生活 の支 援 は、 平成 28 年 度ま で 学生 支援 委員 会が 中 心と なっ て行 って い たが、

平成 29 年度 に学 生支 援委 員会 を改 組 し、学修 支援 に係 る 活動 を学 修支 援委 員 会が 、学

生生 活の 支援 ・ 指導 に係 る業 務を 事 務室 が、 それ ぞれ 行 うこ とと した 。 

本 学 へ の 入 学 者 は 日 本 全 国 か ら 集 ま っ て く る た め 、 多 く の 学 生 が 寮 で の 共 同 生 活 と

な る 。 地 方 か ら 出 て き て 寮 生 活 を 始 め る 学 生 に 関 し て の ケ ア 及 び 自 宅 生 と 寮 生 と の コ

ミュ ニケ ーシ ョ ンを 取る こと は重 要 であ り、4 月 入学 時に こ れ を目 的と した 学 外研 修オ

リ エ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ て い る 。 こ の 効 果 は 即 日 ア ン ケ ー ト を 取 る こ と に よ り 評 価 し

てい る 。寮 生活 の 支 援と して 、事務 室 所 属の 寮監 を配 置 し 、寮生 の生 活の 管 理・指導を

行っ てい る。  

 

（２ ）学 生が 主 体的 に参 画す る活 動 の支 援体 制  

学生 が主 体的 に 参画 する クラ ブ 、同 好会 に つい ては 、教 授会 で 選 任さ れた 顧問 が それ

ぞれ の活 動を 支 援す る体 制と なっ て いる 。クラ ブと して は 、野 球部 、サッ カー 部 、バ ド

ミン トン 部 、軽 音 楽 部 、バ レー ボー ル 部 の 5 団体 、同好 会 と して は 、フ ード プ ロ セス研

究会 、ボ ード ゲ ーム 同好 会等 が活 動 して いる 。  

学生 会に つい て は、事 務室 職員 が学 生 会顧 問に 就任 し、学 生の 自 主的 活動 をバ ッ クア

ップ して いる 。 学生 会等 の活 動は 、 以下 の通 りで ある 。  

 

・ 新入 生と の懇 親 会    4 月 

・ ボー リン グ大 会    5 月 

・ 球技 大会     7 月 

・ 球技 大会    10 月 

・ 天橋 立へ のバ ス ツア ー   10 月 

・ 卒業 記念 パー テ ィー    3 月 

 

（３ ）キ ャン パ ス・ アメ ニテ ィの 配 慮  

学生 のた めの キ ャン パス・アメ ニテ ィ へ の配 慮と して 、ア リ ーナ（ 体育 館 ）にカ フェ

テリ ア（学 生食 堂 ）を 併設 して いる 。ま た 、アリ ーナ には ト レー ニン グル ーム も 併設 し

てお り、学生 の 健康 維 持に も配 慮し て いる 。トレ ーニ ング 器 具の メン テナ ンス も 怠り な

い。 

学内 敷地 は 、キ ャン パス ロー ド 、散策 路、花壇 等も 整備 し 、構 内環 境の 充実 を 図っ て

いる 。街 灯に つい て も 、大 学の 雰囲 気を 維 持 する よう なデ ザ イン・配置 に配 慮し て いる。

なお 、本 館、 図 書館 周辺 通路 はバ リ アフ リー 化を 実施 し てい る。  

また 、社 会が 複 雑化 す る中 で 様 々な 事 件が 発生 して おり 、大学 と して も学 生の 安 全確

保の ため の対 策 を 強 く要 求さ れて い る。防 犯カ メラ も そ の 一つ であ り、以前 か ら 設 置 し

てい るが 、従来 の タ イプ では 監視 場 所が ごく 限ら れて お り、対応 が求 めら れ てい た。そ

こで、平 成 29 年 度に 新た なシ ステ ム を導 入し、監 視範 囲を 大 幅に 広げ 、カ メラ 映 像は

一 定 期 間 保 存 で き る な ど 、 最 新 の 方 法 で 学 生 の 安 全 性 を 確 保 す る 体 制 が 確 立 で き て い

る。 
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（４ ）学 生寮 、 宿舎 のあ っせ ん等  

宿舎 が必 要な 学 生へ の支 援体 制と し て、学生 寮（斉 志寮 ）を本 学か ら徒 歩５ 分 の閑 静

な住 宅街 の一 角 に設 置し てい る 。志 を 斉（ ひと ）しく する 者 が 起居・勉学 をと も に し、

規 律 あ る 自 治 的 共 同 生 活 を 通 じ 自 主 性 を 身 に つ け る 場 と 位 置 付 け て お り 、 事 務 室 職 員

を 常 駐 の 寮 監 と し て 配 置 し て 学 生 指 導 と 管 理 運 営 を 行 っ て い る 。 学 生 は 全 国 か ら 進 学

して くる ため 、 入寮 希望 の男 子学 生 は全 員入 寮で きる 体 制を 整え てい る。  

なお 、女 子 学生 には 、本 学か ら 徒歩 10 分 圏内 に位 置す る 借り 上げ マン ショ ン を 斡 旋

して いる 。 

 

〈学 生寮 （斉 志 寮） 施設 概要 〉  

・ 建物  Ｓ ＲＣ 構 造 4 階建 （延 べ床 面 積 1,552 ㎡ ） 

・ 居室  48 室 、全 室個 室（ 8 ㎡ ） 

・ 食堂 、談 話室 を 2 階 に設 置 

・ 各部 屋に イン タ ーネ ット 接続 用Ｌ Ａ Ｎポ ート を設 置  

・ 留学 生用 とし て 専用 居室 （16 ㎡ ）2 室、 シャ ワー ルー ム 2 ブ ース を設 置  

 

（５ ）通 学の た めの 便宜  

通学 時の 安全 確 保の 観点 より 、自動 車 、バ イク 等に よる 通 学を 禁止 して いる 。した が

って 、学 生用 の 駐車 場も 設置 して い ない 。  

自転 車で の通 学 につ いて は、原則 禁 止し て いる が、通学 の ため の 便宜 を図 るた め の方

策と して 、自 宅 から の 徒歩 通学 や公 共 交通 機関 によ る通 学 が不 便で あり 、自 転 車に よ る

通学 の安 全性 が 確保 でき る場 合に 限 って 、申 請 によ り認 める 場合 があ る 。な お 、駐 輪場

は、 大学 敷地 内 に設 置し てい る。  

本 学 は 最 寄 り の 駅 か ら 近 く 、 ま た 半 数 程 度 の 学 生 が 至 近 距 離 の 学 生 寮 に 居 住 し て い

るこ とか ら、 通 学バ スの 運行 等の 特 段の 便宜 を図 る必 要 性は ない と考 える 。  

 

（６ ）奨 学金 等 、学 生へ の経 済的 支 援  

奨学 金等、学 生へ の 経済 的支 援の 制 度と して、本学 独 自の 奨 学金 を設 け、奨学 規 程 (9)

に基 づき 適切 に 運用 して いる 。奨学 金受 給者 は 、学 費や 修学 費、食 費等 の生 活費 とし て

利用 して いる 。 奨学 金等 の利 用状 況 は以 下の 通り であ る 。  

 

表Ⅱ －３ 平 成 29 年 度の 奨学 金の 利 用状 況    単位(人) 

 １年 次生 ２年 次生 

本学 奨学 金 2 2 

日本 学生 支援 機 構奨 学金  14 13 

本学 学業 成績 優 秀賞 ＊ 1 0 

＊ 本学 奨学 制度で 、 奨学生 の基準 （保 護者 の所得 ）を満 たさ ない 者、  

若しく は企業 に在 籍し ている 者が対 象と なる 。  
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（７ ）学 生の 健 康管 理体 制  

学生 の健 康管 理 は 、定期 健康 診断 、イ ン フル エン ザ予 防 接種（ 希望 者の みで 、費 用の

一部 を大 学が 負 担） を年 １回 、校 医 によ る健 康相 談を 月 １回 実施 して いる 。  

メン タル ヘル ス ケア やカ ウン セリ ン グに つい ては 、非 常 勤の カ ウン セラ ー（ 臨 床心 理

士）が 週に １回 、学内 で実 施し てい る 。カ ウン セリ ング の 状況 は事 務室 で一 元 管理 して

いる が、 必要 に 応じ て各 担任 とも 連 携す るな ど、 十分 な ケア を行 って いる 。  

なお 、毎 年 4 月 に は 、兵 庫県 警察 本 部か ら講 師を 招い て 薬物 乱用 防止 講習 会 を実 施

し、 学生 の啓 発 活動 に取 り組 んで い る。  

 

（８ ）学 生生 活 に関 する 学生 の意 見 や要 望の 聴取  

学生 生活 に関 し て学 生の 意見 や悩 み 、要 望 等の 聴取 への 取 り組 みと して 、担 任 制度 を

採用 して いる 。ま た、本学 は、少 人 数教 育 のた め、講 義、コミ ュ ニケ ーシ ョン ア ワー 、

寮生 活等 、全 て の学 生 生活 の中 で常 に 教職 員と 顔を 合わ せ る環 境に ある こと か ら、安 心

して 学生 生活 を 送る こと がで きる 。また 、学生 個々 の状 況 に応 じた 指導・支援 を行 うこ

とが 可能 であ る 。  

平成 29 年 1 月に は 、学生 支援 委員 会 を 改 組し 、新 た に学 修支 援 を 主た る活 動 とす る

学修 支援 委員 会 を立 ち上 げた 。これ まで 、クラ ス担 任・副 担任 に依 存し てい た 学修 支援

に関 する アド バ イス も 、 学修 支援 委 員会 が主 体で 行う こ とに なっ てい る。  

一方 、学 生支 援 委員 会 の活 動の 一部 と なっ てい た学 生生 活 の支 援・指導 は事 務 室が 行

う こ と と し た 。 こ の 活 動 は 、 こ れ ま で も 事 務 室 が 中 心 と な っ て 実 施 し て き た 内 容 で あ

り、 学生 生活 の 支援 ・指 導に 支障 は ない 。  

 

（９ ）留 学生 の 学修 及び 生活 の支 援 体制 

本学 にお いて は 、留 学生 の実 績が 乏 しい が、こ れ まで 在籍 し た留 学生 につ い ては 、個

別に 対応 （支 援 ）し てい る。  

 

（10）社 会人 学 生の 学修 支援 体制  

本 学 で は 、 包 装 食 品 に 関 す る 専 門 知 識 の 修 得 を 希 望 す る 熱 意 あ る 社 会 人 を 受 け 入 れ

るた めに、社会 人 推薦 入学 、科目 等履 修 生制 度を 設け てお り 、毎 年 、社 会 人を 受け 入れ 、

専門 知識 修得 、 資格 取得 のた めの 支 援を 行っ てい る。  

また 、本学 では 、履 修 証明 プロ グラ ム に対 応し た「社 会人 育 成 講習 会 」を 開講 し てお

り、 平 成 29 年度 は 13 名 の社 会人 が受 講 した 。こ の社 会 人育 成講 習会 では 、 最長 4 週

間に わた り、包装 食 品 工 学に 関す る 研修 を行 って いる 。4 週間 コー ス（ 包 装食 品工学 総

合コー ス）は、受講 を 修了 し、所定 の成 績 を収 めた 者に 対 し、教授 会で 審議 の うえ 、本

学が 商標 登録 し てい る「 包 装食 品技 術管 理者 」の資 格称 号を 付与 する とと も に、学校 教

育法 第 105 条 の 規定 に基 づく 履修 証 明書 を交 付し てい る。な お、包 装食 品工学 総合 コー

ス は 、 履 修 証 明 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 規 程 (10)に 基 づ き 、 履 修 証 明 プ ロ グ ラ ム 修 了 者 の 教

育効 果に つい て 検証 する た め 、短 期 コー ス 実行 委員 会を 開 催し 、筆記 試験 にお け る理 解

度の 評価 及び 受 講者 アン ケー トの 集 計結 果か ら 問 題点 と 改善 につ いて 検討 し てい る。  

平成 29 年 11 月 に開 催し た短 期コ ー ス実 行委 員会 にお い て 、同年 8～9 月 に実 施し た
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第 7 回 社会 人育 成 講 習会 アン ケー ト 結果 から 、受 講者 の 業種 の多 様化 への 対 応が 課題

とし て浮 かび 上 がり 、担 当教 員 へ対 応の 検討 を依 頼し た 。平 成 30 年 に開 催す る 第 8 回

社会 人育 成講 習 会に 反映 され る予 定 であ る。ま た、筆 記試 験に つい ては 、前年 開催 した

社 会 人 育 成 講 習 会 の ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 、 外 部 評 価 で 意 見 を い た だ い た 箇 所 を 修 正 し

て実 施し た。さ らに 試 験結 果が フィ ー ドバ ック でき るよ う 、採 点 結果 の詳 細を 同 封し て

郵送 する よう に 改善 した こと が報 告 され た。  

短 期 コ ー ス 実 行 委 員 会 に お い て 課 題 等 が 検 討 さ れ た の ち 、 履 修 証 明 プ ロ グ ラ ム 審 議

委員 会に おい て 、外 部 から の意 見を 踏 まえ 審議 し、ＰＤ Ｃ Ａサ イ クル をし っか り 回す こ

とに よっ て改 善 を確 実に 行い 、社 会 人育 成講 習会 の質 向 上に つな げて いる 。  

過去 5 ヵ 年の 社 会人 学生 等の 受け 入 れ状 況は 、以 下の 通 りで ある 。  

 

 表Ⅱ － ４ 多様 な学 生の 受け 入れ 状 況                               単 位(人) 

種  別 
平 成  

25 年 度  

平 成  

26 年 度  

平 成  

27 年 度  

平 成  

28 年 度  

平 成  

29 年 度  
計 

留学 生 0 0 0 0 0 0 

社会 人 3 3 4 2 1 13 

科目 等履 修生  1 5 0 0 0 6 

帰国 子女 0 0 0 0 0 0 

障害 者 0 0 0 0 0 0 

海外 短期 研修 生  18 24 15 21 16 94 

社会 人育 成講 習 会  

（内 訳） 

12 38 33 22 13 118 

食 品 分 析 技 術 コ ー ス （ 1W）  0 3 2 2 0 7 

食 品 総 合 コ ー ス （ 2W）  1 5 7 7 2 22 

食 品 製 造 技 術 コ ー ス （ 1W）  1 9 4 6 5 25 

密 封 技 術 コ ー ス （ 1W）  5 10 8 2 1 26 

密 封 総 合 コ ー ス （ 2W）  0 2 2 1 3 8 

包 装 食 品 工 学 総 合 コ ー ス（ 4W） 5 9 10 4 2 30 

 

（11）障 害者 へ の支 援体 制 

車椅 子等 が必 要 な障 害者 に関 する 施 設の 支援 体制 とし て 、ア リー ナ、図 書館 に は、障

害者 用の トイ レ を設 置し てい る。建 物周 辺 の通 路は バリ ア フリ ー化 も行 って い る。た だ

し、本 館に おけ る障 害者 の支 援体 制 は、校舎 全体 の大 幅 な改 築・改 造が 必要 とな るた め

実施 して いな い。南館 の教 員室 やア リ ーナ 2 階 のカ フェ テ リア も 未対 応と なっ て いる 。

学内 施設 にお け る障 害者 の支 援体 制 は 、演習 、実験・実 習に 使 用す る装 置・機 器 類 を含

め検 討す るこ と が必 要と なる が、求 めら れ る条 件に よっ て 支援 体制 が異 なる 。障 害 者 が

本 学 で 学 ぶ 際 に 必 要 と さ れ る 項 目 に つ い て 具 体 的 に 検 討 し 、 計 画 的 に 改 善 を 進 め る 必

要が ある 。 

 



東洋食品工業短期大学 

57 

（12）長 期履 修 生の 受入 れ体 制  

現 在 の 対 応 に よ り 、 就 業 し な が ら 学 業 を 志 す 社 会 人 へ の 対 応 は 十 分 に 満 た さ れ る と

考え てお り、 長 期履 修生 制度 は採 用 して いな い。  

 

（13）学 生の 社 会的 活動 に対 する 評 価  

学生 によ る地 域 活動 、地域 貢献 ある い はボ ラン ティ ア活 動 など 社会 的活 動は 、現状 で

は評 価の 対象 と して いな い。しか し、地 域 活動 やボ ラン テ ィア 活動 を通 して 社 会の 一員

であ るこ とを 自 覚し 、社会 や他 者の た めに する 貢献 が人 間 性や 人格 を 磨 き、包 装食 品 製

造 に 携 わ る 人 材 と し て の 資 質 を 育 て る こ と に つ な が る も の と 考 え ら れ 、 今 後 学 生 か ら

の提 案が ある 場 合な ど、 教職 員も 積 極的 に参 画あ るい は サポ ート する 。  

毎年 、本 学に お いて 日 本赤 十字 社に よ る献 血活 動が 行わ れ てい る。多く の学 生 が献 血

に協 力し 、地 域 住民 等も 参加 して い る。  

また 、男 子寮 生 は、10 年 以上 前 から 、地 元自 治会 に協 力 し、 寮周 辺の 清掃 活 動を 実

施し てい る。ま た、男 子寮 生有 志が 御 輿の 担ぎ 手 と して 地 域の 祭礼 に自 主的 に 参加 し、

地域 の行 事を 盛 りた てて いる 。  

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅱ － Ｂ－ ４ 進 路 支 援 を 行っ て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅱ － Ｂ－ ４ の 現 状 ＞ 

本学 の就 職支 援 につ いて は 、事 務室（ 学 生 課及 び教 務課 ）職 員 が中 心と なり 、必 要に

応じ て卒 業研 究 担当 教員 も加 わり 、組織 立 てて 活動 して い る。活 動の 進捗 状況 に つい て

も日 々把 握し て おり 、週 に１ 度、 学 長、 学科 長、 事務 室 長が 情報 を共 有し て いる 。  

また 、就職 活動 準 備 期に つい ては 、教 授 会構 成員 によ る 面談（ 複数 回 ）及 び ジョ ブカ

ード の作 成指 導 、そ の 内容 をも とに 行 う事 務室 職員 によ る 面談（ 主に 就職 活動 方 針の ヒ

アリ ング ）を 実 施し て おり 、全 学が 一 体と な って 就職 活動 準 備期 の支 援を 行っ て いる 。  

就職 支援 のた め の施 設に つい ては 、特別 なも のは 整備 し てい ない 。しか し 、就 職支 援

の窓 口で ある 事 務室 は常 に開 放さ れ、職 員 も常 駐し てお り、ま た 、そ の事 務室 付近 に は 、

求人 票等 を閲 覧 し た り、活 動 につ いて 相談 した りで きる ス ペー スが 8 席 程 度あ るた め、

1 学 年 35 名 の規 模に 見合 った 十分 な 環境 が整 って いる 。  

本学 では 、就職 に直 結す る資 格を 取 得で きる よう 、カリ キュ ラム を編 成し て いる 。所

定 の 成 績 を 修 め れ ば 、 公 益 社 団 法 人 日 本 缶 詰 び ん 詰 レ ト ル ト 食 品 協 会 認 定 資 格 で あ る

缶詰 巻締 主任 技 術者（ 実務 経験 3 年 の 後 、申請 によ り取 得 ）、缶 詰品 質管 理主 任 技術 者

一 次 試 験 免 除 、 及 び 缶 詰 殺 菌 管 理 主 任 技 術 者 一 次 試 験 免 除 の 資 格 が 取 得 で き る よ う に

カリ キュ ラム を 組ん でい る。また 、在 学 中 に実 施さ れる 品 質管 理主 任技 術者 二 次試 験及

び殺 菌管 理主 任 技術 者二 次試 験に 合 格す るた めの 講義 ・ 補習 も実 施し てい る 。  

巻締 技術 以外 の 密封 技術（ ヒー トシ ール 技術 、キャ ッピ ング 技術 ）に関 する 資格 につ

いて は 、現 在 、世 の中 に存 在し ない た め、それ らの 技術 に 関す る学 内認 定資 格 を設 けて

いる。平 成 29 年 度の 資格 認定 者は キ ャッ ピン グ 6 名、ヒー ト シー ル 4 名で 、現 在 延べ

112 名を 認定 した 。 

食品 工場 の品 質 管理 者 、衛 生管 理者 向 き の資 格と して は 、「 食 品科 学教 育協 議 会 」認
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定の フー ドサ イ エン ティ スト を導 入 して おり 、平 成 29 年 度 は 卒業 生全 員が 取 得し てい

る。講義 の「品 質管 理 」で は 、「 品 質管 理検 定（ ＱＣ 検 定）」の内 容を 講義 に採 り 入れ 、

資格 取得 の指 導 を行 って いる 。この 資格 は一 般財 団法 人 日本 規格 協会 が認 定 して おり、

知名 度が 高く 、 食品 業界 に限 らず 、 多く の業 界で 通用 す る資 格と なっ てい る 。  

なお、本学 で は、学 生の 資格 取得 を サポ ート する ため 、平 成 23 年 度か ら、資 格 取得

に関 わる 受験 費 用等 の補 助を 行っ て いる 。経済 的な 面か ら も支 援す るこ とで 、就職 の た

めの 資格 取得 に 積極 的に 挑戦 でき る よう な環 境整 備を 図 って いる 。  

免許 、資 格の 取 得状 況は 、以 下の 通 りで ある 。  

 

表Ⅱ －５ 免 許、 資格 の取 得状 況 （ 平 成 30 年 3 月 31 日 現在 ）      単 位(人) 

資  格 
平成 

25 年 度 

平成 

26 年 度 

平成 

27 年 度 

平成 

28 年 度 

平成 

29 年 度 

 
     

公益 社団 法人 日 本缶 詰び ん詰 レト ル ト食 品協 会 認 定資 格 ＊   

・缶 詰巻 締主 任 技術 者 26 22 18 15 17 

・缶 詰品 質管 理 主任 技術 者  22 20 15 20 13 

・缶 詰殺 菌管 理 主任 技術 者  18 23 19 21 11 

      
食品 衛生 法と 同 施行 令に 基づ く資 格  

・食 品衛 生管 理 者  

（食 品衛 生監 視 員）  
33 28 37 33 37 

      
食品 科学 教育 協 議会 認定 資格  

・フ ード サイ エ ンテ ィス ト  34 28 37 33 37 

      
学内 認定 資格 

・密封 評価 技 術者（ キ ャ ッ ピ ン グ ） 6 9 11 7 6 

・密封 評価 技 術者（ ヒ ー ト シ ー ル ） 14 12 9 5 4 

＊ 実務 経験 ３年 の 後、 申請 によ り取 得  

 

就職 試験 対策 に つい ては 、適 性検 査 等の 筆 記試 験対 策と し て、必 要な 書籍 の紹 介 など

を行 い、学生 に 合わ せた 的確 なア ド バイ スを 行っ てい る 。ま た、1 月 に事 務職 員 が 行う

面談 時に も、ど のよ う な対 策を いつ か ら始 める べき かに つ いて アド バイ スし て い る 。面

接試 験対 策に つ いて は、ま ず、面 接で よく 聞か れる 設問 を 100 問程 度提 示し 、学生 自身

がそ の答 えを １ 週間 程度 かけ て考 え る時 間を 設け てい る 。そ の 後、模擬 面談 を 実施 し 、

自分 の言 葉で い かに アピ ール する か 、考 え を述 べる か、熱 意を 伝 える かを アド バ イス し

てい る。 

卒 業 時 の 就 職 状 況 の 分 析 と し て 、 個 々 の 学 生 の 就 職 活 動 の 経 過 を 事 務 室 で 逐 次 記 録

する 体制 をと っ てお り、全 学生 の卒 業時 の就 職状 況を 把 握し てい る 。ま た 、就 職先 の各

企 業 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン も 活 発 に 行 っ て い る 。 こ れ ら の 結 果 は 翌 年 の 就 職 支 援 活

動に 活用 して い る。  

本 学 は 、 食 品 関 連 企 業 で 中 核 と し て 働 け る 有 能 な 技 術 者 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し
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て設 立し た教 育 機関 であ り、伝統 的 に食 品 製造 業に ほと ん どの 学生 が就 職し て おり 、他

大学 等へ の進 学・留 学を 進路 とす る 学生 は、極 まれ で ある。こ のた め、進 学、留学 に 対

する 組織 だっ た 体制 は構 築せ ず、 志 望す る学 生が 出た 時 点で 個別 に対 応し て いる 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅱ －Ｂ 学 生 支 援 の 課 題＞  

平成 28 年度 から 図書 館に 設置 され て いる 閲覧 室内 の電 子 黒板 等設 備は 、活用 面で 問

題が あっ た 。そ こで 、平 成 29 年 度は 少 人 数で 利用 でき る 実習 や卒 業研 究な ど での 利用

を試 みた が 、図 書館 での 講義 は 、ラ ーニ ング・コモ ンズ 化が 進ん でい ない 現 状に おい て

は、 他の 利用 者 に迷 惑が かか るこ と もあ り、 検討 が必 要 であ る。  

平成 29 年度 前期 に一 部の 科目 で ラ ー ニン グ・マネ ジメ ント・シ ステ ム（ Ｇｌ ｅｘ ａ ）

を導 入し 、検証 を 行 った 。教員 への ア ン ケー トか ら も 、教 育 改善 効果 が高 く 、本 格的な

導入 を希 望す る 回答 が多 かっ た。一 方で 、導入 効果 の程 度 は教 育方 法や 教員 に よっ て差

が見 られ 、全 て の科 目 や教 員が Ｇｌ ｅ ｘａ の機 能を 十分 使 いこ なせ た訳 では な い。平 成

30 年度 は本 格的 に Ｇ ｌｅ ｘａ を導 入 する が、 機能 を十 分 教育 活動 に反 映で き るよ う、

教員 の意 識向 上 等が 重要 であ る。  

学修 支援 を目 的 とす る教 員と 学生 と の面 談は 、ま だ緒 に 就い た ばか りで あり 、教員 間

に よ る 進 め 方 の 違 い も 見 ら れ る た め 、 効 果 の 検 証 を 含 め て 学 修 支 援 委 員 会 で 継 続 的 に

検討 ・改 善を 行 う必 要が ある 。  

学 修 成 果 と 学 修 行 動 調 査 結 果 と の 関 連 性 の 分 析 が で き て い な い た め 、 分 析 結 果 に 基

づい た学 修支 援 方策 の点 検が でき て いな い。  

本学 のカ リキ ュ ラム が実 験・実習 、機 器 を 利用 した 演習 な どが 多く 組み 込ま れ てい る

ため、学内 施 設に お ける 障害 者の 支 援体 制は、演習 、実 験・実 習に 使用 する 装 置・機器

類を 含め 検討 す るこ とが 必要 とな り 、求 め られ る 条 件に よ って 支援 体制 が異 な る。障 が

い 者 が 本 学 で 学 ぶ 際 に 必 要 と さ れ る 項 目 に つ い て 具 体 的 に 検 討 し 、 計 画 的 に 改 善 を 進

める 必要 があ る 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅱ －Ｂ 学 生 支 援 の 特 記事 項 ＞ 

平成 29 年度 から は 、入学 後の 早い 段 階で 学生 に自 立的 な 学び を意 識さ せ 、そ こに 向

かっ て努 力す る 学生 を育 成す るこ と を目 的に、「 卒業 時 のあ り たい 姿」「学 び の姿 勢 」に

つい て、 学生 と 指導 担当 教員 （准 教 授以 上の 教員 が２ 人 一組 とな り、 7～8 名 程 度 の学

生に 個別 で対 応 ）と の 間で 面談 を繰 り 返し 、学生 の学 修意 欲 の向 上と 学修 目的 の 明確 化

を図 るこ とと し た。面談 は、2 年 間 で 5 回 を予 定し てい る 。入 学直 後は 学修 の 目標 も卒

業時 のあ りた い 姿も 不明 確で ある 学 生が ほと んど であ っ たが 、1 年 次の 終わ りに な る と

目標 が明 確と な り、学 修意 欲が 強く 感 じら れる 学生 が増 え てき た。面談 記録 シ ート は 卒

業ま で同 じも の を使 用し 、教 員か ら のコ メン トを 学生 と 共有 でき るよ うに し てい る。  
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[テ ー マ 基 準 Ⅱ 教育 課 程 と 学 生 支 援 の改 善 状 況 ・ 改 善 計 画] 

（ ａ ）前 回 の 認 証（ 第 三 者 ）評 価 を 受 け た 際 に 自 己 点 検・評価 報 告 書 に 記 述 し た改 善 計

画 の 実 施 状 況 

前回 の認 証評 価 を受 けた 際の 自己 点 検・評価 報告 書に 改 善計 画の 記述 はな い が、平

成 28 年 度の 自己 点検・評価報 告 書に 記述 した 改善 計画・行動 計画 に対 する 実 施状 況 は

以下 の通 りで あ る 。 

①  平成 28 年度 に改 定し た 新 たな 卒業 認 定・学 位授 与の 方針 に 対応 する 内容 とな る よ

うに 平成 29 年 7 月ま でに 学修 成果 を 確定 し、公 開 して いる 。ま た、学 修 成果 の査

定方 法（ アセ スメ ン ト）に つ いて は、平 成 29 年 度 1 年次 生前 期末 試験 より 学 生に

査定 方法 を公 開 して いる 。  

②  三つ のポ リシ ー につ いて は、改定 後 、それ 程期 間を 経て い ない ため 、平 成 29 年 度

は見 直し を行 っ てい ない が、 定期 的 な見 直し を 実 施す る こと を明 確に して い る 。 

③  ステ ージ ゲー ト や 学 修支 援体 制も 含 めて 平成 29 年 度 1 年次 生か ら適 用す る カリ

キ ュ ラ ム に つ い て は 、 学 修 支 援 委 員 会 で そ の 教 育 効 果 に 関 す る 継 続 的 な 点 検 ・ 評

価を 実施 して い る。 

④  入 学 試 験 制 度 の 整 合 性 を 確 認 す る た め 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン セ ン タ ー に お い て 、 入 学

試 験 結 果 と 入 学 後 の 成 績 に つ い て 試 験 の 種 類 ご と に 相 関 を 確 認 し 、 入 学 者 選 抜 方

法の 改善 とし て 、平 成 30 年 度の 入学 試験 では 公募 制推 薦 入学 試験 時の エン ト リー

シ ー ト に 志 望 動 機 に 関 す る 詳 細 な 記 載 を 課 し た 。 な お 、 入 学 者 選 抜 方 法 の 妥 当 性

の検 証に つい て は、 継続 中で ある 。  

⑤  平成 28 年 度は 未 実施 であ った 卒業 生 アン ケー トを 、平 成 29 年 度分 と併 せて 平 成

29 年 度前 期 に実 施し た。回 収率 を 高め る ため ＳＮ Ｓを 活 用し たが、回収 率 は 19％

から 28％ に 向上 した もの の 、依 然と し て 低い 状態 が続 い てい る 。ま た 、個 人所 有

の ス マ ー ト フ ォ ン を 使 用 し た た め セ キ ュ リ テ ィ 上 に も 不 安 が あ り 、 卒 業 生 ア ン ケ

ート につ いて は まだ 方法 を模 索中 で ある 。  

⑥  平成 29 年度 に実 施す るＧｌｅｘａの評 価 を行 い、 本学 の 規模 や学 修内 容に 適 し

たア クテ ィブ・ラ ーニ ング のシ ステ ム とし て 、平 成 30 年 度か ら の導 入を 決定 し た。

ま た 、 図 書 館 に 設 置 し た 電 子 黒 板 の 有 効 活 用 方 法 を 検 討 し 、 図 書 館 閲 覧 室 の 簡 易

的な 一部 改造 を 計画 中で ある 。  

⑦  障害 者へ の支 援 対策 は、 まだ 模索 中 であ る。 

⑧  基礎 学力 が不 足 して いる 学生 に対 す る支 援と して 、平成 29 年 度よ りオ リエ ン テー

シ ョ ン 期 間 中 に 、 躓 い た 箇 所 を 把 握 す る プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 実 施 し 、 数 学 、

化 学 、 日 本 語 文 章 作 成 に 関 す る リ メ デ ィ ア ル 教 育 を 外 部 機 関 の 協 力 を 得 て 実 施 し

た 。 少 人 数 を 対 象 と し た こ の よ う な 補 習 に よ り 、 専 門 科 目 の 知 識 修 得 が 円 滑 に 進

んだ ケー スも あ り、 学生 の問 題点 を 正し く 掴 んだ 指導 は 実を 結ん でい る。  

⑨  学 修 面 に お け る 学 生 支 援 の 母 体 と な る 学 修 支 援 委 員 会 の 活 動 内 容 及 び 計 画 の 有 効

性と 問題 点に つ いて は、 同委 員会 活 動の 中で 継続 的に 検 証・ 改善 を図 って い る。  

 

（ ｂ ） 今 回 の 自 己 点検 ・ 評 価 の 課 題 に つい て の 改 善 計 画  

①  三つ のポ リシ ー の見 直し を大 学運 営 会議 が 主 体と なっ て 継続 的に 実施 す る 。特に、
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卒 業 認 定 ・ 学 位 授 与 の 方 針 と 学 修 成 果 の 関 係 に つ い て は カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会 や Ｆ

Ｄ委 員会 を主 体 に検 証を 進め 、三 つ のポ リシ ーの 見直 し に反 映さ せる 。  

②  三 つ の ポ リ シ ー や 教 育 課 程 に 関 す る 点 検 に 際 し て 、 地 元 産 業 界 か ら の ヒ ア リ ン グ

に 加 え て 、 在 学 生 か ら の ヒ ア リ ン グ を 実 施 す る と と も に 、 卒 業 生 や そ の 就 職 先 企

業か らの ヒア リ ング につ いて 、ヒ ア リン グ方 法 も 含め て 準備 を進 める 。  

③  単 位 の 実 質 化 が 達 成 で き て い る と は 言 い 難 く 、 科 目 編 成 、 時 間 割 編 成 、 各 科 目 の

授業 内容 構成 や 事前 ・事 後学 修の 内 容な どを 総合 的に 検 討し 、改 善を 図る 。   

④  資格 取得 は本 学 の教 育課 程の 効果 を みる 指標 の一 つで あ るが 、平成 29 年度 は例 年

に 比 べ 著 し く 取 得 率 と 成 績 が 劣 る 資 格 が あ っ た 。 関 連 す る 授 業 に お い て 既 に 対 応

策は 検討 した が 、こ れが 改善 につ な がる かど うか 、平 成 30 年 度に 検証 する 。  

⑤  教育 課程 編成 ・ 実施 の方 針を 、大 学 案内 に掲 載す る方 向 で対 応を 進め る 。  

⑥  新 し い 教 育 課 程 に よ っ て 、 学 生 が ど の 程 度 効 果 的 に 学 修 成 果 を 身 に つ け ら れ る の

かに つい ては 、 カリ キュ ラム 委員 会 やＦ Ｄ委 員会 で平 成 29 年 度の 結果 を検 証 し、

今後 検討 する 。  

⑦  ス テ ー ジ ゲ ー ト や 学 修 支 援 体 制 も 含 め て 新 カ リ キ ュ ラ ム に よ る 新 し い 教 育 は 始 ま

っ た ば か り で あ り 、 指 導 方 法 に つ い て も 担 当 す る 教 員 の 意 見 を 採 り 入 れ な が ら 学

修 支 援 委 員 会 や Ｆ Ｄ 委 員 会 で 継 続 的 に 検 討 し 、 進 め て い る 。 今 後 は 教 育 効 果 の 検

証も 採り 入れ な がら 、改 善を 進め る 。   

⑧  入 学 者 の 入 試 時 の 成 績 と そ の 後 の 成 績 に つ い て 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン セ ン タ ー が 相 関

を検 討し てい る が、入 試制 度を 変更 す るよ うな 明確 な傾 向 はま だ得 られ てい な い。

今後 もデ ータ を 蓄積 し、 入学 試験 選 抜方 法の 改善 につ な げて いく 。   

⑨  卒業 生ア ンケ ー トの 回答 率向 上と 情 報セ キュ リテ ィの 向 上に 関し ては 、平成 30 年

度 に 検 討 予 定 の Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 整 備 と 併 せ て 、 卒 業 生 ア ン ケ ー ト の 回 答 率 の 向 上 や 情

報管 理に つい て 検討 を進 める 。   

⑩  ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の 一 環 と し て 、 導 入 し た Ｇ ｌ ｅ ｘ ａ は 、 授 業 改 善 に 効 果

的で ある と認 め られ 、平成 30 年度 には 全学 生を 対象 に本 格 的な 導入 が行 われ る こ

と と な っ た 。 し か し 、 全 て の 教 員 が Ｇ ｌ ｅ ｘ ａ の 機 能 を 十 分 使 い こ な せ た 訳 で は

な く 、 新 し い 教 育 シ ス テ ム に 対 し て 各 教 員 の 意 識 と ス キ ル の 向 上 を 図 る 必 要 が あ

り、平 成 30 年 度の Ｇ ｌｅ ｘａ 本格 導 入と 併せ て、教 員 のス キ ルと 意識 向上 を 進め

る。  

⑪  図 書 館 に 設 置 し た 電 子 黒 板 の 有 効 な 利 用 法 に つ い て は 平 成 30 年 度 に 閲 覧 室 の 簡

易的 な改 造を 予 定し てい る 。ま た 、電 子黒 板に つい ては 、使用 場 所の 検討 も含 め 、

引き 続き 検討 を 行う 。  

⑫  学修 成果 と学 修 行動 調査 の関 連性 を 分析 し 、学 修支 援方 策 の点 検・改 善に 繋げ る 。   

⑬  プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト に よ り 基 礎 学 力 が 不 足 し て い る と 判 断 さ れ た 学 生 を 対 象 と

して、平 成 30 年 度も 数学、化 学、日 本 語文 章作 成に 関す る リメ ディ アル 教育 を 実

施 す る 。 科 目 に よ り 効 果 に も 差 が あ る と 判 断 さ れ る 部 分 も あ り 、 教 育 効 果 を 十 分

に吟 味し 、内 容 の充 実に 繋げ る。   

⑭  学 内 に お け る 障 害 者 へ の 支 援 体 制 に つ い て 、 他 の 小 規 模 大 学 の 例 を 調 査 し 、 本 学

とし ての 障害 者 支援 の方 針を 大学 運 営会 議で 検討 する 。  
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様式７－基準Ⅲ  

【 基 準 Ⅲ 教 育 資 源と 財 的 資 源 】  

［ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ａ 人 的 資 源 ］ 

 

＜ 根 拠 資 料 ＞ 

(1) カリ キュ ラム 案 内(履 修の 手引 き) 

(2) 大学 案内 2018 

(3) 東洋 食品 工業 短 期大 学 規 程集 4-16 教 員 選 任規 程 

(4) 受託 研究 ・共 同 研究 事務 取扱 規程 、  

(5) 研究 活動 上の 不 正防 止に 関す る規 程 、  

(6) 知的 財産 に関 す る規 程、  

(7) 病原 体等 取扱 い 安全 管理 規程 、 

(8) 組換 えＤ ＮＡ 実 験安 全管 理規 程  

(9) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 7-07 海 外出 張旅 費 規定  

(10) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 3-09 Ｆ Ｄ 委 員会 規程  

(11) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 3-05 事 務組 織規 程 

(12) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 3-07 職 務分 掌規 程 

(13) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 3-06 職 務権 限規 程 

(14) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 2-19 障 害 学 生支 援規 程  

(15) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 4-01-1 研 究 活動 等不 正防 止 の基 本方 針  

(16) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 4-01-2 研 究 活動 にお ける 行 動規 範  

(17) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 4-01 研 究 活 動上 の不 正防 止 に関 する 規程  

(18) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 4-01-3 研 究 活動 の不 正防 止 計画  

(19) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 4-01-4 公 的 研究 費等 内部 監 査規 程  

(20) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 4-01-6 内 部 監査 手順 

(21) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 4-18 情 報 セ キュ リテ ィ管 理 規程  

(22) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 3-16 情 報 セ キュ リテ ィ委 員 会規 程  

(23) 防災 避難 訓練 計 画表  

(24) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 4-09 Ｓ Ｄ 活 動実 施規 程  

(25) ＳＤ 実施 方針 ・ 計画 につ いて (平 成 29 年 度) 

(26) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 2-01 教 職員 就業 規 則 

 

［ 区 分  基 準 Ⅲ － Ａ － １  学 科 ・ 専 攻 課 程 の 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 に 基 づ い て 教

員 組 織 を 整 備 し て いる 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅲ － Ａ－ １ の 現 状 ＞  

本学 は、包装 食 品工 学 科の みを 有す る 単科 短期 大学 であ る が、包 装食 品 工 学と い う特

殊な 分野 から 日 本の 包装 食品 業界 を 支え る重 要な 役割 を 担っ てい る 。した が って 、包装

食 品 業 界 の 次 世 代 を 担 う 学 生 の 育 成 に は 、 包 装 食 品 製 造 に 関 す る 特 殊 な 知 識 や 技 能 が

求め られ る 。本 学の 教育 分野 は 、安 全な 包装 食品 を製 造 する ため の学 問分 野 であ り、カ
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リキ ュラ ム案 内 (1）や 大学 案内 (2）、ある いは 本学 ウェ ブサ イ ト Ⅰ -A（ 3)に明 確 に示 して い る

よう に、「安 全・安 心 」な 容 器詰 め食 品を 製造 する ため に 必要 とさ れる 以下 の 12 分 野を

教育 して いる 。す な わち、包装 食 品製 造 工程 を直 接的 に 支え る「 食 材」「 容器 」「食 品加

工」「 充 填」「 密 封」｢殺菌｣「 保管 」 の 7 分野 と包 装食 品 製造 を 包 み込 むよ う に 支 える

「食 品衛 生」「品 質管 理」「 衛 生管 理」「検 査」「 関 係法 規」 の 5 分野の 12 分 野 であ る 。 

 教 育課 程編 成・実 施の 方針 は基 準 Ⅱ－ Ａに 示し た通 り であ り、本 学で は 、実 際に 食品

企業 で製 造に 使 用し てい る機 器 に 対 応す るよ うな 各種 設 備を 活用 して 演習 、実験・実習

を主 体と した 実 践的 なカ リキ ュラ ム を 作 成し 、実 施し て いる 。そ のた めに は 、 上 記 12

の分 野が 確実 に 教育 でき る教 員が 必 要で ある 。本学 の専 任教 員は 、この 観点 に立 ち、大

学 に お い て 特 定 の 分 野 を 研 究 し て 所 定 の 学 位 を 取 得 し た 教 員 と 、 業 界 に お い て 特 定 の

分野 を実 務と し て担 当し 、業 界に お いて 特 定分 野の 指導 力 を鍛 え、その 実績 を 積ん だ い

わゆ る実 務家 教 員よ り構 成さ れて い る。 平成 29 年度 末 の時 点 で 、 専任 教員 数は 20 名

であ り、 その 中 で企 業 に 在籍 して 本 学の 専任 教員 とし て 派遣 され てい る教 員 は 8 名で

ある 。各 教 員の プロ フ ィー ルは 本学 ウ ェブ サイ ト Ⅰ -A（ 3)に 掲載 し てい る。本 学の 教員 は 、

短期 大学 設置 基 準 23 条の ①、②、⑥ 、⑦ に該 当す る資 格 を有 する 教員 から 構 成さ れて

いる 。また 、教 授 、准 教授 等の 職位 の 委嘱 に関 して も 、短 期 大 学設 置基 準に 準 拠し て 行

っ て い る 。本 学 で は 、 短 期 大 学設 置 基 準 に 基 づ い た 教員 選 任 規 程 (3） を 設 け て お り 、同

規程 に従 って 教 員選 任を 実施 して い る。  

既に 述べ たよ う に 、 本学 の教 員数 は 平成 30 年 3 月末 日 で 20 名で ある が、 こ のう ち

教授は 8 名 であ り、 非常 勤講 師を 除 く専 任教 員の 4 割が 教授 であ る。 この 比 率は 、短

期大 学設 置基 準 に規 定さ れる 教員 数 の 3 割以 上は 教授 で ある とい う 条 項を 満 足し てい

る。 

本学 の収 容定 員 は 2 学年 で 70 名 であ る が 、実 際に は 76 名 の 学 生が 在籍 して い る。

前述 した 演習 、実験・実習 を主 体と し た実 践的 なカ リキ ュ ラム を実 施す るに は 、学 生数

を 専 任 教 員 数 で 除 し た い わ ゆ る Ｓ ／ Ｔ 比 が 、 短 期 大 学 設 置 基 準 に 記 載 さ れ て い る 別 表

を満 足す るだ け では 不十 分で あり 、 本学 のＳ ／Ｔ 比は 平成 29 年度 末で 3.8、 すな わち

教員 一人 当た り の学 生数 は 4 人 弱と な っ てい る。 この 点 から も、 本学 は著 し く密 度の

濃い 教育 が可 能 な教 員組 織を 整備 し てい る と いえ る。 

専任 教員 は 、前 述し たよ うに 12 分野 を教 育す るこ とが で きる 教員 構成 とな っ てい る

が、専門 教科 に おい て も冷 凍食 品の 技 術や 畜産 品 に 関す る 知識 につ いて は 、外 部高 等 教

育機 関よ り 2 名 の 非 常勤 講師 に教 育 を委 託し てい る。 ま た、 一般 教養 も本 学 では 重視

して おり 、一般 教養 に相 当す る 数 学 、化 学、英 語、文学 、法学 、歴 史 、経 済学 、文章 作

成技 術、体 育 等に 関 し、一 部の 科 目は 必 修、他 は選 択 とし て はい るが、卒 業認 定・学位

授 与 の 方 針 に 記 載 の 所 定 単 位 数 を 取 得 す る に は 必 修 以 外 の 一 般 教 養 の 修 得 も 必 要 な カ

リキ ュラ ム編 成 にな って いる 。一 般 教養 の 教育 に関 して は 、外 部 より それ ぞれ の 専門 家

を非 常勤 講師 と して 招聘 して いる 。非常 勤 講師 につ いて は 、ウ ェ ブサ イト 上で 公 開は し

てい ない が、 そ の学 位や 研究 業績 は 短期 大学 設置 基準 を 充足 して いる 。 

本 学 の 場 合 、 記 述 し た よ う に Ｓ ／ Ｔ 比 は 一 般 的 な 大 学 や 短 期 大 学 に 比 べ て 著 し く 小

さく、特 に補 助教 員 は 必 要と して い ない が 、平 成 29 年 度 には 技術 職員 が在 籍 し、密封

実習 の補 助を 行 って いた 。  
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本学 では 、教 員 の業 務 活動 を教 員に も 公開 して いる 考課 基 準に 従っ て考 課し 、その 実

績に 応じ て昇 任 等 を 実施 して いる 。  

 

 

［ 区 分  基 準 Ⅲ － Ａ － ２  専 任 教 員 は 、 学 科 ・ 専 攻 課 程 の 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針

に 基 づ い て 教 育 研 究活 動 を 行 っ て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅲ － Ａ－ ２ の 現 状 ＞ 

本学 は、日本 で 唯一 の 包装 食品 工学 科 から なる 単科 短期 大 学で あり 、教 育研 究 上 の 目

的に「包 装食 品 製造 に 係わ る 理 論と 技 術の 教授 並び に研 究 を行 い、包装 食品 業 界の 発 展

を支 える とと も に、人々 の豊 かな 暮 らし の創 出に 貢献 す る 」とあ るよ うに 、包装 食品 に

関す る技 術の 維 持・発 展に 貢献 する 教 育研 究活 動を 行う こ とが 求め られ てい る 。こ の 分

野は 業界 と深 く 結び つい た実 学の 色 合い が濃 く、東洋 罐 詰専 修 学校 創設 当初 よ り、企 業

から の技 術相 談 や技 術者 教育 の養 成 に応 じて きて いる 。  

包装 食品 分野 で は 、活 発な 研究 開発 が 進め られ てお り、大 手企 業 を中 心に 関連 学 会で

の発 表も 多い が 、一 方で 、中小 企業 では 、日々 の活 動の 中 で 発 生し た各 種課 題 への 対応

に苦 慮す る場 合 もあ る。本 学は 、これ ら包 装食 品業 界 が 抱 える 問題 に対 して 、業界 に有

益 な 情 報 や 研 究 成 果 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て 、 現 場 に 直 結 し た 実 践 的 な 研 究 を 志

向し てい る 。勿 論 、本 学専 任教 員が 学 位 取 得に 向け た研 究 を す る場 合は 、上記 の限 りで

はな いが 、社会 に 求 めら れる 研究 の 観点 から 、共同 研究 、受 託 研究 を始 めと し て 、関係

業界 や行 政に 対 する ヒア リン グを 行 い、 研究 テー マ設 定 に活 かす よう 努め て いる 。  

平成 29 年度 は 、教 員 研究 とし て 14 テ ーマ を実 施し た 。成 果 と して 、報文 5 報（ 内 、

共著 2 報 ）、学会 発 表 5 件（ポ スタ ー発 表 を 含む ）等 が挙 げ られ る。14 テ ー マの 中で 完

了 2 件、継続 8 件、中止・中 断 3 件、新 規 1 件で ある 。研 究 計画 の策 定・進捗 管 理に つ

いて は 、研 究に 関す るヒ アリ ング を 行う 程度 で 、教 員に 一任 して いた が 、教 員に よっ て

著し く進 捗が 遅 い、ある いは 研究 目 標が ぶれ る等 の問 題 も散 見さ れ、研 究 計画 の 策 定・

進捗 管理 を見 直 す必 要が ある 。また 、専任 教員 の研 究活 動 実績 は、本 学ウ ェブ サイ トの

中で 公開 され て いる 。  

上記 14 テー マの うち 、民 間企 業 との 共同 研究 2 件 、民間 企業 から の受 託研 究 2 件 を

行い 、外部 資金 を 獲 得し た 。ま た 、他大 学 との 共同 研 究 1 件を 行っ た 。科 学研 究 費 助成

事業 に対 して は 、平 成 29 年 度は 申請 して いな い。  

専任 教員 の研 究 活動 に関 する 規程 は 、 受 託研 究・ 共同 研 究事 務取 扱規 程 (4)、 研究 活

動上 の不 正防 止 に関 する 規程 (5)、 知 的財 産に 関す る規 程 (6)、 病原 体等 取扱 い 安全 管理

規程 (7)、 組換 え ＤＮ Ａ実 験安 全管 理 規程 (8)等 を整 備し て いる 。  

専 任 教 員 の 研 究 活 動 を 発 表 す る 場 の 一 つ と し て 、 従 来 は 公 益 財 団 法 人 東 洋 食 品 研 究

所と 合同 で研 究 報告 書を 隔年 発行 し てい たが 、平 成 23 年 度 か らは 本学 単独 の 研究 紀要

を隔 年発 行し て いる 。平 成 29 年 度に 第 4 号の 紀要 を発 行 した 。  

専任 教員 が研 究 を行 う教 員室 、研究 室等 に関 して は 、南 館 2 階に 教員 室を 配 置し 、パ ー

テー ショ ンで 間 仕切 り、 1 人 当 た り 4.8 ㎡を 確保 した 。 共通 研究 室と し て 11 室 を 整備

して いる 。ま た 、実 習設 備を 研究 設 備と して も活 用し て いる 。  

専任 教員 が研 究 を行 う研 究室 等 、及 び研 究・研 修等 を行 う時 間は 、おお むね 確保 され
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てい る。しか し なが ら 、本 学主 催 の 研 修会 や 依頼 業務 によ り 実習 を担 当す る一 部 の教 員

の負 担が 大き く なる 傾向 があ る 。社 会的 貢献 、地域 貢献 等 、本 学の 存在 意義 と 関わ りの

深い 業務 を除 い て、 業務 の見 直し を 行う 。 

また 、休 業期 間 中に 実 施す る社 会人 向 け講 習や 外国 人向 け 短期 研修 に関 する 負 担、地

域連 携や 寄付 者 向け 贈答 品作 成等 の 各種 行事・作 業等 に 関す る 負担 等 も ある た め、教 員

ごと に研 究に 費 やす 時間 の確 保に 努 めて いる 。研 究を 効 率的 に進 める 手段 と して 、2 年

次生 の卒 業研 究 を通 じて 、教 員研 究 の一 部を 進め るこ と も 多 い。 平 成 30 年 度か らは、

卒業 研究 から 卒 業課 題研 究と 名称 を 変更 し開 始す る。従 来の 卒 業研 究と 同様 、各学 生 は

担当 指導 教員 に 配属 され 、教 員の 指 導の 下 で各 課題 研究 テ ーマ に取 り組 むが 、この 過 程

で 問 題 解 決 能 力 、 論 理 的 思 考 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 等 を 修 得 す る こ と を 目 的 と す

る。卒 業課 題研 究に は、い わゆ る卒 業制 作 に 相当 する 案 件も 含ま れて いる た め 、すべ て

が研 究に 該当 す ると は限 らな いが 、卒業 制作 を除 いた 卒 業課 題研 究テ ーマ に つい ては  、

原則 とし て各 教 員の 研究 テー マの 一 環と し 、研 究 、実 験 、課題 実習 、課題 制作 等 を 通じ

て研 究･課題 の達 成を 目指 す。卒業 研究 と 同様、卒 業課 題研 究 にお いて も研 究 成果・課

題達 成成 果を 卒 業課 題研 究報 告書 に まと めて 提出 し 、卒 業課 題研 究の 成果 を 報告 する。

また 卒業 課題 研 究発 表会 で成 果を 発 表す る。  

専任 教員 の留 学 、海 外派 遣 、国 際会 議出 席等 に関 する 規 定に つい ては 、海外 出張 旅費

規定 (9)を 整備 し てい る。  

Ｆ Ｄ 活 動 は 、 ＦＤ 委 員 会 規 程 (10)に 基 づ い て 行 っ て い る 。Ｆ Ｄ 活 動 と し て 、 外部 の 研

修 会 へ の 参 加 の 他 に 、 教 員 相 互 の 授 業 参 観 の 実 施 や 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト の 実 施 を 行 っ

た。授 業評 価 アン ケ ート に 関 して は 全員 が対 応し た。また、平成 29 年度 は、Ｆ Ｄ 委員

会主 催で 、平 成 30 年 1 月 9 日 、3 月 6 日に 外部 講師 を 招き 、教 員研 修会 を 実施 した 。

1 月 9 日 は、「「 歴 史学 」にお ける ア クテ ィ ブ・ラ ーニ ン グの 実 践」、3 月 6 日 は「ル ーブ

リッ ク評 価入 門」と いう 題目 で行 わ れた 。教員 の 外部 講習 で の研 修と して 、平 成 29 年

度は 、5 月 20 日 に「 関西 地区 ＦＤ 連 絡協 議会 第 10 回総 会」、8 月 2 日 に「 授業 の 基本

と授 業づ くり 」への 出席 、10 月 11 日 に「 ＦＤ 個別 コン サ ルテ ィン グ」、平 成 30 年 2 月

20 日 に「 全 ＡＰ テー マ合 同報 告 会 」、3 月 20 日 ～21 日 に「 第 24 回 大学 教育 研究 会 フ ォ

ーラ ム」 に出 席 した 。 

本 学 は 学 修 成 果 を 向 上 さ せ る た め に 日 頃 よ り 委 員 会 活 動 等 を 通 じ て 関 係 部 門 と の 連

携強 化を 図っ て おり 、少 人数 体制 を 生か した ＦＤ 活動 を 行っ てい る。  

 

 

[区 分 基 準 Ⅲ － Ａ －３ 学 生 の 学 習 成 果の 獲 得 が 向 上 す る よう 事 務 組 織 を 整 備 して

い る 。] 

＜ 区 分 基 準 Ⅲ － Ａ－ ３ の 現 状 ＞ 

本学 の事 務組 織 は、 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学  事務 組織 規程 (11) 第 4 条 に、 事

務室 と総 務部 を 設置 する こと を定 め 、事 務に 係る 業務 を 執行 して いる 。事務 室は 、学生

課と 教務 課 の 2 課 体 制で 組織 し、 学 生の 履修 指導 や個 別 相談 等を 通じ て、 就 職指 導及

び学 生生 活の ア ドバ イス 等を 行っ て いる 。総務 部は 法人 総 務を 含み 、総 務課 と 経理 課 の

2 課 体制 で組 織し 、教 育環 境の 整備 、予 算 の 管理 、日 常の 営繕 、保 安管 理を 行っ て いる 。
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事 務 の 各 部 署 に は 、 本 学 の 運 営 及 び 学 生 の 支 援 等 の 業 務 を 円 滑 に 運 営 す る た め に 専 任

職員 を配 置し 、 組織 の運 営に 必要 な 環境 も整 備さ れて い る。  

本学 の事 務体 制 は、事 務室 長と 総務 部 長が それ ぞれ の事 務 組織 を統 括す るが 、本学 組

織の 責任 は学 長 にあ り、一 部の 決裁 事項 を除 い て は 、学 長の 決裁 とな る 。人 事管 理等 重

要 な 事 項 は 理事 長 決 裁 と な る 。 また 、 本 学 の 事 務 分 掌は 、 職 務 分 掌 規 程 (12)及 び 職 務権

限規 程 (13)に 定 めら れ てお り、 その 責 任体 制は 明確 であ る 。  

障害 学生 の支 援 体制 につ いて は 、文 部科 学省 が 、「 障 害を 理由 とす る差 別の 解 消の 推

進に 関す る基 本 方針 」（平 成 27 年 2 月 24 日閣 議決 定）を踏 ま え、高 等教 育 機関 が、今

後、障害 学生 に 対し て とる べき 対応 指 針を 打ち 出し たと こ ろか ら、就学 の機 会 均等 確 保

の観 点に 基づ い て、平 成 27 年 度に 職務 分掌 規程 (12)にお い て学 生 課が 担当 する こ とを 規

定し 、対応 して き た 。平成 29 年度 には 、「 障害 者基 本法 」並 びに「 障害 を理 由と する

差別 の解 消の 推 進に 関す る法 律」（ 平 成 28 年 4 月 1 日 施行 ）そ の他 の法 令の 定 めに 基

づき 、本 学に お ける 障 害学 生支 援の 基 本方 針、支援 の体 制 及び 支 援の 実施 要領 に つい て

規程 化（障 害学 生 支援 規程 (14)）し 、学 内 にお ける 障害 学生 の 支援 体制 の確 立に 努 めた 。

なお 、「 障害 学 生支 援の 基本 方針 」 は本 学ウ ェブ サイ ト に開 示し てい る。  

事務 組織 につ い ては 、年 度 初め の評 議員 会・理 事会 にお いて 、事務 組織 の業 務 内容 、

管理 職の 氏名 を 示し 、事 務分 掌を 周 知し てい る。  

事務 室に つい て は、少 人数 であ るこ と から 必然 的に 職員 の 多能 工化 は進 んで お り、一

定 レ ベ ル の 能 力 は 各 職 員 と も 有 し て い る が 、 大 学 事 務 の 多 様 化 に 対 応 す る 幅 広 い 専 門

知識 の習 得に 向 け、職務 目標 管理 シ ート とＳ Ｄ実 施方 針・計 画に 基づ き 、能 力及 び資 質

向上 の取 り組 み を行 って いる 。  

また、本学 で は、教 育 活動 や入 学試 験、募 集活 動、学 生 支援 等 に関 する セン タ ー・委

員会 を設 置し て いる が、事務 職員 は ほと ん どの セン ター・委 員 会 のメ ンバ ーに 所 属し 、

教員 と協 力し な がら 有機 的な 組織 運 営を 行っ てい る。  

事務 関係 諸規 則 につ いて は、学 校 法人 関 係諸 規則（ 管 理・人 事 ）を総 務部 が、大学 関

係諸 規則（学 務・組 織・運 営）を事 務室 が管 理し てい る。規 則等 につ いて は、事 務部 門

及び 関係 部門 が 随時 見直 しを 行い 、 実情 に合 わせ て追 加 ・修 正を 行っ てい る 。平 成 27

年度 は 、研 究活 動 等 不正 防止 の基 本 方針 (15)、研究 活動 に おけ る 行動 規範 (16)、研 究活 動

上の 不正 防止 に 関す る規 程 (17)及 び 研究 活 動の 不正 防止 計 画 (18)等 、研 究活 動上 の 不 正防

止体 制の 構築 を 図っ た。また 、教 職員 に 対 して 研究 活動 上 の不 正防 止に 関す る 教育 も実

施し た。平 成 28 年 度 以降 は、研 究活 動上 の不 正防 止計 画 及び 研究 活動 上の 不 正防 止に

関す る規 程に 基 づき 、教職 員連 絡会 で コン プラ イア ンス 教 育を 実施 する とと も に、研 究

倫理 教育 の更 な る強 化を 目的 とし て 、日 本学 術振 興会 が 提供 する 研究 倫 理 e ラ ー ニン

グコ ース を全 員 が受 講し た。対象 者 全員 か ら、コン プラ イ アン ス 教育 受講 確認 書 と e ラ

ーニ ング コー ス 修了 証書 が提 出さ れ た。ま た、平成 28 年度 から は、内部 監査 委員 会 が 、

公的 研究 費等 内 部監 査規 程 (19)及 び 内部 監 査手 順 (20)に 則 り、監 査計 画を 立案 し、受 託研

究 と 共 同 研 究 を 対 象 に 内 部 監 査 を 実 施 し 、 最 高 責 任 者 で あ る 学 長 に 監 査 結 果 を 報 告 し

た。平 成 29 年度 に は 、教 育・研 究 環 境改 善 の一 環と して 、学内 Ｌ ＡＮ（ネ ッ トワ ーク ）

の基 盤整 備を 実 施し たが 、その 際 、全 構成 員が 、本学 の情 報資 産を 正し く利 用 して いく

ため の指 針と し て、情報 セキ ュリ テ ィポ リシ ーを 定め 、規程（ 情報 セキ ュリ テ ィ管 理規
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程 (21)） を 整 備 し た 。 ま た 、 情 報 セキ ュ リ テ ィ 委 員 会 の立 ち 上 げ に 伴 い 、 情報 セ キ ュリ

ティ 委員 会規 程 (22)も 作成 して いる 。  

事務 室は 、本 館 1 階 に設 置さ れて い て、 学生 もサ ービ ス が受 け易 い環 境で あ るこ と

に加 え、学生 へ の利 便 性を 高め るた め 、そ の 場で でき る仕 事 は即 処理 する こと を モッ ト

ーに して 、事 務 室の 窓口 業務 につ い て、 「平 日 は 8 時 30 分 か ら 17 時 30 分ま で」 と、

昼休 み時 間だ け でな く定 時後 も 30 分 延長 して 学生 に対 応 して いる 。ま た 、事 務室 職員

には 専用 のパ ソ コン を供 与し 、総 務 部・教 学部 門と 共有 の ネッ トワ ーク に接 続 する とと

もに 、事 務室 内 にも 事 務処 理に 必要 な ネッ トワ ーク を 独 自 に構 築し 、事 務室 内 での 情 報

の共 有化 を図 っ てい る。こ の他 に、複合 機 、大判 印 刷 機、書庫 や 金庫、事務 処 理に 必 要

な機 器や 備品 も 整備 され てい る。  

防災 対策 につ い ては 、教 員 と事 務職 員で 安全 衛生 委員 会 を設 置し 、学生 寮も 含め 、年

2 回 の消 防法 に定 め ら れた 設備 の点 検・整 備や 、川 西市 消 防本 部の 協力 を得 て 年 1 回の

防災 避難 訓練 (23)を 実 施し てい る。  

ＳＤ 活動 に関 し ては 、平 成27年 度以 降 、事 務室 と総 務部 の 職員 を対 象と して 、本学 で

企画 した「大 学教 育 の 質的 転換 に関 す るＳ Ｄ研 修会 」を 実施 し て いる 。平 成 29年度 に は 、

「大 学設 置基 準 等の 一部 を改 正す る 省令 」（ 平成 29年4月1日 施 行 ）に 基づ き 、ＳＤ 活 動

実 施 規 程 (24)を 全 面 的 に 見 直 し 、 新た に 「 研 修 の 機 会 」に 関 す る 条 文 を 追 加し た 。 本学

にお ける 平成 29年度 のＳ Ｄ活 動に つ いて は、上 記「 研 修の 機会 」に 関 する 条文 を踏 まえ

作成 した 平成29年度 のＳ Ｄ実 施方 針 ・計 画に つい て (25)に基 づ い て 実 施 し た 。  

 

平成29年 度の Ｓ Ｄ実 施 方 針 は 、 次 の 通 り で あ る 。  

・ 本学 の職 員が 大 学の 運営 等に 必要 な 知識・技能 を 習得 し、そ の能 力・資質 を向 上 さ

せ る た め の 「 研 修 の 機 会 」 を 設 け る こ と そ の 他 必 要 な 取 り 組 み を 行 う も の と す る 。 

・ 対象 職員 は、 事 務職 員の ほか 、学 長 等執 行部 や教 員を 含 む全 教職 員と する 。  

・ 「研 修の 機会 」に つ い ては 、効 果的・効 率的 に実 施す る観 点 から 研修 を中 心に し て、

本学 が自 ら企 画 した 研修 会実 施（ 主催・共催）と 関連 団体 等 が開 催す る研 修 に参 加

する。な お、学 外 研 修会 に参 加し た 場合 は、報 告 書の 作成 を 通じ て学 内で 情 報共 有

化を 図る とと も に、必 要に 応じ て課 題 を含 めた 報告 形式 の 研修 会の 実施 を企 画 する。 

 

上記 の実 施方 針 及び 実施 計画 に基 づ いて 実施 した 平 成 29 年度 ＳＤ 活動 の状 況 は、以

下の 通り であ る 。  

 

表 Ⅲ － 1 Ｓ Ｄ 活 動 の 状 況  

開催日 区分 主 催 テーマ 

平 成 29 年  

4 月 13 日  

学 外  私 学 経 営 研 究 会  管 理 職 に 求 め ら れ る 能 力 と 役 割  

4 月 18 日  学 外  文 部 科 学 省  平 成 29 年 度 学 校 基 本 調 査 説 明 会  

5 月 15 日  共 催  産 業 技 術 短 期 大 学 、

東 洋 食 品 工 業 短 期 大

学  

心 理 学 的 ア プ ロ ー チ に よ る 研 究 ・ 教 育 活 動 活 性 化  
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6 月 21 日  学 外  日 本 私 立 学 校 振 興 ・

共 済 事 業 団  

平 成 29 年 度 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金 説 明 会  

6 月 21 日  学 外  文 部 科 学 省  平 成 29 年 度 大 学 入 学 者 選 抜 ・ 教 務 関 係 事 項 連 絡

協 議 会  

6 月 30 日  学 外  私 学 経 営 研 究 会  特 色 あ る 私 学 経 営 に つ き 現 地 見 学 会 (佛 教 大 学 ) 

8 月  

3～ 4 日  

学 外  日 本 学 生 支 援 機 構  平 成 29 年 度 心 の 問 題 と 成 長 支 援 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

8 月 21 日  学 外  私 学 経 営 研 究 会  私 学 に お け る ブ ラ ン ド 戦 略  

8 月  

28～ 29 日  

学 外  日 本 学 生 支 援 機 構  平 成 29 年 度 障 害 学 生 支 援 実 務 者 育 成 研 修 会  

9 月 25 日  学 内  東 洋 食 品 工 業 短 期 大

学  

平 成 28 年 度 自 己 点 検 ・ 評 価 報 告 書 に 関 す る 報 告  

9 月 26 日  学 外  日 本 学 生 支 援 機 構  平 成 29 年 度 全 国 障 害 学 生 支 援 セ ミ ナ ー 「 体 制 整

備 支 援 セ ミ ナ ー 」  

10 月 17 日  学 外  日 本 学 生 支 援 機 構  平 成 29 年 度 日 本 学 生 支 援 機 構 奨 学 金 適 格 認 定 ・

返 還 指 導 等 研 修 会  

10 月 23 日  学 外  私 学 経 営 研 究 会  文 教 行 政 の 動 向 と 課 題  

10 月 25 日  学 外  日 本 国 際 教 育 支 援 協

会  

平 成 29 年 度 学 生 教 育 研 究 災 害 傷 害 保 険 説 明 会  

10 月  

25～ 27 日  

学 外  日 本 私 立 短 期 大 学 協

会  

平 成 29 年 度 私 立 短 期 大 学 教 務 担 当 者 研 修 会  

11 月 6 日  学 外  文 部 科 学 省  専 門 職 大 学 等 の 制 度 化 説 明 会  

11 月 6 日  学 外  日 本 学 生 支 援 機 構  平 成 29 年 度 イ ン タ ー ン シ ッ プ 等 専 門 人 材 ワ ー ク

シ ョ ッ プ  

11 月 14 日  学 外  私 学 経 営 研 究 会  教 職 協 働 時 代 で の 経 営 人 材 育 成 策  

11 月 20 日  学 内  東 洋 食 品 工 業 短 期 大

学  

教 務 担 当 者 研 修 会 等 の 報 告 、 心 の 問 題 と 成 長 支 援

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 報 告 、 障 害 学 生 支 援 実 務 者 育 成

研 修 会 及 び 障 害 学 生 体 制 整 備 支 援 セ ミ ナ ー の 報 告  

11 月 29～  

12 月 1 日  

学 外  日 本 私 立 短 期 大 学 協

会  

平 成 29 年 度 私 立 短 期 大 学 学 生 生 活 指 導 担 当 者 研

修 会  

平 成 30 年  

1 月 16 日  

学 外  私 学 経 営 研 究 会  労 働 契 約 法 改 正 に み る 私 学 へ の 影 響 と 対 応 策  

1 月 25 日  学 外  日 本 学 生 支 援 機 構  キ ャ リ ア 教 育 ・ 就 職 支 援 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

1 月 25 日  学 内  東 洋 食 品 工 業 短 期 大

学  

平 成 29 年 度 東 洋 食 品 工 業 短 期 大 学 方 針 と 各 部 門

活 動 目 標 の 報 告  

2 月 22 日  学 外  日 本 学 生 支 援 機 構  平 成 29 年 度 日 本 学 生 支 援 機 構 奨 学 業 務 連 絡 協 議

会  

3 月 20 日  学 外  日 本 学 生 支 援 機 構  平 成 29 年 度 日 本 学 生 支 援 機 構 奨 学 金 採 用 ・ 返 還

誓 約 書 業 務 等 研 修 会  
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更に、今、求め られ て いる のは、教 育研 究 その もの の質 向 上や 高度 化支 援、教育・学

生支 援力 の育 成 であ る。学 生 募集・入試 から、教 育・学 修支 援、学 生 生活 の充 実 、そし

て 資 格 取 得 や キ ャ リ ア 形 成 支 援 に 至 る 学 生 育 成 へ の 職 員 の 関 与 を 深 め 、 ま た 教 員 と 協

働し て教 育の 質 向上 を作 り出 す職 員 力、教 学マ ネジ メン ト 力が 必要 とさ れて い る。し か

し、学修 成果 の 向上 に つな がる よう な 情報・分析 の提 供が 十 分に 行え てい ると は 言え な

い。 

なお、大学・事 務室 では、学内 の ＩＴ 化 を進 める に当 た って 、平成 27 年度 から Ｉ Ｃ

Ｔ整 備ユ ニッ ト を立 ち上 げ 、検 討・推 進し てき たが 、学内 ネッ トワ ーク の 方 向 性が 見え

てき たこ とと 、更な る展 開に 対応 す る必 要性 が生 じた こ とか ら、平 成 29 年度 末 に ＩＣ

Ｔ整 備ユ ニッ ト は解 散と し、新 たに 情報 セキ ュリ ティ 委 員会 を立 ち上 げた 。平成 30 年

度以 降は 、こ の 委員 会 が中 心と なっ て 本学 情報 資産 のセ キ ュリ ティ 対策 と、サ ーバ ー 等

の情 報シ ステ ム 導入 ・学 内Ｌ ＡＮ の 完成 ・運 用に 向け た 活動 を行 うこ とに な る。  

 

 

[区 分 基 準 Ⅲ － Ａ － ４  労 働 基 準 法 等 の 労 働 関 係 法 令 を 遵 守 し 、 人 事 ・ 労 務 管 理 を 適

切 に 行 っ て い る 。] 

＜ 区 分 基 準 Ⅲ － Ａ－ ４ の 現 状 ＞ 

学内 の人 事管 理 は総 務部 が分 掌し て いる 。労 働基 準 法第 89 条 の定 めに より 教 職員 就

業規 則 (26)を 制 定し 、所轄 の労 働基 準 監督 署に 届け 出て 運 用し てお り、法 改正 の都 度 等 、

適宜 見直 しを 行 い、 理事 会承 認を 経 て所 轄監 督署 に届 け 出て いる 。  

教職 員の 採用 、退職 、諸手 当は 教職 員 就業 規則 等に 明文 化 し、労務 関係 の諸 規 則は 、

本 学 の 専 任 教 職 員 で あ れ ば グ ル ー プ ウ ェ ア に ア ク セ ス し 、 い つ で も 閲 覧 で き る 環 境 に

ある 。 

本学 では 教職 員 就業 規則 のほ か 、就 業上 必要 と思 われ る もの は諸 規則 に定 め て い る。

また 、人事 考課 の基 本は 、学長 の方 針に 沿っ た個 人目 標 の自 己評 価に 基づ き 、考 課者 と

被考 課者 が行 う 年 2 回の 面談 を軸 と する こと で、 全教 職 員は 組織 の 目 的・ 目 標を 認識

し、 職務 に従 事 して いる 。 

教 員 に 関 し て は 、 業 界 で 広 く 活 躍 し た 実 務 家 教 員 と 一 般 の 募 集 等 に 基 づ い た 教 員 が

混在 して いる が 、こ れ まで 、研 究遂 行 力の あ る教 員と 実務 家 教員 の中 で実 技を 主 担当 と

する 教員 に対 す る考 課基 準 が 不明 確 であ り 、更 に教 授 、准教 授 、講師 、助教 に 求め ら れ

る業 務要 件に つ いて も曖 昧で あっ た 。ま た、実 務家 教員 等 の 採用 にあ たり 、出向 元の 業

界 に お け る 職 位 や 経 歴 を 本 学 の 職 位 と ど の よ う に 対 応 さ せ 、 そ の 処 遇 を 決 め る か と い

った 部分 が明 文 化さ れて いな かっ た 。こ のた め、平 成 29 年 度 に学 長が 主体 と なっ て 教

員採 用基 準、職 位に 対 する 業務 要件 を 文書 とし て定 め、更 に教 員 向け の新 考課 基 準案 を

策定 した 。平 成 29 年 度末 より 教職 員 に公 開し て 、広く 意見 を 求め た上 、不 備な 部 分に

つい ては 改定 を 加え 、平 成 30 年 度よ り運 用す るこ とに な って いる 。  

日常 の就 業管 理 には 磁気 カー ド方 式 の就 業管 理シ ステ ム を導 入し 、全 教職 員（ 専 任 ）

の出 退勤・時間 外・出張 外出 、休暇 等の 管理 をし てい る 。特 に、休暇・出張・外出 等の

不 在 用 件 は 所 属 長 の 事 前 承 認 制 を 原 則 と し 、 防 災 時 の 危 機 管 理 情 報 の 一 つ と し て も 利

用で きる よう に 努め てい る。  
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人事 管理 は、法 令等 に 則っ た 諸 規則 に 定め られ た運 用と 管 理を 行っ てお り、適 切な 運

営を 行っ てい る 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ａ 課 題 ＞ 

現在 、事 務室 に 在籍 して いる 職員 の 平均 年齢 は 50 歳 を超 えて おり 、20、30 歳 代の 職

員は おら ず 、年 齢構 成に おい て高 年 齢に 偏っ てい る 。ま た 、業 務を 少人 数体 制 でこ なす

必 要 が あ り 、 経 験 、 適 性 と 能 力 を 考 慮 し 業 務 効 率 を 優 先 し た 割 り 振 り で 行 っ て い る た

め、固 定化 、専 業化 の 弊害 の懸 念が 生 じて いる。今後 、若 手職 員 の採 用を 検討 し、年 齢

構成 のバ ラン ス とロ ーテ ーシ ョン に よる 多能 工化 が必 要 と考 える 。特に 、今後 、大 学の

Ｉ Ｃ Ｔ 化 を 推 進 す る 予 定 で あ る こ と か ら 、 Ｉ Ｃ Ｔ 関 連 の 知 識 が 豊 富 な 人 材 の 確 保 が 必

要で ある 。 

教員 につ いて は 、平 成 29 年 度に 二重 巻締 担当 教員 の確 保 を行 い、当面 の 問題 はク リ

アさ れた もの の 、関 連 する 企業 の巻 締 に関 係す る事 業縮 小 に伴 い、教員 の確 保 が早 晩 困

難に なっ てい く 可能 性が ある 。二 重 巻締 担 当教 員に 関し て は、業 界と の人 材 交 流 等の 仕

組み を構 築す る 必要 があ る。  

ＳＤ 活動 につ い ては 、計画 的な 推進 を 行っ てい るが 、大 学 ＩＲ 活 動と リン クし た 教育

の 質 向 上 に つ な が る 各 種 デ ー タ の 分 析 等 は ま だ 不 十 分 で あ り 、 事 務 職 員 を 含 め た 全 教

職員 のス キル 向 上に 向け た継 続的 な 活 動 を展 開す る必 要 があ る。  

平 成 ２ ９ 年 度 ま で 使 用 し て い た 人 事 考 課 基 準 で は 、 本 学 が 教 員 に 求 め る 具 体 的 な 成

果や 職位 に応 じ た成 果 の 内容 が不 明 確で ある 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ａ 特 記 事 項 ＞ 

事務 の業 務改 善 を進 める ため には 、事務 職員 の多 様な 資 質向 上が 必要 不可 欠 であ り、

その 達成 に向 け た計 画的 な目 標設 定 と教 育に 取り 組ん で いる 。平 成 29 年 度に は 、学修

成果 の向 上に つ なが るよ うな 情報・分 析 等 の提 供を タイ ム リー に行 える 体制 と して「 Ｉ

Ｒ・評 価セ ンタ ー 」を 発足 した 。当該 の情 報 収集 、分析 業務 を事 務 職員 が担 当し て いる 。

ここ で得 られ た 有益 な情 報は 、大 学 運営 への 活用 が期 待 され てい る。  

 

 

[テ ー マ 基 準 Ⅲ － Ｂ 物 的 資 源] 

 

＜ 根 拠 資 料 ＞ 

(1) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 5-01 図 書 館 規程 

(2) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 3-16 図 書 館 資料 管理 規程  

(3) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 7-01 経 理規 程 

(4) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 7-05 固 定資 産管 理 規定 

(5) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 7-06 消 耗品 管理 規 定 

(6) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 3-14 防 火防 災規 定 
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[区 分 基 準 Ⅲ － Ｂ －１ 学 科・専 攻 課 程 の教 育 課 程 編 成・実 施 の方 針 に 基 づ い て 校 地 、

校 舎 、 施 設 設 備 、 その 他 の 物 的 資 源 を 整備 、 活 用 し て い る 。] 

＜ 区 分 基 準 Ⅲ － Ｂ－ １ の 現 状 ＞ 

本学 の学 生定 員 は 70 名、校地 面 積 14,694 ㎡で ある こと か ら､短 期大 学設 置基 準 第 30

条で 定め られ た 学生 1 人 あた り 10 ㎡ とし て算 定し た面 積 は 700 ㎡ とな り、こ の規 定 を

充た して いる 。ま た 、本学 の 校舎 面積 は 3,856 ㎡で あ る。短 期 大学 設置 基準 第 31 条 に

基づ くと 、本 学 で必 要な 基準 校舎 面 積 は 2,000 ㎡ で ある こと から 、こ の規 定 を充 たし

てい る。 

体育 施設 につ い ては 、大学 構内 にト レ ーニ ング ルー ムを 併 設し た体 育館 (1,149 ㎡)及

び 5,100 ㎡の グ ラウ ンド とテ ニス コ ート を有 して おり 、短期 大学 設置 基準 第 27 条 の二

の規 定も 充た し てい る。これ らの 体 育施 設 は、体育 実技 の 授業 や 体育 系の クラ ブ 活動 等

に利 用し てい る 。な お 、平 成 27 年 度か ら 28 年度 にか けて グ ラウ ンド に天 然芝 を 張り 、

体育 実技 の授 業 環境 改善 を図 った 。  

本学 では 、本館 、図 書 館 、ア リー ナの 玄 関 口に スロ ープ を 整備 し 、車 椅子 トイ レ をア

リー ナ、図 書 館の 2 カ所 に設 置し て いる 。平成 27 年度 には 、緊急 時対 応の た め、車椅

子 2 台を 事務 室 前に 常備 した 。  

本学 は、短 期 大学 設 置基 準第 28 条に 基づ き、講 義 室 2 室、演 習室 1 室、実 験実 習 室

15 室 、情報 処 理学 習 室（Ｉ Ｔル ーム ）1 室 を有 して おり 、教 育 目的 に沿 って 活 用さ れ、

「教 育課 程編 成・実 施 の方 針」に基 づい て 授 業を 行っ てい る。本 学 で取 得で きる 資 格で、

適 用 し な け れ ば な ら な い 法 令 や 資 格 認 定 団 体 の 規 則 に 基 づ く 機 器 備 品 を 保 有 ・ 整 備 し

てい るが 、経年 劣化 して いる 機器 類 も多 い。固 定資 産機 器の 台帳 を整 備し 、計画 的に 設

備更 新を 図る 体 制を 整備 して いる 。  

図書 館の 面積 は 531 ㎡で ある 。閲 覧 ・貸 し出 しサ ービ ス 等が 支障 なく 行え る よう 配

置に 配慮 して い る。  

購 入 図 書 は 、 図 書 委 員 会 が 図 書 館 規 程 (1)と 図 書 館 資 料 管 理 規 程 (2)に 基 づ き 選 定 し て

いる 。選書・購入 図書 は食 品関 連図 書 がほ とん どで あり 、図書 委員 会の 決定 に 基づ いて

適宜 その 充実 を 図っ てい る。参考 図 書は 、全体 の図 書数 の 38％ とな る 17,951 冊 を所 有

し、一 箇所 に参 考図 書と して 集中 配 架し てい る 。ま た 、資 料の 増加 と書 架の 空 きス ペー

スと の兼 ね合 い を考 慮し 、利用 価値 のな くな った 図書・資料 の廃 棄も 、図書 館資 料管 理

規程 に基 づき 図 書委 員会 の審 議を 経 て随 時行 って いる 。  

平成 29 年度 の蔵 書数 は表 Ⅲ－ １の と おり であ る。新着 雑誌 、製本 済専 門誌 、Ａ Ｖ 資

料は､一 般図 書と は別 置し て利 用の 便 を図 って いる 。  
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表Ⅲ －2 蔵 書等 の概 要 

（平 成 30 年 3 月 31 日現 在） 

種    類 冊 数 等 

蔵 書 数 
図 書 29,752 冊 

専門 誌等 （製 本 ）  17,705 冊 

年間 受入 数 
図 書 357 冊 

学術 雑誌 種類 数  76 種 

ＡＶ 資料 数 ビデ オ・ ＤＶ Ｄ  262 種 

ＡＶ 設備 

視聴 用モ ニタ ー  1 台 

ビデ オ・ ＤＶ Ｄ プレ ヤー  1 台 

電子 黒板 3 台 

電子 黒板 用 

ブル ーレ イプ レ ーヤ ー  
3 台 

パソ コン 

蔵書 検索 専用  1 台 

一般 用 6 台 

電子 黒板 用パ ソ コン  3 台 

座  席  30 席 

 

 

[区 分 基 準 Ⅲ － Ｂ －２ 施 設 設 備 の 維 持 管理 を 適 切 に 行 っ て いる 。] 

＜ 区 分 基 準 Ⅲ － Ｂ－ ２ の 現 状 ＞ 

本学 の建 物は 消 防法 に対 応し てお り、アス ベス ト対 策は 完 了 し てい る。ま た、平成 25

年 10 月 に飲 料用 無菌 充填 実習 棟（ 南館 ）を竣 工し たこ と で、中期 計画 とし て の増 改築

工事 は終 了し て いる 。 

平成 27 年度 から 本館 教室 の非 構造 材 の耐 震化 工事 に取 り 組み 、講 堂天 井 部の 耐震 化

工事 を完 了し 、平成 28 年 度は 微生 物室 天 井 部の 耐震 化工 事 を 完 了し たこ とに よ り、地

震対 策は 大半 が 対応 済み であ るが 、 平 成 30 年度 に、 再度 、 耐 震対 応状 態を 確 認し て、

その 結果 をウ ェ ブサ イト に掲 載の 予 定で ある 。  

建物 の長 期的 な 補修 計画 は 、施 工業 者に よる 長期 修繕 計 画に 基づ き 、躯 体 、外 壁等 の

修繕 の資 金計 画 を立 案し 、予 算を 引 当て 進め てい る。 

全て の固 定資 産 及び 消耗 品は 、経理 規程 (3)、固 定資 産管 理規 定 (4)、消 耗 品管 理規 定 (5)

に基 づき 購入 、竣工 か ら除 却ま での 管 理を 行っ てお り、資 産台 帳 は総 務部 が管 理 して い

る。 消耗 品に つ いて は、 単 価 3 万円 以 上 の汎 用物 品等 は 、各 部門 長が 管理 し てい るほ

か 、当 期に 費用 化 し た消 耗品 で 、期 末 日 時点 で未 使用 で ある 消耗 品は 、数量 に 単 価（時

価） を乗 じて 金 額を 算出 し、 貯蔵 品 とし て評 価し てい る 。 

実験 実習 機器 装 置類 の管 理は 、日 常 の管 理 者を 機器 ごと に 定め 教員 が行 って い る。そ

のほ か、総務 部 と教 職 員が 共同 で毎 年 ９月 に全 固定 資産 の 棚卸 を実 施し 、設 備 の状 態 を

含め 資産 確認 を 行い 、更 新計 画等 に 反映 させ てい る。  

学内 の防 犯に つ いて は、役 員、教 職員 、学 生を 除く 全て の 来学 者は 総務 部で 入 構受 付
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と退 場チ ェッ ク を義 務付 けて 管理 し てい る。 

学内 の警 備は 、学事 スケ ジュ ール に 基づ き、朝 6 時 30 分 か ら 8 時 まで と、18 時か ら

最終 退場 者ま で は有 人警 備を 実施 し 、休 日 、夜 間は 大手 警 備会 社 によ る機 械警 備 シス テ

ムを 導入 して い る。 

学内 で使 用し て いる パソ コン には 、ウィ ル ス対 策ソ フト を イン スト ール する ほ か、専

用サ ーバ ーに 侵 入防 止対 策を 施し て いる 。更 に 、平 成 29 年 度 にネ ット ワー ク 機器 の更

新及 び学 内ネ ッ トワ ーク の基 盤整 備 を実 施 し た。平 成 30 年 度 には 、認 証 サー バー 等の

導入 によ り、 ア クセ ス権 限・ セキ ュ リテ ィ管 理を 強化 す る予 定で ある 。  

地震、火災 等 防災 の 取り 組み では 、防 火 防災 規定 (6)を 定 め、川 西市 消防 本部 の 指導 の

下 、 年 に 一 度 の 避 難 訓 練 、 消 火 器 取 扱 訓 練 を 全 学 と 男 子 寮 で そ れ ぞ れ 実 施 し て い る ほ

か 、 警 備 会 社 が 運 営 す る 災 害 等 の 安 否 確 認 ツ ー ル を 用 い た 操 作 訓 練 も 毎 年 実 施 し て い

る。 

環境 対策 に対 す る取 り組 みは 、官 公 庁の 指 針に 沿っ た対 応 に務 めて いる 。本 学 が取 り

組ん でい る環 境 対策 は下 記の 通り で ある 。すな わち 、電 力 使用 は デマ ンド 管理 を 実施 し

てい るほ か 、平 成 25 年度 から 本館 の 照明 をＬ ＥＤ に順 次 交換 を 実 施し 、今年 度で 主要

箇所 の交 換を 達 成し た。ま た、毎 月の 水道 光熱 使用 量 を グ ラフ 化し 、学内 ネッ トワ ーク

上に 公開 して い る。 その 他、5 月初 旬か ら 10 月末 ま でを クー ルビ ズ期 間と 定 め、 全学

的に 夏期 及び 冬 期の 空調 設定 温度 は 官公 庁か らの 指示 を 遵守 する 指導 を行 っ てい る。  

本学 の体 育館 は 川西 市の 災害 時一 次 避難 場所（ 水害 を除 く ）の 指定 を受 けて お り、市

の 防 災 用 品 の 一 部 を 保 管 す る と と も に 、 本 学 の 防 火 防 災 規 定 に 基 づ き 、 独 自 に 保 存 食

料、 発電 機、 簡 易ト イレ 等を 備蓄 し 、管 理し てい る。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ｂ 物 的 資 源 の 課 題 ＞ 

2 号 基本 金 で継 続的 な引 当を 行っ て いる が、 対象 とす る 建物 を除 いて その 他 の建 物、

建 物 付 帯 設 備 、 構 築 物 に 関 す る 全 体 的 な 保 守 計 画 と 長 期 修 繕 計 画 の た め の 引 当 金 が ま

だ不 十分 であ る 。  

建物 付帯 設備 、装置 機 器類 等で 、耐 用 年数 を 超過 して 使用 し てい るも のに つい て は、

稼 働 状 況 を 順 次 把 握 し 、 専 門 家 の 意 見 を 聴 き な が ら 予 防 保 全 の た め 設 備 更 新 計 画 を 立

案し 、計 画的 に 取り 組む 必要 があ る 。  

また 、定 期点 検 及び 保守 並び に更 新 が必 要な 設備 や装 置 機器 類は 、5 ヵ年 設備 投 資 計

画に 盛り 込ん で 計画 的に 取り 組む 必 要が ある 。な お、5 ヵ 年 設 備投 資計 画に お ける 資金

計画 並び に運 用 管理 につ いて は、 実 情に 即し た計 画と な るよ う、 毎年 見直 し を図 る。  

構 造 上 の 制 約 や ス ペ ー ス 上 の 制 約 が あ っ て 一 部 整 備 で き て い な い 建 物 の バ リ ア フ リ

ー化 等に つい て は、専 門家 の意 見を 聴 きな がら 、実 現可 能 な方 法 につ いて 検討 を 進め る

必要 があ る。  
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＜ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ｂ 物 的 資 源 の 特 記 事項 ＞ 

平成 29 年度 には 、 過 去の 自己 点検 で も課 題と して 挙げ ら れて いた 学内 ＬＡ Ｎ 導入 の

ため の学 内ネ ッ トワ ーク・基盤 整 備を 行 って いる。こ れは、学 生系・事務 系・教員 系 の

3 系統 に分 断さ れて いた 回線 を一 つ にま とめ 、改 めて ネ ット ワー クを 10 のセ グメ ント

（エ リア ）に 分 け、 平成 30 年度 以降 に予 定し てい る学 生 ・教 職員 のア カウ ン ト付 与・

管理 の足 掛か り とし たも ので ある 。また 、この 基盤 整備 に 平行 して 、学生 の安 全確 保を

目的 に、ネ ッ トワ ー ク監 視カ メラ を 新規 に導 入し、事 務室 で 監視・管理（記 録）す る体

制を 構築 した 。  

 

 

［ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ｃ 技 術 的 資 源 を はじ め と す る そ の 他 の教 育 資 源 ］  

［ 区 分 基 準 Ⅲ － Ｃ － 1 短 期 大 学 は 、 学 科 ・ 専 攻 課 程 の 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針

に 基 づ い て 学 習 成 果を 獲 得 さ せ る た め に技 術 的 資 源 を 整 備 して い る 。 ］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅲ － Ｃ－ １ の 現 状 ＞ 

本学 は、技 術 サー ビ ス、専 門的 な 支援、施 設の 向上・充 実を 図 るた め、技 術 的資 源を

計画 的に 維持・整備 し、適 切な 状態 を保 持し てい る 。授 業運 営に 必要 な機 器 備品 も計 画

的に 更新 し 、整 備 を 図っ てき た 。学 生 用 とし て 、教 育・研究 に 資す る情 報機 器 を設 置し

たＩ Ｔル ーム が あり 、ＩＴ ルー ム内 の パソ コン につ いて は 、ネ ッ トワ ーク 接続 型 ハー ド

ディ スク(Ｎ ＡＳ)で 情報 の共 有化 が 可能 とな って いる 。  

学生 には 、一 般教 育 科 目の「情 報処 理演 習」にお いて 情報 処 理技 術を 向上 させ て いる。

また 、ＩＴ ルー ムは 、授業 時間 以外 は 原則 開放 して おり 、学生 に対 して 情報 処 理技 術向

上の 機会 を与 え てい る。ＩＴ ルー ム・学 生 談話 室で 学生 が 授業 時以 外に も利 用 可能 なパ

ソコ ン 45 台 を学 生 の学 修支 援に 供 して おり 、 １学 年/学生 一 人１ 台体 制 は 確 保で きて

いる 。 

また 、講義 室・Ｉ Ｔ ル ーム など には 、教 育課 程編 成・実 施の 方 針に 基づ き 、パ ソコ ン・

プロ ジェ クタ ー・ス クリ ーン・ビデ オ・Ｄ ＶＤ 等の 機器 を 備え 付け てお り 、技 術 的 資源

の整 備を 図っ て いる 。平成 29 年度 は、Ｉ Ｔル ーム、201 教 室、301 教室、会議 室 のプ ロ

ジェ クタ ーを 更 新し た。 

教職 員 には 1 台以 上 のパ ソ コン が 供さ れ てお り 、授 業 や大 学 運営 業 務に 活 用さ れ て

いる。運 営（保 守・メ ンテ ナン ス）は、総 務部 と事 務室 が 連携 して 行っ てい る。大 多数

の 教 職 員 は 業 務 に 必 要 な Ｐ Ｃ 利 用 技 術 は 十 分 に 有 し て お り 、 技 術 向 上 の た め の 特 別 な

研修 等は 実施 し てい ない 。  

事務 室の パソ コ ンに は、各 種学 生情 報が 登録 され てい る が、現状 、エク セル 等で 情報

を管 理し 、各種 資料 を作 成し てお り 、各 種情 報開 示に つ いて は、人 間系 で行 って いる の

が実 情で ある 。  

図書 館の ＩＴ 環 境に つい ては 、授 業 や授 業 以外 の 学 修支 援 のた め、利用 者が 書 庫内 の

検索 用端 末で 書 籍を 確認 しな がら 検 索作 業が でき 、図 書 の貸 出・返 却も 利用 者 自身 の 手

続き で可 能と な って いる 。図 書館 管 理業 務サ ーバ ーと ユ ーザ ー向 けク ライ ア ン ト 2 台

を設 け、 オン ラ イン 目録 情報 を提 供 して いる 。ま た、 平 成 27 年度 には 、ア ク ティ ブ・

ラー ニン グ対 応 とし て、私立 大学 等 教育 研 究活 性化 設備 整 備 事 業の 補助 金を 得 て、電 子
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黒板を 3 セ ット 、パ ソコン 6 台 、グ ルー プミ ーテ ィン グ 用チ ェア ー等 を新 規 導入 し、

学生 に新 しい 学 修環 境を 提供 した 。平成 28 年 度に 能動 的学 修 推 進委 員会 にお い て、電

子黒 板等 の設 備 の能 動型 学修 への 積 極的 活用 につ いて 検 討し た 。今後 、洋 雑誌 の 電 子ジ

ャー ナル 化が 進 む情 勢で あり 、こ れ への 対 応に つい て、情 報を 集 めな がら 検討 を 進め て

いる 。 

情 報 技 術 の 一 層 の 活 用 の た め に は 、 大 学 と し て 視 聴 覚 機 材 を 用 い た 授 業 展 開 が 必 須

とな って いる 。平 成 29 年 度に 密封 実 習の 授 業に ビデ オ映 像 を採 り入 れた 授業 を 検討 し、

平成 30 年 4 月よ り試 験的 な運 用を 開 始し た。ま た、現状 、Ｉ Ｔル ーム に設 置 され てい

るパ ソコ ンは 、 平成 28 年度 に 、全 パソ コ ンの ＯＳ をウ ィ ンド ウズ 10 にア ッ プグ レ ー

ドす ると とも に 、入 学者 数に 対応 し た台 数を 追加 し、 学 修環 境の 整備 に努 め た。  

平成 27 年度 末に 、Ｉ ＣＴ 教育 関連 の 設備・システ ム 導入 検討 のプ ロジ ェク ト チー ム

とし てＩ ＣＴ 整 備ユ ニッ トを 発足 し 、キ ャ ンパ スネ ット ワ ーク の研 究、他大 学 の事 例 調

査、セグ メン ト 分け 及 び学 内Ｌ ＡＮ 敷 設の 検討 を行 った 。学内 ネ ット ワー クの 基 盤整 備

の方 向性 が見 え てき たこ とと 、更な る展 開の 必要 が生 じ たこ とか ら、平 成 29 年 度 末に

ＩＣ Ｔ整 備ユ ニ ット を解 散し 、新 た に情 報セ キュ リテ ィ 委員 会を 立ち 上げ た 。平 成 30

年 度 以 降 は 、 こ の 委 員 会 が 中 心 と な っ て 本 学 情 報 資 産 の セ キ ュ リ テ ィ 対 策 と サ ー バ ー

等の 情報 シス テ ム導 入・ 学内 ＬＡ Ｎ の構 築・ 運用 に向 け た活 動を 行う 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ｃ  技 術 的 資源 を はじ め と す る そ の 他 の教 育 資 源 の 課 題 ＞ 

図書 館に 導入 し てい るア クテ ィブ ・ ラー ニン グ関 連設 備 の活 用に つい ては 、 図書 館

のラ ーニ ング ・ コモ ンズ 化も 含め て 検討 する 必要 があ る 。  

方向 性は 見え て きた が 、 目標 とす る ＩＣ Ｔ設 備・ シス テ ムの 構築 は ま だで き てい な

い。 

 

 

＜ テ ー マ  基 準 Ⅲ － Ｃ  技 術 的 資 源 を は じ め と す る そ の 他 の 教 育 資 源 の 課 題 の 特 記 事

項 ＞ 

ＦＤ 委員 会が 平 成 29 年度 上期 半年 間 、Ｇ ｌｅ ｘａ を試 験 運用 した 。成 績 向上 が見 込

まれ るこ とか ら 、平 成 30 年 度に は、全学 生を 対象 に本 格 的な 導入 を行 う 。学生 の 学修

への 効果 を継 続 評価 する 。 

平成 29 年度 に密 封実 習の 授業 にビ デ オ映 像を 採り 入れ た 授業 を検 討し た。 平 成 30

年 4 月よ り試 験 的な 運用 を開 始し た 。今 後、 適用 範囲 の 拡大 も検 討す る。 
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［ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ｄ 財 的 資 源 ］ 

 

＜ 根 拠 資 料 ＞ 

(1) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学規 程 集 7-02 経 理規 程施 行 細則  

 

[区 分 基 準 Ⅲ － Ｄ －1 財 的 資 源 を 適 切 に管 理 し て い る 。] 

＜ 区 分 基 準 Ⅲ － Ｄ－1 の 現 状 ＞ 

本学 は東 洋罐 詰 専修 学校 創設 以来 、創設 者 の遺 志に 基づ き 、低 廉 な学 費と 堅実 な 学校

運営 を持 続し て いる 。その 間 、優 秀 な人 材 を食 品加 工 、容 器・包 装に 関連 する 業 界に 輩

出し 、広 く社 会 に貢 献し てき た。  

開学 以来 支援 を いた だい てい る企 業 グル ープ には 、深 い 理解 と 協力 の下 、安 定 的か つ

継続 的な 支援 を 受け てい るこ とも あ り、 資金 収支 は過 去 5 年 以上 安定 的な 財 務状 態を

継続 して おり 、純資 産構 成 比 率 は 98%で あ る。また 、第 2 号基 本金 積立 金、退 職給 与引

当等 含む 特定 資 産も 計画 通り 順調 に 引き 当て がで きて お り 、負債 は 、学 債 、長期 、短期

を含 め一 切無 い 。  

現預 金管 理は 、経理 規程 Ⅲ -B（ 3)及 び経 理規 程施 行細 則 (1)に 基づ き総 務部 が一 元 的に 管

理し てお り、 課 題 で あっ たキ ャッ シ ュレ ス化 を平 成 28 年 10 月に 導入 し、 教 職員 が行

う経 費精 算は 全 て銀 行振 込に 変更 し た。これ によ り 、学 内で の現 金の 取り 扱 いは 、学 生

の各 種証 明書 の 発行 手数 料 等 に限 定 する こと がで きた 。  

引き 続き 購買 活 動に おけ る 日 常的 な 取引 につ いて 、業者 、見積 価格 、数量 等の 適正 を

確認 し、 更な る 不正 防止 と物 品管 理 、経 理業 務全 般の 質 的向 上を 図る 。 

また 、内 部監 査 、監 事監 査及 び、 監 査法 人に よる 期中 2 回、 期末 1 回の 監査 を実 施

し 、そ れぞ れの 監 査 を有 機的 に連 携 し 、業務 、会計 取引 記 録 、資産 の チ ェッ ク など を行

い、 レベ ル向 上 に努 めて いる 。  

本学 の資 産運 用 は、 保有 する 株式 有 価証 券の 配当 金の み であ る。  

高 等 教 育 機 関 の 不 正 事 例 が 頻 発 す る 中 で 、 不 正 防 止 策 に つ い て は 万 全 を 期 す こ と が

必要 であ る。 

業務 の効 率化 、シス テ ム化 を進 めて い るが 、業務 分担 等の 関 係か ら特 定の 担当 者 に業

務が 集中 し、 業 務に 遅滞 が生 じる 場 合が ある 。 

 

 

[区 分 基 準 Ⅲ － Ｄ －２ 日 本 私 立 学 校 振興・共 済 事 業 団 の 経 営 判 断 指 標 等 に 基 づき 実

態 を 把 握 し 、 財 政 上の 安 定 を 確 保 す る よう 計 画 を 策 定 し 、 管理 し て い る 。 ] 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ｄ － ２ の 現 状 ＞ 

日本 私立 学校 振 興・共 済事 業団 の経 営 判断 指標 は、決算 デ ータ に 基づ き総 務部 が 作成

し、 理事 長、 常 務理 事、 理事 、監 事 等に 適宜 報告 を行 っ てい る。  

教育 環境 設備 投 資に 関し ては 、中 期 計画 を 策定 し、教育 研 究機 器 など の計 画的 導 入と

更新 を財 務面 か らも 検討 の上 、 計 画 的に 行っ てい る。  

また 、年 次の 事 業計 画 案策 定は 予算 案 編成 と並 行し て進 め 、編 成 開始 時に 学長 か ら編

成方 針と 目標 値 等を 全教 職員 に周 知 の上 、編 成し てい る 。  
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各部 門の 事業 計 画案 、予算 案は 、包 装食 品 工学 科 、事 務室 、総 務 部で 検討 を 経 て 集計

作業 を行 い、 学 内検 討会 を経 た 案 を 評議 員会 諮問 、理 事 会で 決定 して いる 。  

決定 した 事業 計 画と 予算、決算（月 次 進 捗・期末 総括 ）は、教職 員連 絡会 など を 通じ

教職 員に 周知 し てい る。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ｄ 財 的 資 源 の 課 題 ＞ 

現在 、経 営は 安 定し て いる 状態 が継 続 して いる が、大幅 な 収入 減 少が 起こ った 場 合の

起こ りう るリ ス クや 、取 り得 る対 応 策、 防衛 策を 検討 し たこ とが ない 。  

更な る不 正防 止 対策 とし て 、発 注・検 収業 務の 分離 が重 要 であ るが 、その 対応 に職 員

の業 務負 担が 増 加し てい る。  

一部 の担 当者 に 業務 が集 中し ない よ うに 、業務 の効 率化 、シス テ ム化 を更 に進 め る必

要が ある 。 

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅲ －Ｄ 財 的 資 源 の 特 記事 項 ＞  

業務 の効 率化 を 推進 し、平 成 29 年 6 月 ま でに 、月 末 の教 職員 連絡 会に おい て 前月 の

予算・決 算報 告 を実 施す べく 準備 を 進め 、7 月以 降実 施し て い る。原価 意識 、予算 管理

意識 が低 い教 職 員に 対し ては 、学長 、学科 長、事 務室 長及 び総 務部 長が 月次 決 算報 告に

関連 して 教職 員 連絡 会で の質 疑応 答 を活 発化 させ 、予 算 管理 の意 識を 高め て いる 。  

 

 

＜ 基 準 Ⅲ 教 育 資 源と 財 的 資 源 の 改 善 状況 ・ 改 善 計 画 ＞ 

（ａ ）前 回 の 認 証（ 第 三 者 ）評 価 を 受 けた 際 に 自 己 点 検・評価 報 告 書 に 記 述 し た改 善 計

画 の 実 施 状 況 

前回 の認 証評 価 を受 けた 際の 自己 点 検・評 価報 告書 に改 善 計画 の記 述は ない が 、平 成

28 年度 の自 己点 検 ・ 評価 報告 書に 記 述し た 改 善計 画・ 行 動計 画に 対す る実 施 状況 は以

下の 通り であ る 。 

①  実務 家教 員に つ いて は、食品 製造 会 社か ら専 任教 員（ 准 教授 ）1 名 の派 遣協 力を 得

た 。 ま た 、 従 来 の 容 器 関 連 企 業 か ら の 専 任 教 員 に つ い て は 、 継 続 的 に 派 遣 体 制 が

確立 して おり 、平成 29 年 度で 退任 する 二 重 巻締 関連 の実 務 家教 員の 後任 者 2 名 が

容器 関連 企業 か ら専 任教 員（ 講師 ） とし て、 平成 29 年 10 月 より 本学 にて 勤 務し

て い る 。 な お 、 実 務 家 教 員 の 給 与 体 系 や 勤 務 体 系 に つ い て は 、 派 遣 先 の 待 遇 を 遵

守し てき たが 、平 成 30 年 度か ら考 課基 準 を 新た に 設 定し 、人 事 考課 はそ れに 基 づ

い て 実 施 し 、 派 遣 先 に 提 示 す る 。 専 任 教 員 と な る 実 務 家 教 員 の 受 け 入 れ と 学 内 で

の職 位の 委嘱 に 関し て は 、上 述し た よう に考 課基 準を 明 文化 した 。 

②  教 員 向 け 目 標 管 理 シ ー ト の 内 容 を 、 学 内 で の 職 位 と 到 達 目 標 の 関 係 が 分 か り や す

い形 に変 更す べ く見 直し を行 い、 考 課基 準の 改定 案を 作 成し た。 

③  研究 計画 書に 関 して は 、 新し い書 式 を適 用し 、浸 透を 図 って いる 。  

④  施設 、設 備、 機 器類 の保 守・ 点検 に つい ては 、更 新時 期 等を 5 ヶ年 計画 に 盛り 込
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む と も に 、 稼 働 状 況 等 を 定 期 的 に チ ェ ッ ク し 、 常 に 実 情 に 即 し た 計 画 と な る よ う

努め てい る。 

⑤  学 内 Ｌ Ａ Ｎ 構 築 及 び 学 事 シ ス テ ム 導 入 な ど の Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 整 備 に つ い て は 、 基 盤 構

築 の 方 向 性 が 見 え て き た こ と か ら 、 新 た な 展 開 に 備 え 、 Ｉ Ｃ Ｔ 整 備 ユ ニ ッ ト を 解

散す ると とも に 、情 報セ キュ リテ ィ 委員 会を 立ち 上げ 、 効率 的な 推進 を図 っ た。 

⑥  業務 の効 率化 を 推進 し、従 来の 年 度末 に 決算 報告 をす る 方式 を改 め、平 成 29 年 6

月以 降、継 続的 に月 末 の教 職員 連絡 会 にお いて 前月 の予 算 /決算 報告 を実 施し て い

る。 

⑦  職 員 の 多 能 工 化 を 目 指 し た 人 材 育 成 に 関 し て は 、 継 続 的 な 課 題 と し て 取 り 組 ん で

いる 。 

 

（ｂ ）今 回 の 自 己 点 検 ・ 評 価 の 課 題 に つい て の 改 善 計 画 

①  事 務 職 員 の 高 齢 化 が 進 ん で い る 。 限 ら れ た 人 数 で 運 用 で き る よ う に 、 業 務 の 効 率

化 ・ 職 員 の 多 能 工 化 に 向 け た 取 り 組 み を 加 速 す る 。 ま た 、 大 学 の Ｉ Ｃ Ｔ 化 を 推 進

する 必要 性も あ り、平 成 30 年 度に ＩＣ Ｔ関 連の 知識 が豊 富 な若 手人 材の 採用 を 進

める 。 

②  教員 につ いて は、平 成 29 年 度に 二重 巻締 担当 教員 の確 保 を行 い、当 面の 課 題 は ク

リ ア さ れ た も の の 、 関 連 す る 企 業 の 巻 締 に 関 係 す る 事 業 縮 小 に 伴 い 、 教 員 の 確 保

が 早 晩 困 難 に な っ て い く 可 能 性 が あ る 。 二 重 巻 締 担 当 教 員 に 関 し て は 、 業 界 と の

人材 交流 等の 仕 組み を構 築す べく 、 容器 関連 企業 とそ の 準備 を 進 める 。 

③  Ｓ Ｄ 活 動 に つ い て は 、 計 画 的 な 推 進 を 行 っ て い る が 、 大 学 Ｉ Ｒ 活 動 と リ ン ク し た

教 育 の 質 向 上 に つ な が る 各 種 デ ー タ の 分 析 等 は ま だ 不 十 分 で あ り 、 事 務 職 員 を 含

めた 全教 職員 の スキ ル向 上に 向け た 継続 的な 活動 を展 開 する 。  

④  大学 側が 求め る 教員 の業 績や 資質 を 明確 にす る意 味で 、平成 29 年 度よ り考 課基 準

案を 練っ てい た が、平成 30 年度 には 新考 課基 準を 適用 し て人 事考 課を 行う 。考 課

基 準 と 併 せ て 実 務 家 教 員 の 受 け 入 れ 基 準 も 作 成 し て お り 、 教 員 の 派 遣 に 協 力 い た

だけ る企 業、特に 容 器関 連企 業に 対 して 、平成 30 年度 より 受 け入 れ基 準と 考 課基

準を 明示 し、 教 育力 と研 究力 の維 持 向上 に 勤 める 。 

⑤  教 員 向 け 目 標 管 理 シ ー ト の 内 容 を 、 学 内 で の 職 位 と 到 達 目 標 の 関 係 が 分 か り や す

い形 に変 更す べ く見 直し を進 めて き たが 、平成 30 年度 から の新 考課 基準 の適 用 に

併せ て、 目標 管 理シ ート 改定 案を 作 成す る。 

⑥  平成 30 年度 より 実施 予定 の新 しい 人 事考 課基 準で は 、研 究成 果 を従 来以 上に 重 視

して いる 。研 究に 関 して、平 成 29 年 度よ り研 究計 画書 を 義務 づけ てい るが 、教 員

間 で 記 載 内 容 に 統 一 性 が な い 。 管 理 ツ ー ル と し て 使 用 す る た め 、 研 究 計 画 書 の 記

載内 容や 記載 の 意義 に関 して 指導 を 徹底 する 。 

⑦  バ リ ア フ リ ー 化 等 も 念 頭 に 置 い て 、 長 期 的 視 点 で 建 物 、 建 物 付 帯 設 備 、 構 築 物 の

保守 や修 繕に 向 けた ２号 基金 の積 立 を継 続す る。  

⑧  専門 家の 意見 も 採り 入れ 、施設 、設備 、機 器類 更新 計画 の 精度 を高 める とと も に、

施設 、設 備、 機 器類 の保 守・ 点検 に つい ては 、更 新時 期 等を 5 ヶ年 計画 に 盛り 込

む と と も に 、 稼 働 状 況 等 を 定 期 的 に チ ェ ッ ク し 、 常 に 実 状 に 即 し た 計 画 と な る よ
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う改 善す る。 

⑨  学内 ＬＡ Ｎ構 築 及び 学事 シス テム 導 入な どの ＩＣ Ｔ環 境 整備 につ いて は 、平 成 29

年 度 に 立 ち 上 げ た 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 委 員 会 が 主 体 と な り 、 基 盤 構 築 を 進 め 、 平 成

30 年 度か ら の運 用を 目指 す。  

⑩  図 書 館 の ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ 関 連 設 備 の 有 効 活 用 法 と し て 、 閲 覧 室 の 簡 易 的

な改 造を 行い 、 活用 でき る場 を提 供 する 。 

⑪  大幅 な収 入減 少 等の リス クに 対応 す るた め、 危機 管理 体 制の 構築 に取 り組 む 。 

⑫  購 買 活 動 に お け る 不 正 防 止 対 策 と し て 、 発 注 ・ 検 収 業 務 の 分 離 に 取 り 組 ん で い る

が 、 職 員 の 業 務 負 担 が 増 加 し て い る と こ ろ か ら 、 こ れ に 代 わ る シ ス テ ム 化 対 策 の

検討 を進 める 。 

⑬  学 内 Ｌ Ａ Ｎ の 整 備 、 業 務 用 ソ フ ト の 導 入 等 で 、 業 務 の 効 率 化 、 シ ス テ ム 化 を 推 し

進め 、業 務の 集 中化 を防 止す る 。 
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様式８－基準Ⅳ 

 

【 基 準 Ⅳ リ ー ダ ーシ ッ プ と ガ バ ナ ン ス】  

［ テ ー マ 基 準 Ⅳ －Ａ  理 事 長 の リ ー ダー シ ッ プ ］ 

[区 分 基 準 Ⅳ － Ａ －１ 理 事 会 等 の 学 校 法人 の 管 理 運 営 体 制 が確 立 し て い る 。] 

＜ 基 準 Ⅳ － Ａ － １ の現 状 ＞  

私 立 学 校 法 及 び 本 学 の 寄 附 行 為 等 に 基 づ き 、 理 事 長 は 学 校 法 人 の 意 思 決 定 機 関 と し

て理 事会 、評 議 員会 の 招集 及び 適切 な 運営 を通 して 、経 営 責任 と リー ダー シッ プ を発 揮

して いる 。 

本学 を含 む大 半 の大 学は 、大 学進 学 適齢 期 の 人 口が 減少 し 、大 競 争時 代に 突入 し た一

方、大学 全入 時 代と も 言わ れ、大学 本 来の 使 命に 加え て大 学 教育 の質 的向 上と 定 員確 保

を両 立さ せて い かね ばな らな い困 難 な課 題を 抱え てい る 。  

この よう な時 代 背景 の中 でも 、理 事 長は 建 学の 精神 に基 づ き、創 設者 の遺 志を 継 いで

こそ 本学 の存 在 価値 があ ると 考え て おり 、法 人 代 表と し て業 務の 総理 に務 め てい る。  

理 事 長 は 長 年 大 手 総 合 容 器 メ ー カ ー の 経 営 を 担 っ て き た 経 験 を 持 つ 一 方 、 国 内 外 の

芸 術 文 化 に 造 詣 が 深 く 、 幅 広 い 人 脈 と 経 験 に 導 か れ た 経 営 者 的 思 考 に 基 づ く 理 事 長 の

リー ダー シッ プ を発 揮し てい る。  

更に 、本 学の 社 会的 使 命の 達成 と、経 営的 な 側面 での ガバ ナ ンス を機 能さ せる た め、

広く 学内 外の 意 見を 聞き なが ら、理 事会 、評議 員会 のメ ン バー 構成 にも 本学 の 健全 な発

展に 欠か せな い 人材 を選 任し 、本 学 の運 営に 積極 的に 関 わっ てい る。  

理事 長は 寄附 行 為の 定め 通り 理事 会 を招 集、開催 し、会議 で は 議長 とし てリ ー ダー シ

ップ を発 揮し 、 法人 の意 思決 定機 関 とし て適 切に 運営 し てい る。  

理事 会に おい て は、理 事長 の立 場と し て会 議 を リー ドす る 一方 、外部 理事 や監 事 から

客観 的な 意見 を 反映 させ るべ く努 力 して いる 。議案 を諮 る際 は、理 事、監 事か ら広 く意

見を 聞き なが ら 進め てい る。本学 の 理事 会 構成 メン バー は 、常 務 理事 学長 以外 が 学外 理

事で あり 、議 論 も学 内 の考 えに 偏ら ず 広く 出さ れて いる と 考え る。理事 会は 常 務理 事 学

長 や 理 事 と と も に 、 創 設 者 が 目 指 し た 建 学 の 精 神 に 基 づ い た 本 学 運 営 に 責 任 あ る リ ー

ダー シッ プを 発 揮し 、 法 人の 意思 を 決定 して いる 。 

理事 会は 、3 月、5 月 、11 月の 年 3 回 の定 期開 催に 加え 、臨 時 開催 は必 要の 都 度 、理

事長 が招 集し て いる 。評 議員 会 は 3 月、5 月に 定期 開催 し てい る。  
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表Ⅳ－1 平 成 29 年 度理 事会 

開催 日 議案 ・報 告事 項   

平成 29 年 5 月 18 日 

平成 28 年度 事業報 告 ・決算 承認の 件  

平成 28 年度 末資産 総 額変更 承認 の 件 

評議員 5 名選 任承 認の 件 

労務関 係 諸規 程一 部改 定案承 認の件  

長塚監 事 任期 満了 に伴 う選任 （再任 ） 承 認

の件  

近況報 告 ほか 

原案を 全会一 致可 決  

〃 

〃 

〃 

〃 

 

全会一 致 了承 

平成 29 年 11 月 24 日 

理事 １ 名選任 案承 認の 件 （学 識経験 者）  

評議員 １０名 選任 （ 再 任）案 承認の 件  

教職員 退職手 当支 給規 程一部 改定案 承認 の

件 

近況報 告 ほか 

原案を 全会一 致可 決  

〃 

〃 

 

全会一 致 了承 

平成 30 年 3 月 8 日 

平成 29 年度 第一次 補 正予算 案承認 の件  

平成 30 年度 事業計 画 案・予 算案承 認の 件  

第 2 号 基本金 組入 計画 案承認 の件  

株式 現 物寄付 受入 承認 の件  

評議員 3 名退 任 3 名選 任承認 の件  

固定資 産 現物 寄付 承認 の件  

近況報 告 ほか 

原案を 全会一 致可 決  

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

全会一 致 了承 

 

表Ⅳ－2 平 成 29 年 度評 議員 会  

評議 員会 開催 日 議案 ・諮 問事 項 ・報 告事 項   

平成 29 年 5 月 18 日 

長塚監 事 任期 満了 に伴 う選任 （再任 ） 承 認

の件  

平成 28 年度 事業報 告 ・決算 の件 

平成 28 年度 末資産 総 額変更 の件 

近況報 告 ほか 

原案を 全会一 致可 決  

 

〃 

〃 

全会一 致了承  

平成 29 年 11 月 24 日 

理事 2 名選任 （再 任） 承認の 件 （評 議員 会

選任 ） 

近況 報 告ほか 

原案を 全会一 致可 決  

 

全会 一 致了承  

平成 30 年 3 月 8 日 

平成 29 年度 補正予 算 案の件  

平成 30 年度 事業計 画 案・予 算案の 件  

第 2 号 基本金 組入 計画 案の件  

株式 現 物寄付 受入 の件  

近況 報 告ほか 

原案を 全会一 致可 決  

〃 

〃 

〃 

全会一 致了承  
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＜ テ ー マ 基 準 Ⅳ －Ａ 理 事 長 の リ ー ダ ーシ ッ プ の 課 題 ＞ 

課題 は特 に無 い 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅳ －Ａ 理 事 長 の リ ー ダ ーシ ッ プ の 特 記 事 項 ＞ 

特記 事項 は特 に 無い 。  

 

 

［ テ ー マ 基 準 Ⅳ －Ｂ 学 長 の リ ー ダ ーシ ッ プ ］  

 

＜ 根 拠 資 料 ＞ 

(1) 学校 法人 東洋 食 品工 業短 期大 学 規 程 集 5-01 学 長選 任規 程 

(2) 東洋 食品 工業 短 期大 学 紀 要第 4 号 ， 後藤 弘明 ，P5，（2017） 

(3) 東洋 食品 工業 短 期大 学規 程集 3-01 各 セ ン ター 等の 組織 図  

(4) 東洋 食品 工業 短 期大 学紀 要第 4 号 ， 後藤 弘明 ，P2～3，（2017）． 

 

［ 区 分  基 準 Ⅳ － Ｂ － １  学 習 成 果 を 獲 得 す る た め に 教 授 会 等 の 短 期 大 学 運 営 体 制 を

確 立 し て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅳ － Ｂ－ １ の 現 状 ＞ 

現学 長は 、大 学 で工 学 博士 の学 位を 取 得し た後 、研 究開 発 職で 大 手総 合容 器メ ー カー

に入 社 、研 究所 所 長 、技術 開発 本部 長 等を 歴任 し 、ま た役 員 で もあ った こと か ら 、組織

運営 につ いて も 実践 的な 知識 を有 し てい る。ま た、学 位の ほか 、包 装 容器 に関 する 多く

の 特 許 も 取 得 し て お り 、 本 学 の 教 育 研 究 分 野 で あ る 包 装 食 品 工 学 に 関 す る 学 識 及 び 組

織運 営の 識見 と もに 問題 はな い。  

学長 は、 学長 選 任規 程 (1） に 基づ い て理 事 会で 審議 され 、 理事 会の 2/3 以上 の決 議 を

もっ て指 名さ れ てい る。 

学長 は、年明 け にそ の 年度 の短 期大 学 の方 針と 活動 目標 を 全教 職員 に示 し、大 学と し

て い か な る 活 動 に 注 力 し て い く か 説 明 し て い る 。 こ の 中 で 、 本 学 の 各 部 門 、 す な わ ち

「教 学」「 事務 」「総 務」、それ ぞれ の部 門 が、学 長の 提 示し た 年度 方針 と活 動 目標 を踏

まえ て策 定し た 事業 計画 を 2 月 の教 職 員 連絡 会で 全教 職 員に 示 す こと を求 め 、実 施さ

せて いる 。なお 、各部 門の 事業 計画 策 定に つい て 、学 長 は 途中 で確 認作 業を お こな い、

必要 であ れば 修 正を 求め てい る 。短 期大 学の 方針 と活 動 目標 及び 各部 門の 事 業計 画は、

短期 大学 共有 フ ォル ダー に 収 納し 、全教 職員 に公 開し て いる 。こ の よう に 、学 長は 校務

をつ かさ どり 、 所属 職員 を 統 督し て いる 。 

学長 は 、平 成 28 年 度 途中 に教 授会 、理 事 会の 審議 を経 て「 建 学の 精神 」「教 育研 究上

の目 的と 目標 」を 改 定し、更に 教 授会 の 審議 を経 て「 三つ の ポリ シー」を 改定 し た。新

しく 策定 した 建 学の 精神 を基 盤と し て、平成 29 年度 に学 長が 主体 とな り 、科 目間 のつ

なが りを 意識 し つつ 、科目 の設 定と 卒 業認 定・学位 授与 に 至る ま での 教育 プロ セ ス 及 び

全体 とし ての 教 育方 針を 設定 した 。  

また、学 長は、平 成 29 年 度に 本学 の存 在 意 義を 明確 にす る ため 、本学 の ビジ ョン を
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策 定 (2） し 、 理 事 会 の 承 認 を 得 た 後、 公 開 し て い る 。 この ビ ジ ョ ン で は 、 教 育 に 関 する

ビジ ョン と研 究 を通 した 社会 貢献 の ビジ ョン を明 確に 打 ち出 して おり 、平成 30 年 度以

降は 、ビジ ョン に基 づい て 教 育研 究 活動 を推 進す る 。今 後 、教 育の 質的 向上 に 向け た取

り 組 み 、 人 々 の 暮 ら し に 必 要 不 可 欠 な 包 装 食 品 の 研 究 を 通 じ て 社 会 に 貢 献 し て い く こ

と に な る 。 こ れ ら の 内 容 は 既 に 本 学 に お い て こ れ ま で も 実 施 さ れ て い た 内 容 が 母 体 で

ある が、ビジ ョ ンを 明 確に 定義 し、そ の方 向 性を 内外 に示 す こと で本 学の 指針 を 宣言 す

ると いう 意義 を 持っ てい る 。 以下 に 本学 のビ ジョ ンを 記 載す る。 

＜本 学の ビジ ョ ン＞  

 次世 代の 包装 食 品業 界を 担う 学生 の 育成  

 セ ー ブ フ ー ド や 食 の 安 全 等 の 社 会 的 問 題 に 直 結 し た 包 装 食 品 技 術 研 究 拠 点 と し

ての 活動 

 

本学 では 、平 成 29 年 度よ り、教授 会の 上 位に 位置 づけ た 大学 運営 会議 を設 置 し、運

用し てい る 。大 学 運 営会 議は 学長 が 議長 とな り 、学 科長 、事 務 室長 、及び 学長 の 指 名す

る教 職員 をも っ て構 成さ れて いる 。現状 、学長 が指 名す る 教職 員と して 、包装 食品 工学

科に 所属 する 専 任教 員を 担当 分野 ご とに グル ープ 分け し た 食 品製 造・分 析・微 生物・密

封の 4 グル ープ の長 を委 嘱し てい る 4 名 の教 授が その 任 にあ たり 、議 事録 は 教務 課長

が作 成し てい る 。大 学運 営会 議の 成 立に は 構 成員 の 2/3 以 上 の出 席が 必要 で あり 、 ま

た議 決は 、出席 した 構成 員の 過半 数 をも って 決し 、可否 同数 の場 合は 、議長 であ る学 長

が決 する こと が でき る。 

大学 運営 会議 の 議題 は学 長が 提出 し、「 学 長の ビジ ョン を 具体 化し つつ 、大学 の将 来

戦略 を策 定す る こと 」を目 的と する 。し た がっ て 、本 学の 場 合 、大学 の 将 来戦 略 に関 わ

る重 要議 題、例 えば 大 学改 革・教育 改 革等 に 関連 する 重要 事 項は 大学 運営 会議 に て 審 議

し、議 決す る 。そ れ以 外の 教育 研究 に 関す る議 題は 教授 会 で審 議し 、学長 が 決 裁す る。  

大学 運営 会議 の 審議 事項 は、  

① 建学 の精 神、 教 育研 究上 の目 的及 び 教育 研究 上の 目標 に 関す る事 項  

② 学則 その 他重 要 な学 内諸 規程 の制 定 及び 改廃 に関 する 事 項  

③ 教育 研究 改革 に 関す る事 項  

④ 教育 課程 編成 に 関す る事 項  

⑤ 国内 外の 大学 と の連 携に 関す る事 項  

⑥ 各セ ンタ ーの 運 営に 関す る事 項  

⑦ 前各 号に 掲げ る もの のほ か、大 学運 営及 び大 学改 革に 関 する 重要 な事 項で 、当会

議の 意見 を聴 く こと が必 要な もの と して 学長 が決 定し た もの  

 

なお 、上記 ①に つい ては 、年度 当た り 1 回検 討す るこ と とし 、審 議 結果 を理 事会 に報 告

する 。 

大学 運営 会議 の 議決 事項 は 、そ の必 要性 があ る場 合は 、教授 会、教 職員 連絡 会 あ るい

は議 事に 関連 し た各 種委 員会 から 周 知徹 底さ れる 。 

大学 運営 会議 の 議事 録は 、出席 者が 署名 捺印 した 上で 保 管さ れて いる 。なお 、議事 録

は非 公開 とし て いる 。  
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一方 、教 授会 で は、教 育研 究に 関す る 重要 な事 項に つい て 学長 が意 思決 定を 行 うに 当

たり 意見 を述 べ 、審 議後 の議 決は 学 長が 行っ てい る 。す なわ ち、学 長は 教学 運営 の最 終

責任 者と して 、その 権 限と 責任 にお い て、教 授会 の意 見を 参 酌し て最 終的 な判 断 を行 っ

てい る。なお 、教 授会 の構 成員 は、本学 専 任 教員 であ る 教 授 と准 教授 全員 とな っ てい る 。

教授 会で は、学生 の 履修 状況 、卒 業認 定・学位 授 与、入 学者 の認 定、学生 の懲 戒 、社会

人講 習会 、外国 人 短 期研 修 、定 例講 演会 等、大 学運 営会 議の 審議 事項 にな い 教育 や学 生

に関 連す る多 く の内 容を 審議 して い る。教授 会の 議事 録 は、事務 室長 が作 成 し、出席 者

が署 名捺 印し た 上で 保管 され てい る 。教 授 会の 議事 録も 大 学運 営会 議と 同様 、公開 し て

いな い。 

以上 、審 議機 関 が議 案 の内 容に よっ て 大学 運営 会議 と教 授 会に 分か れて いる が 、前 述

した よう に大 学 運営 会議 で審 議し た 重要 かつ 教職 員が 周 知す べき 内容 は 、広 く公 開し、

周知 を図 って い る。  

また 、大 学運 営 会議 や 教授 会で 審議 あ るい は報 告さ れる 案 件に つい て、会議 に 先立 っ

て 関 連 す る 資 料 を 配 付 す る 等 の 手 段 に よ り 会 議 の 構 成 員 に 周 知 し 、 円 滑 か つ 適 切 な 判

断が でき るよ う 配慮 して いる 。  

学長 は、大学 運 営会 議、教授 会の ほ かに「Ｉ Ｒ・評価 セ ンタ ー」「 ア ドミ ッシ ョン セ

ンタ ー」「 奨学 委 員会 」のセ ン ター 長あ る いは 委員 長と し て、大学 運営 を行 っ てい る ほ

か、「学 修 支援 委員 会 」、「産 学・地 域 連携 セ ンタ ー」「 履修 証明 プ ログ ラム 審議 委 員会 」

の委 員も 勤め て いる 。また 、委員 で はな い が 、カ リキ ュラ ム 委 員会 や Ｆ Ｄ委 員 会 、及び

情報 セキ ュリ テ ィ委 員会 に関 して は 、重 要 案件 が議 題の 場 合、オ ブザ ーバ ーと し て出 席

して いる 。こ の よう に、 学長 は幅 広 い観 点か ら教 学運 営 ・大 学運 営に 携わ っ てい る。  

学長 は 、大 学運 営を 円滑 に推 進す る ため に、会 議体 、セン ター 及び 各種 委員 会 を設 け

てい る。委 員会 の改 廃も 必要 に応 じ て実 施し てお り 、平 成 29 年度 には 委員 会 と同 等の

格 付 け で あ っ た プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 「 Ｉ Ｃ Ｔ 整 備 ユ ニ ッ ト 」 を 解 散 し 、 発 展 系 と し て

「情 報セ キュ リ ティ 委員 会 」を 立ち 上げ た。本 学の 会議 体 、セ ンタ ー及 び各 種 委員 会を

以下 に列 記す る 。  

① 大学 運営 会議 

② 教授 会 

③ ＩＲ ・評 価セ ン ター  

④ アド ミッ ショ ン セン ター  

⑤ 産学 ・地 域連 携 セン ター  

⑥ 広報 委員 会 

⑦ 学修 支援 委員 会 

⑧ カリ キュ ラム 委 員会  

⑨ ＦＤ 委員 会 

⑩ 図書 委員 会 

⑪ 安全 衛生 委員 会 

⑫ 国際 交流 委員 会 

⑬ 紀要 委員 会 

⑭ 病原 体取 扱い 並 びに 遺伝 子組 換え 実 験に 関す る安 全委 員 会  
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⑮ 短期 コー ス実 行 委員 会  

⑯ 奨学 委員 会 

⑰ 履修 証明 プロ グ ラム 審議 委員 会  

⑱ 内部 監査 委員 会 

⑲ 情報 セキ ュリ テ ィ委 員会  

本学 では 以上 に 示し たよ うに 、2 会 議 体 、3 セ ンタ ー及 び 14 委員 会を 設け て おり 、

これ らの 組織 を 活用 して 大学 運営 の 必要 な事 項を 検討 、決定 する 仕組 みと な って いる 。 

これ らの 組織 に 関す る こ とは 、本 学 の組 織に 関す る各 種 規程 に記 載さ れて い る。  

本学 が設 置し て いる 会議 体、セ ン ター 及 び各 種委 員会 の 組織 図 (3)は、自己 点検・評 価

報告 書の 基礎 資 料に 記載 して ある が 、本 学 の場 合、学長 の 下に 最 高決 定機 関と し て 大 学

運営 会議 を設 置 し、大学 運営 会議 の 下に「ＩＲ・評 価セ ンタ ー」「 アド ミッ ショ ン セン

ター」「 産学・地 域連 携セ ンタ ー 」が 設置 され てい る。ま た 、大学 運営 会議 の 下に 教授

会を 設け 、教 授会 の 下に 各種 委員 会 を 設 置し てい るが 、「 内部 監査 委員 会」はそ の 性格

上、 教授 会と は 切り 離し た独 立し た 組織 とし て運 用し て いる 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅳ －Ｂ 学 長 の リ ー ダ ーシ ッ プ の 課 題 ＞  

本学 では 、学 長 がリ ー ダー シッ プを 発 揮し て教 育改 革・大 学改 革 を推 進し てい る が、

教 育 改 革 や 大 学 改 革 の 必 要 性 や 目 標 の 捉 え 方 は 教 職 員 に よ っ て 温 度 差 が あ る 。 温 度 差

を緩 和し 、教 職 員の 意 識改 革を 推し 進 める には まだ 時間 が 掛か ると 予測 され る 。こ れ に

対し て 、学 長の 任期 は 4 年で ある 。現学 長が 赴任 した 後 、着 手し た改 革事 案 は多 いが 、

現学 長は 平 成 30 年 度 で 3 年目 と なり 、平 成 31 年 度末 で任 期 満 了と なる 。将 来 に亘 っ

て確 実に 大学 改 革・教育 改革 を進 め るた めに は 、実 行力 のあ る適 切な 後任 を 選定 し、確

実な 引き 継ぎ が 重要 であ る 。し たが って 、学長 のリ ーダ ー シッ プの 課題 は 、本 学学 長に

適し た優 れた 次 期学 長候 補の 選定 を 進め るこ とで ある 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅳ －Ｂ 学 長 の リ ー ダ ーシ ッ プ の 特 記 事 項 ＞ 

 本 学は 、包装 食品 に関 する「 食材」「 容 器」「食 品加 工」「充 填 」「 密封」「 殺菌 」「 保 管」

及び「 食 品衛 生」「 衛 生管 理」「 品質 管理 」「検査 」「関 係 法規」とい う 特 殊か つ 広範 な分

野の 理論 と技 術 の教 育を 行っ てい る 。教 育改 革の 中で 学 長が リー ダー シッ プ をも って、

各分 野に おけ る 学修 成果 が定 着す る 仕組 みを 検討 した (4）。ま だ 検証 の必 要が あ るが 、本

学 で は 概 ね 各 分 野 と 科 目 が 一 つ ず つ 紐 づ け ら れ て い る こ と か ら 、 各 教 科 で 最 低 限 修 得

さ せ た い 事 柄 を 分 野 間 の つ な が り の 形 で 定 着 さ せ る こ と が 、 包 装 食 品 の 製 造 分 野 に 関

する 学生 の理 解 を深 める もの と 考 え 、平 成 28 年 度に その 仕組 み を 構築 すべ く 、教 育課

程の 編成 や学 修 支援 委員 会 の 立ち 上 げ等 を行 った 。平成 29 年 度 1 年次 生よ り 上記 方針

で 教 育 を 進 め て お り 、 学 修 成 果 を 始 め と す る 学 修 レ ベ ル の 測 定 結 果 を も と に 検 証 を 進

め、 更な る改 善 を継 続す る。  
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[テ ー マ 基 準 Ⅳ-Ｃ ガ バ ナ ン ス] 

[区 分 基 準 Ⅳ － Ｃ －１ 監 事 は 寄 附 行 為 の規 定 に 基 づ い て 適 切に 業 務 を 行 っ て い る。] 

＜ 区 分 基 準 Ⅳ － Ｃ－ １ の 現 状 ＞ 

監 事 は 学 校 法 人 の 業 務 及 び 財 産 の 状 況 に つ い て 監 査 計 画 に 基 づ き 監 査 を 行 い 、 理 事

会に 出席 し意 見 を述 べて いる 。  

理事 会に 報告 す る ほ か、定期 的に 監 査法 人 と意 見情 報交 換 を行 う 等 、毎 年度 監 査報 告

書を 作成 し、定 めら れ た 期 間内 に理 事 会及 び評 議員 会に 提 出の 上、監事 の意 見 を添 え て

報告 して いる 。加え て平 成 28 年 度か ら導 入し た内 部監 査 のチ ェッ クと フォ ロ ー を 行っ

た。 寄附 行為 の 定め に基 づい て業 務 を適 切に 行っ てい る 。  

 

 

[区 分 基 準 Ⅳ － Ｃ － ２   評 議 員 会 は 寄 附 行 為 の 規 定 に 基 づ い て 開 催 し 、 理 事 会 の 諮

問 機 関 と し て 適 切 に運 営 し て い る 。] 

＜ 区 分 基 準 Ⅳ － Ｃ－ ２ の 現 状 ＞ 

評議 員会 は寄 附 行為 第 21 条 によ り、 理 事 現在 数 の 2 倍以 上の 評議 員 22 名 を以 て 組

織し 、毎 年 3 月 には 事業 計画 、予 算 案諮 問、5 月 に事 業報 告 、決算 諮問 を定 例 評議 員会

とし て開 催し て いる ほか 、必 要 に応 じ私 立学 校法 第 42 条 及び 、寄 附行 為 の規 定に 基づ

き諮 問機 関と し て 適 時に 開催 し、 適 切に 機能 して いる 。 

 

 

［ 区 分 基 準 Ⅳ － Ｃ－ ３ 短 期 大 学 は 、高 い 公 共 性 と 社 会 的責 任 を 有 し て お り 、積 極

的 に 情 報 を 公 表 ・ 公開 し て 説 明 責 任 を 果た し て い る 。］ 

＜ 区 分 基 準 Ⅳ － Ｃ－ ３ の 現 状 ＞ 

本学 では 、学 校 教育 法 施行 規則 の規 定 に基 づき 、教 育情 報 をウ ェ ブサ イト 並び に 大学

ポー トレ ート に おい て公 表し てい る とと もに 、私 立学 校 法の 規 定 に 基づ き、財 務情 報 も

公開 して いる 。  

教育 情報 、財 務 情報 とも に、6 月 末日 ま で に公 表・公開 す るこ とと し、タイ ム リー な

情報 公開 に努 め てい る。ま た、財務 情 報 につ いて は、過去 13 年分 の計 算書 類 等を 公開

し、 経営 の透 明 性確 保に 努め てい る 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅳ －Ｃ ガ バ ナ ン ス の 課題 ＞  

大学 を含 めた 各 方面 での 不祥 事 が 増 加す るな か、 監査 の 質・ 量 の 増加 が見 込 まれ 、 

監事 の負 担増 加 が懸 念さ れる 。  

 

 

＜ テ ー マ 基 準 Ⅳ －C ガ バ ナ ン ス の 特 記事 項 ＞ 

監事 との 監査 計 画内 容を よく 検討 し 、精 度の 高い 監査 が 行わ れる よう に努 め てい る。 
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＜ 基 準 Ⅳ リ ー ダ ーシ ッ プ と ガ バ ナ ン ス の 改 善 状 況 ・ 改 善 計画 ＞ 

（ ａ ）前 回 の 認 証（第 三 者 ）評 価 を 受 けた 際 に 自 己 点 検・評価 報 告 書 に 記 述 し た 改 善 計

画 の 実 施 状 況 

前回 の認 証評 価 を受 けた 際の 自己 点 検・評 価報 告書 に改 善 計画 の記 述は ない が 、平 成

28 年度 の自 己点 検 ・ 評価 報告 書に 記 述し た 改 善計 画・ 行 動計 画に 対す る実 施 状況 は以

下の 通り であ る 。 

① 学修 成果 の向 上 や 教 育課 程の 見直 し、改 定に 関連 する 委 員会 に関 して 、委 員会 開 催

日と 議題 が学 長 にも メー ルの 写し で 連絡 する 仕組 みが 浸 透し てお り、議 題 によ って 、

学長 はオ ブザ ー バー とし て の 出席 を 継続 して いる 。  

 

（ ｂ ） 今 回 の 自 己 点検 ・ 評 価 の 課 題 に つい て の 改 善 計 画 

①  本学 の学 長は 、容 器 関連 企業 の役 員 等 か ら選 任さ れる こ とが 多い。現 学長 の任 期 最

終年 度と なる 来 年度 には 、大 学改 革 を引 き継 げる 後任 者 を 絞 り込 む。 

②  監 事 の 負 担 が 増 大 し な い よ う 、 総 務 部 門 が 主 体 と な っ て サ ポ ー ト 体 制 を 強 化 す る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度 自己点検・評価報告書 

 

編 集 東洋食品工業短期大学 ＩＲ・評価センター 

発行日 平成 30年 9月 28日 

発行者 東洋食品工業短期大学 学長 後藤 弘明 

 

〒666-0026 兵庫県川西市南花屋敷 4丁目 23番 2号 

電 話 072-759-4221 ＦＡＸ 072-758-6959 

ＵＲＬ http://www.toshoku.ac.jp/ 

http://www.toshoku.ac.jp/

	平成29年度自己点検・評価報告書  最終
	平成29年度 奥付

